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PROLOGUE







　フェリシアは《無貌の従者スキールニル》のルーンを持つ知勇兼備のエインヘリアルである。

　とは言え、武勇に関してはジークルーネやスカーヴィズには及およばず、政治に関してはヨルゲンやリネーアに及ばず、呪歌ガルドルや秘法セイズに関しても、それを専門とするエインヘリアルには敵かなわない。他にも修めているものは数多いが、どれもやはり本職には届かない。

　なんでも出来るが、何も極きわめることが出来ない。昔はそのことに劣れつ等とう感かんを抱いていたものだが、今の彼かの女じよはむしろそれを誇ほこりに思っている。

　確かに自分は全すべてが本職には一歩及ばない。いわば半はん端ぱ者ものだ。だが、何もわからないわけではない。

　専門の者とでも大たい抵ていの場合、それなりに話を合わせることができる。相手の事情を汲くみ取とり、現実的な妥だ協きよう点てんを探さぐることができる。

　彼女が心から敬愛する主――周す防おう勇ゆう斗との持つチートは実に様々な分野に及ぶ。一方で、彼かれには専門的な知識や常識が驚おどろくほど欠けている場合も多い。

　そんな彼と各種様々な専門家たちを繋つなぐには、フェリシアのような器き用よう貧びん乏ぼうな人間はちょうどいい潤じゆん滑かつ油ゆとなるのだ。

「さて、今日も一日、がんばりましょうか」

　衣服を身につけ、フェリシアはむんと気合を入れる。

　最近はめっきり寒くなってきたこともあり、これまでの巫女みこ装しよう束ぞくを一新し、白を基調としたローブを羽織っている。

　肌はだの露ろ出しゆつが減ったことで時々胸むな元もとあたりに感じていた兄の視線がなくなったのは内心寂さびしくはあるが（本人は隠かくしているつもりのようだが女は視線に敏びん感かんなのである）、風か邪ぜなどをひいて迷めい惑わくをかけては本ほん末まつ転てん倒とうである。

「これはこれで、お兄様から似合っていると褒ほめていただきましたし、ね」

　ふふっと嬉うれしそうに微笑ほほえみつつ、机に積まれている粘ねん土ど板ばんの山を手に取る。

　躍やく進しん著いちじるしい《狼おおかみ》の宗主パトリアークである勇斗の下には、各所から様々な書簡が送られてくる。とは言え、勇斗の手を煩わずらわせるまでもないものも少なくない。

　兄がまだ眠ねむっている間に下読みして、何を伝えるか選別するのが彼女の早朝の日課であった。

「あら、わたくし宛あて？　やれやれ、また結けつ婚こんの申し込みでしょうか」

　物もの腰ごしも柔やわらかく類たぐいまれな美び貌ぼうの持ち主であるフェリシアの下には、結婚の申し出がしばしば届くのだ。

　フェリシアにはすでに自分のすべてを捧ささげると決めた想おもい人びとがいるので丁てい重ちようにお断りするしかないのだが、年寄りたちは「いい年なのに結婚もしないで」と顔を合わせるたびに愚ぐ痴ち愚ぐ痴ちと言ってくる。

　まったくもって腹立たしい限りだった。おかげで最近は年の事を言われるだけで心の暗黒面が開きそうになるほどである。

「……え？」

　自分宛ての書簡を読み進めるうちに、フェリシアの表情がみるみる強こわ張ばっていく。

　その顔色は蒼そう白はくで、ついでブルブルと身体も震え出す。

「っ！」

　気が付くと、フェリシアはその書簡を思いっきり地面に叩たたきつけていた。

　焼いて固めたものだけに、粘土板は脆もろくも砕くだけバラバラに散らばる。

「ん？　どうかしたのか、フェリシア？」

　隣となりの部屋から、勇斗の声がした。

　警備上の理由から勇斗の部屋にはフェリシアの部屋を通らなくては行けないようになっているのだ。ちなみにフェリシアの部屋に入るには、ジークルーネの部屋を通らなくてはならない。まさに鉄てつ壁ぺきの配置である。

「い、いえ。書簡を落としてしまっただけです。ご心配なく。申し訳ありません。起こしてしまいましたか？」

「いや、もう起きてたから気にしないでいいぜ」

「そうでしたか、良かったです」

　安あん堵どの吐と息いきとともに、フェリシアはそそくさと砕けた書簡を片付け始める。

　勇斗には読めないとわかってはいても、このようなものを彼の目の届くところに置いておきたくなかった。

　ひときわ大きな破は片へんの文字が、自然と目に留まる。

『親愛なる我わが妹フェリシアに伝えよ。我、汝なんじが兄――』







ACT1







「次です。『《狼》が宗主パトリアークユウト殿どのに伝えよ。我《灰》が宗主ドーグラスが言う』」

　秋も半ばを迎むかえ、日差しも柔らかくなり、空気に肌はだ寒さむさを感じるようになってきた。

　執しつ務む室しつでは、いつものように勇ゆう斗との副官を務めるフェリシアが、勇斗宛あての書簡をその鈴すずの鳴るような声で読み上げていた。

　だがわずかにいつもより声が暗く感じる。ここ最近、勇斗は目が回るような忙いそがしさであり、必然的に副官である彼女も疲つかれが溜たまっているのかもしれない。

　そんな彼女にいちいち書簡を読み上げさせるのは少々気が引けたが、勇斗はユグドラシルの文字が読めないのだから仕方がない。

「へえ、《灰》からか。少し懐なつかしいな」

　勇斗は少し驚いたように目をみはる。《灰》はかつて《爪つめ》のボドヴィッドとともにイアールンヴィズを攻せめてきた氏族だ。

　勇斗が華はな々ばなしい初うい陣じんを飾かざった相手でもある。あの戦いはもはや一年半も前のことなのに、今でも鮮せん明めいに思い出すことが出来た。

　周防勇斗は二年と少し前までは、二一世紀の日本の中学校に通うごくごく普ふ通つうの少年であった。それがいくつかの偶ぐう然ぜんと必然が絡からみ合あい、この戦乱の黎れい明めい世せ界かいユグドラシルへと迷い込み、何の因果か今や《狼》の氏族を統すべる若き宗主である。

　勇斗が感かん慨がいに耽ふける間も、フェリシアの玲れい瓏ろうたる声は続いている。

「……『我、ドーグラスにぜひユウト殿の盃さかずきを下ろして頂きたくお願い申し上げる。またその暁あかつきには我が血を分けし娘むすめドロテアをユウト殿の後宮にてお仕えさせる所存にて……』」

「ったく、またかよ」

　舌打ちし、げんなりと勇斗は顔をしかめる。

　元《蹄ひづめ》傘さん下かだった《麦》や《犲やまいぬ》からも同様の書簡を受け取っていた。

　アールヴヘイムの覇は者しや〝豊穣王インフロデイ〟ユングヴィに、天下無双の豪ごう傑けつと名高い《雷いかずち》の宗主〝虎心王ドールグスラシル〟ステインソールと立て続けに打ち破ったことで、近隣氏族はよほど勇斗の武ぶ威いに恐おそれ慄おののいたらしい。

　勇斗としては全て自衛のため止やむに止まれずの出兵だったのだが、客観的に見れば、貪どん欲よくに勢力を伸のばしている野心家と見られてもおかしくはない。

　戦っても勝ち目のない相手には、攻め込まれる前に恭きよう順じゆんの意を示し、傘下に入ることで自らを守ろうというのだろう。

「戦わずして傘下氏族が増えることに関しては、願ったり叶かなったりなんだけど、な」

　ギシリと椅い子すの背もたれに身体を預け、勇斗は苦く笑しようする。

　厄やつ介かいなのが、人ひと質じちかつ今後の友好関係の礎いしずえとして送ってこようとする姫ひめ君ぎみの取り扱いだった。

　あるいは一人の男としては、近隣の姫君を選より取どり見み取どりだというのだから、恵めぐまれすぎと言えるかもしれない。

　しかし勇斗には、日本に志し百も家や美み月つきという想い人を残してきている。健けな気げに自分の帰りを待ってくれている幼馴染を裏切るわけにはいかなかった。

「とりあえず、盃を交かわすのはこちらとしても望むところだが婚こん姻いんは断ると、先方に丁重に伝えてくれ。理由は任せる」

「了りよう解かいいたしました。今の《狼》に比べれば取るに足らない弱小氏族、お兄様のご要望通りに交こう渉しようをまとめることは容た易やすいかと」

　フェリシアがメモ用紙に勇斗の言葉を書き留めつつ、所感を述べる。

　確かに彼女の言うとおり、《狼》の勢力は勇斗が宗主になった頃ころとは比べ物にならないほど強大になっていた。

　別に理り不ふ尽じんな要求をしているわけでもない。一〇〇〇にも満たぬ兵力しか動員できない弱小氏族が相手なら、この条件を呑のませることは難しくないはずだった。

「まあ、ンなことより今一番の問題は、その大きくなってしまった事そのもの、だよなぁ」

　やれやれと溜ため息いきを吐き、机に広げた一枚の紙に視線を移す。

　それは《狼》周辺の簡易な地図であった。測量技術もろくに発達していないユグドラシルである。おそらく実際の地形とはそれなりにズレもあるのだろうが、ないよりははるかにマシだった。

「明らかに人材が足りなすぎる」

　トントンと地図を指で叩きつつ、勇斗はやれやれと独りごちる。

　この一年の間に、《狼》の領土は三倍近くにまで急拡大していた。手に入れた領土は統治しなければならないわけだが、当然、それには日々の業務を遂すい行こうする文官と、街を他国や山さん賊ぞくなどの脅きよう威いから守り治安を保つ武力を常じよう駐ちゆうさせる必要がある。

　先に交戦した《雷》との国境沿いの地ということもあり、新領地の統治を優先したせいで、代わりにここイアールンヴィズでは深刻な悪あく影えい響きようが出始めていた。

　とにかく人手が足りず、行政が円えん滑かつに回らなくなってきているのだ。

「なんとかしねえとなぁ」

　早さつ急きゆうな人材の確保、それがここ最近、勇斗の頭を悩なやませる最大の懸けん案あんであった。







　午前の執しつ務むを終え、昼食がてらテラスから中庭を覗のぞき込こむと、ちょうど中庭では市バザールが立っていた。

　交易商人たちの張ったテントの下には様々な商品が所ところ狭せましと立ち並び、そこかしこで活気に満ちた声が飛び交っている。

　その中でもとりわけ、中庭の北側に構えた店は盛せい況きようで、交易商人たちが我先にと商品を買い求め殺さつ到とうしていた。

「銀三〇ビュグ！」

「ならこっちは四〇ビュグだ！」

「ぬぬぬっ、では一バル！」

「一バル二〇ビュグ！」

「一バル三〇ビュグ！」

　あまりに大人気のため、商品はオークション形式で売られているようだった。交易商人たちが次々と手を上げては、瞬またたく間まに値が吊つり上あがっていく。

「ずいぶんと白熱しているようですね」

　勇斗の傍かたわらに立つジークルーネが、淡たん々たんとした口調で言う。

　勇斗の親衛騎団ムスツペルを束ねる銀ぎん髪ぱつの少女だ。《爪》の英えい雄ゆうムンディルファリ、《蹄》の宗主ユングヴィと、剛ごう勇ゆうで知られる猛も者さたちを討うち倒たおした《狼》随ずい一いちの武人である。

　秋ということで寒くなってきたのか、今日は毛皮の外がい套とうを羽織っている。フードには狼の耳が付いていて、実に彼女に似合っていて可愛かわいらしい。

「「「おおおおおっ!!」」」

　突とつ如じよ、商人たちの間にどよめきが走る。どうやら決まったようだった。

　まだ貨か幣へいという概がい念ねんを持たないユグドラシルにおいて、交易商人たちは銀を決済の手段とするのが一いつ般ぱん的てきである。

　ビュグやバルは重さの単位で、大麦一八〇粒つぶで一ビュグ、六〇ビュグで一バルだ。

　以前、勇斗が愛用のスマートフォンＬＧＮ０９レーギャルン（一六六グラム）と秤はかりにかけたところ、二〇ビュグとほぼ釣り合ったので、一バルでだいたい五〇〇グラムといったところか。

「うわぁ、とんでもねえ額になったなぁ。こんなもんが、ねぇ」

　呆あきれたようにつぶやきつつ、勇斗はチンと目の前にあるガラスのコップを指で弾はじいてみせる。

　ちなみに労働の対価としては、ごく平均的な一いつ般ぱん庶しよ民みんが一ヶ月仕事に従事してもらえる賃金は、銀二ビュグほどが目安である。

「こんなもんとは大層な言いようだな。ここまでの物が作れるようになるまで、すっげえ苦労したんだからな」

　勇斗の向かいに赤毛の少女が、ぷっくりと頬ほおを膨ふくらませる。

　少女の名はイングリット。まだ勇斗と同じく一〇の半ばといった年とし頃ごろだが、《剣戟を生むものイーヴアルデイ》のルーンを持つエインヘリアルで、物づくりの天才である。

　鉄やあぶみ、水車に紙に他様々、スマートフォンを使って勇斗が得た様々なアイディアを実際に形にできたのは、彼女のおかげといっても過言ではない。

　辺境の弱小氏族に過ぎなかった《狼》を建て直し、さらに近隣諸氏族を次々と打ち破るなど、最近の《狼》の快かい進しん撃げきの表の立役者が勇斗なら、陰かげの立役者がこの少女であった。

「つーかあの値で買っても、利益は十分に出せるはずだぞ。神都グラズヘイムあたりに持っていけば、王侯貴族の方々が何倍もの値で買い取ってくれるだろうからな。なにせユグドラシル広しと言えど、このイアールンヴィズでしか手に入れられない珍品中の珍品だ」

　ずいっと自信満々に、その平均的な大きさの胸を張るイングリット。

　ガラスの起源は紀元前三〇〇〇年頃と言われており、ユグドラシルでもすでにその存在は知られている。

　とは言えユグドラシルでの一般的なガラスの製法は、砂で作った型に、熱して溶とかしたガラス生き地じを流し込むという実に原始的なものである。

　そうして出来たガラスの塊かたまりは、装そう飾しよく品ひんの一つとして主に貴族階級に重宝されているそうだが、あくまでその程度である。

「一応、紀元前一五五〇年頃には、メソポタミアの辺りではコアガラスっていう最初期のガラス容器の作り方は発明されていたらしいんだけどなぁ」

　ユグドラシルの文明水準は青銅器時代後期と言ったところで、時代としてはほぼ重なるのだが、まだこのコアガラス製法は生まれていないらしい。

　もっとも絹などは、紀元前三〇〇〇年頃には中国で製造が始まっていたにもかかわらず、西洋に製法が伝わったのは実に六世紀、三六〇〇年もかかっている。

　電話もインターネットもない世界である。地方によってははるか昔に編み出されていた技術が、別の地方では数百年数千年後までまるで知られていなかったというのはよくあることだった。

　そして、このコアガラス製法で作られたガラス製品は、それこそ金銀で作られた容器と同等の価値で取り扱われていたと言われている。事実、先さき程ほどの商人はまさにそれだけの価値をあのガラスのコップに見み出いだしていた。
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「ボロ儲もうけもいいとこだよなぁ」

　勇斗が導入したのは、そのコアガラス製法よりさらに一五〇〇年ほども後、紀元前一世紀後半に確立した宙吹き法である。

　鉄製の吹ふき竿ざおに熱したガラス種を取り付け、息を吹き込んで成形していく、二一世紀の現代でも使われている技法である。この製法の発明により、ガラス製品は安価に大量生産が可能になったとされている。

「さすがはお兄様です。これで益ます々ます《狼》は潤うるおいますね。二年前の窮きゆう乏ぼうが正直遠く感じますわ。まさかお昼にもご飯が食べられるようになるなんて、夢にも思っておりませんでした」

　言ってフェリシアは、パンを一切れ千切って口の中に放ほうり込こみ、ん～っと幸せそうに身み震ぶるいする。

　ユグドラシルでは朝夕の二食が一般的である。とは言え三食に慣れている勇斗には成長期ということもあってそれでは物足りなく、食糧事情が劇的に改善した最近は三食を取っている。副官のフェリシアもそれに付き合って三食を取るようになっていた。

「俺おれは宙吹きの動画をイングリットに見せただけだって。ほんとにすげえのは実際に技術を再現したこいつだよ」

「ふふっ、ほんとイングリット様々ですね」

「あ、あたしだってそう大したことはしてねえっての」

　カーッとイングリットの顔が赤くなっていく。照れ屋ゆえ、こういう正面切って褒められると弱いのだ。

「ほ、褒め言葉なら、あれを作った職人たちに言ってやれよ。あ、あたしはちょこっと初歩の初歩を教えてやっただけなんだから」

　ガラスの原料自体は砂に植物灰に石せつ灰かいと地球上のどこでも実に簡単かつ大量に入手できるものばかりなのだが、いくら物づくりの天才イングリットと言えど、その身体は一つしかない。それでは大量生産はおぼつかない。

　勇斗としても、彼女に頼たのみたい仕事は他にもいろいろある。彼女の才能をガラス容器作りだけに費やすのはあまりにもったいなかった。

　そこで行われたのが、イングリットが体得した宙吹き法を受うけ継つぐガラス職人の育成である。今、市バザールで売られているのは、まさにその彼女の弟で子したちの力作であった。

「ま、まあ、ちゃんと良い値で評価されてるみたいで良かったよ。あいつら、この半年、本当に頑がん張ばってたからなぁ」

　中庭を見下ろしつつ、イングリットがしみじみと言う。その目にはうっすらと涙なみだが滲にじんでいた。

　普ふ段だんは工こう房ぼうに篭こもっているのにこうして初売りを見に来ることからもわかるように、なんだかんだで面めん倒どう見みの良い少女なのである。弟子たちの独り立ちに、感慨もひとしおなのだろう。

　ちなみにたたら吹きも、彼女の下で鍛きたえあげられた信用のおける人材に受け継がれ、《狼》の領地の各所で鉄の精せい錬れんも行われ始めている。こちらは他氏族への流出を避さけるため、とにかく警備には厳重に厳重を重ね、生産されている。

　とにもかくにも、今日の《狼》の隆りゆう盛せいは、このイングリットなしではやはり語れそうになかった。

「お、お、お茶のお代わりをお持ちいたしました！」

　背後から、なんともたどたどしく可愛らしい声が響ひびいた。

　振ふり返かえると年としの頃は一〇歳ぐらいだろうか、やや色素の薄うすい髪かみを肩かた口ぐちあたりで切きり揃そろえた愛らしい女の子が、お盆ぼんに食器を載のせて表情を強張らせていた。

　いつも給きゆう仕じをしている女性ではない。だが、そんなことよりも、勇斗が覚えたのは別の違い和わ感かんだった。女の子の顔におぼろげながら見覚えがあったのだ。

「あれ、君って……」

「あ、は、ははは、はいぃっ！　ご主人様に母ともども買っていただいた奴ど隷れいのエフィーリアです！」

「ああっ！　やっぱりあの時の子かぁ」

　エフィーリアの裏返り気味の言葉に、勇斗も得心がいったようにパチンと指を鳴らす。

　ちょうど《角》の宗主リネーアを捕ほ縛ばくしてイアールンヴィズに帰き還かんした頃だ。奴隷として売られていた母娘を買い取ったことがあった。

　まだ三ヶ月ほど前のことなのだが、あれからすぐに《蹄》や《雷》と戦が立て続けに起こり、随ずい分ぶんと遠く感じる勇斗である。

「ど、どど、どうぞ」

　ぷるぷると震える手で、エフィーリアは勇斗のコップに水差しを傾かたむける。なんとも危なっかしく、見ているだけで不安になる。

「おい、そう固くなら、熱っ」

　注意を呼びかけるも間に合わず、注いでいたお茶が跳はね勇斗のズボンにかかる。

「はわわ！　も、申し訳ございません！」

　さーっと顔を青ざめさせ、エフィーリアは慌あわてて勇斗へと駆かけ寄より肩かたがけのスカーフで飛沫しぶきが飛とんだ場所を拭ふき出だす。

「あああ……なんてことを。ごめんなさいごめんなさいなんでもしますからお許しを。ごめんなさいごめんなさい」

　エフィーリアは青ざめた顔で何度も何度も謝罪の言葉を繰り返す。完全に気が動転しているようだった。

　奴隷――すなわち最下層の人間にとっては宗主である勇斗は雲の上の存在だ。しかも生せい殺さつ与よ奪だつの権利を持つ直接の主人でもある。怯おびえるのも無理のないことではあった。

「こんなことぐらいじゃ怒おこったりしないから」

　涙目で可哀かわい想そうなぐらい狼ろう狽ばいするエフィーリアの頭に、勇斗はポスンと優やさしく手を乗せ、くしゃくしゃと撫なでてやる。

「え……あっ」

　勇斗を見上げるエフィーリアの瞳ひとみに、理性の光が戻もどる。勇斗の勘かん気きを被こうむったわけではないということを理解したようだった。

「ここの暮らしには慣れたか？　いじめられたりしてないか？」

　勇斗も出来る限り優しい声を意識して問いかける。ここで新たに取り乱したことを謝られ始めては、堂どう々どう巡めぐりになってしまう。

　とっとと話題を変えてしまうのが得策というものだった。宗主たるもの、機を見るに敏びんでなくてはならないのである。

「は、はい。皆みなさん、とてもよくしてくれます」

「ん、そうか」

　小さく笑えみを零こぼす勇斗。

　二年前ならいざしらず、言葉の表面だけを捉とらえて安心するような甘あまさは今の勇斗にはない。

　だが、エフィーリアの声は未いまだ緊きん張ちようの色を濃こく残してはいたものの、妙みような翳かげりはなく、つらいのに無理をして隠しているという気配はない。本心からの言葉と思えた。

「ところで、いつものひとはどうしたんだ？」

「あ、はい。今日は風邪で体調がすぐれなくて。でも皆さんとてもお忙しそうで。だからエフィが、あっ、じ、じゃなくて、わ、わたしが……」

「へ～、そりゃ感心だな」

　どうやら、普段は一いち人にん称しようを自分の名前にしているらしい。この年頃の子どもならそう珍めずらしいことでもない。

　エフィーリアのミスに気づかないふりをして、勇斗は優しく笑って、もう一度少女の頭を撫でてあげる。

「え、えへへ」

　恥はずかしそうに、それでいて嬉しそうに、エフィーリアがはにかむ。

　どこか仔犬っぽい。

　無む性しように可愛さが募つのり、くしゃくしゃと撫なで回まわす。

「はわわっ！　ご、ご主人様!?」

「ははっ、頑張ったご褒ほう美びだ」

「あうあうっ」

　照れて真っ赤になってうつむくエフィーリアが、また可愛くて仕方ない。

　勇斗には盃の妹や娘は少なからずいるが、皆、年は近いし、それぞれの道に秀ひいでた実に頼もしい猛者揃ぞろいだ。《爪》から来た双ふた子ごも年こそ少し離はなれてはいるが、極めつけの曲くせ者ものである。

　反面、エフィーリアはこの頼たよりない感じがなんとも新しん鮮せんで、勇斗の庇ひ護ご欲よくをくすぐる。年の離れた妹がいたらこんな感じなのかもしれない。

「エフィーリアってのはちと長いな。エフィって呼んでいいか？」

「も、もちろんです。エフィはご主人様のものなのですから、ご自由にお呼びください」

「うん、そうか」

　依い然ぜんエフィーリアの頭を撫でつつ勇斗が鷹おう揚ように頷うなずきかけ――

　ふと強きよう烈れつな視線を感じた。思わずビクッと身体を震わせ勇斗が顔をあげると、三人のエインヘリアルがなんとも複雑そうな顔でこちらを睨にらんでいるではないか。

　勇斗はこの《狼》の氏族の最高権力者であり、そしてフェリシアは副官、ジークルーネは親衛隊長、そしてイングリットは親友にして相棒だ。

　にもかかわらず、勇斗の背筋を疾ったのは、まごうことなき恐きよう怖ふであった。

「ど、どうかしたか、おまえら？」

　思わず怯ひるみつつ、勇斗は問う。

　三人はその言葉にはっと我に返ったように慌てて首を振り、

「い、いえ。なんでもございませんわ。や、やっぱりお兄様って年下がお好きなのかしら。想い人である美月様は一つ下だとおっしゃってましたし、クリスティーナのことも気に入っておられましたし……」

「はい、なんでもございません。わ、わたしだって父上にあんなにめいっぱい撫でられたことなどないのに。羨うらやましいが、さすがに口にするのははばかられる……っ！」

「あ、ああ、なんでもないなんでもない。あ、あんなちっちゃい娘に嫉しつ妬としたとか言えるかよ」

「そ、それならいいんだけど、さ」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、勇斗はそれ以上問おうとはしなかった。

　先程感じた恐怖のこともある。君子危あやうきには近寄らず、だ。

「ああ、そうだ。エフィ、お菓か子しやろうか？」

　気を取り直し、勇斗は机の皿に残っていた焼き菓子を一つ手に取り、エフィーリアに差し出す。

　再び空気が軋きしんだような気がした。何か壮そう絶ぜつに間ま違ちがったような気がしないでもなかったが、今いま更さら引っ込めるわけにもいかない。

「い、いい、いえ！　ご主人様のお菓子を食するなど畏おそれ多おおいです」

　エフィーリアが震え上がってブンブンと勢い良く顔を左右に振る。

　意外に焼き菓子の歴史は古く、紀元前二二世紀頃の古代メソポタミアにはすでに、「メルス」という練った生地にナツメヤシや干しイチジクや干しブドウ、蜂はち蜜みつや各種の香こう辛しん料りようを混ぜ込んで粘ねん土ど釜がまで焼き上げたクッキーのようなお菓子があったらしい。

　もちろん、この時代にあってはそれなりに地位のある家の者しか食べられない嗜し好こう品ひんである。奴隷の身である彼女には口にするのも畏れ多い代しろ物ものであった。

　その反応は予想の範はん疇ちゆうだったので、あえて勇斗は少し残念そうな顔を装よそおい、

「そうか、困ったな。俺は甘いものが苦手でさ。けど、残すのは作ってくれた者に申し訳ない。なにより勿もつ体たいないしな。誰だれか食べてくれると助かるんだが、な？」

「え、あ、う……で、でも……」

　口では戸と惑まどいつつも、エフィーリアの視線はすでにお菓子に釘くぎ付づけだった。やはり本心では食べたくて仕方なかったのだろう。ゴクリと生なま唾つばを飲み込んでいる。

　後ひと押おしといったところか。

「ほれ」

　勇斗は少しだけ強ごう引いんにエフィーリアの手を取って、その上に焼き菓子を乗せる。

「しける前に食べな。美味おいしいぞ」

「は、はい。では、ありがたく！」

　さすがに主から手て渡わたされたものを突き返すわけにもいかず、意を決したようにエフィーリアは焼き菓子を頬ほお張ばる。

　何度か咀そ嚼しやくし、ほわーんと幸せそうに恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。女の子が甘いもの大好きなのは、現代日本もユグドラシルもやはり変わらないらしい。

「う、うう、お、美味ひいです」

　エフィーリアの双そう眸ぼうから、ポロポロと涙がこぼれ落ちる。

「おいおい、泣くほど美味しかったのか？」

「はい。でも、それだけじゃなくて……その昔食べてた時の事を思い出して……」

「昔？　……ああ、そっか」

　エフィーリアを母ともども買った時、奴隷商人が「いい暮らしをしてきた」と言っていたのをうっすらと勇斗は思い出す。

　まだ一〇かそこらだというのに、相当怖こわい経験をしてきたのだろう。先程の失敗した時の怯えようなどからも、一端が垣かい間ま見みえる。

「ごめんな、嫌いやなことを思い出させてしまったか？」

「いえ、お菓子、とても美味しいです」

　はむっともうひと齧かじりし、味わい尽くすかのように噛かみしめるエフィーリア。

　現代日本のお菓子に比べれば、はるかに甘あま味みが足りず、洗練もされておらず、勇斗にはさほど美味しいとは思えない代物だが、それでも彼女には至福のご馳ち走そうだったのだろう。

「そっか、ん～、待てよ。なあ、エフィーリア、もしかしてあれ、読めるか？」

　勇斗は中庭に立つ看板を一つ、指差してみせる。

　エフィーリアは不思議そうに小首を傾かしげた後、

「えっと、『銀一ビュグにつき羊毛三六〇ビュグ』ですか？」

「オッケ。十分だ。よーし、これ好きなだけ食っていいぞ」

　満足気に頷いた後、勇斗は焼き菓子を皿ごとエフィーリアへと下か賜しする。

「え、えええ!?　こ、こんなにいっぱい、い、いただけません」

　さすがに畏れ多かったらしく、青ざめた顔でぶんぶんと首を左右に振るエフィーリア。

「いいんだよ。おまえのおかげで色々と閃ひらめいたから、な」

　もはやのんびり食事などしてはいられなかった。

　目の前がぱっと拓ひらけた感覚に、勇斗は意い気き揚よう々ようと立ち上がるも、

「……やっぱり男の人は若い子がいいんですね。ど、どうせわたくしは年が明ければ二〇歳の年とし増まですわ……」

「この一時でここまで父上の寵ちようを得るとは。この娘、侮あなどれん……っ！」

「まったく女と見たら見境なく次から次へと……少しは自重しろってんだ」

　腹心たる三人の少女たちには何か盛大に勘かん違ちがいされているようだった。







「義務教育、ですか？」

　きょとんとした顔で、フェリシアが首を傾げる。

　いまいちピンと来ていないようだった。

　他の女じよ性せい陣じんとはテラスで別れ、すでに勇斗とフェリシアの二人きりである。執務室の愛用の椅子に腰こし掛かけつつ、勇斗は頷く。

「ああ、ほら、エフィのやつ、文字が読めただろ？」

「ええ、奴隷となる前はいい暮らしをしていたとのことですし、『粘土板の家ヴエクスト』に通っていたのでしょうね」

　青銅器時代という文明レベルのユグドラシルであったが、すでに都市部にはだいたいどこでも粘土板の家ヴエクストと呼ばれる、文字の読み書きや書記術に算術などを教える、いわゆる官僚を育てる学校は存在していた。

　もっとも、識字率一％未満というユグドラシルの現状からもわかるように、粘土板の家ヴエクストに通うことができるのは非常に裕ゆう福ふくな階層の人間だけである。

「うん、そうなんだろうな。ちゃんとした教育を受けていれば、エフィのような子どもでも文字が読めるんだ。逆に教育を受けていなければ、大の大人でもろくに文字が読めない」

「？　はあ……」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打つフェリシア。ごく当たり前の事実を並べられただけに聞こえたのだろう。勇斗の真意がまるで掴つかめていないようだった。

「だから、さ。期間は現状に合わせて柔じゆう軟なんに対応させるとして、だいたい七歳から一五歳ぐらいまでの子ども全員に教育を受けさせたら、面おも白しろくなると思わないか？」

　勇斗はニヤリと口の端を吊つり上あげる。

　スパルタ教育の語源となった古代ギリシャの都市国家の一つスパルタも、市民たちには過か酷こくな義務教育を課していたとされる。

　生まれではなく能力によって支配者層が構成されるというユグドラシルの誓盃制度は、参政権を持った市民たちが統治者を選ぶという古代ギリシャや古代ローマあたりの原初の民主主義と、市民に広く力ある者を求めるという意味でシステム的に近い。

　農民の子は農民に、軍人の子は軍人に、という生まれで階級が固定化されている社会の場合、特権階級の反発が相当根強いであろうことが予想されるが、能力主義的な誓盃制度が根付いているユグドラシルならなじませるのは比較的容易なはずだ。

　もちろん、実際に施し行こうしてみれば何かしら問題は出てくるのだろうが、それはその都度、対応していけばいいだけのことである。

　勇斗としては会心の思いつきだったのだが、しかしフェリシアの表情は益ます々ます怪け訝げんなものとなっていた。

「……その、お兄様？　全員とおっしゃいましても、現実に粘土板の家ヴエクストの高額な授業料を支し払はらえる者は限られているかと。そのような負担を強しいるのは民たちには酷こくではございませんか？」

「ん？　ああ、その辺は大だい丈じよう夫ぶだ。ただで通えるようにするからな」

「……はい？」

　思わず聞き返すフェリシア。

　まあ仕方ないか、と勇斗は内心苦笑する。二一世紀の人間には当たり前のことでも、この時代の人間には、あまりに奇き想そう天てん外がいすぎる発想なのだろう。

「教師の給料、教材、施し設せつその他もろもろ全部、費用は《狼おおかみ》の氏族が負担する」

「え、えええっ!?　あ、あの、確かにお兄様のご尽じん力りよくにより、最近の《狼》は以前とは比べ物にならないほど豊かにはなりましたわ。でもさすがにそんな余よ裕ゆうは……」

「ガラスがあるだろう。さっき市バザールでの熱ねつ狂きようぶりを見たろ。あれは紙よりはるかに莫ばく大だいな利益を生むぞ」

「なるほど、確かにそれなら……。ですが、正直、随分と気の長い話に思えます。今現在、直面している人材不足の問題に関しては、何の解決にも……」

「うん、まあ、そっちはそっちで別にちゃんと考えるさ。でも俺の国の言葉にはな、『急がば回れ』『近道は遠道』ってことわざがあってな」

　人間、問題に直面すると根本的な解決を先送りにし、その場ば凌しのぎの対応に終始する事が多い。

　だが得てして、そう言う場当たり的な対処だけを続けていると、問題は雪だるま式に悪化の一いつ途とを辿たどり、いずれ手に負えなくなって往生する羽目に陥おちいるものだ。

　まだ勇斗は宗主に就任して一年少々であるが、それを嫌というほど痛感していた。

　もちろん、優ゆう秀しゆうな人材はそれこそ喉のどから手が出るほど欲ほしいが、そうそう都合よくポッと湧わいて出るようなものでもない。

「まあ、とりあえずは文字の読み書きと簡単な算数と、あとは男なら戦闘訓練もかな」

　勇斗は中空を見上げつつ、必要な項こう目もくを指折り数えていく。

　何も知らない子どもに血ち生なま臭ぐさいことを教えようというのは少々気が咎とがめるのだが、ユグドラシルは強い者が全すべてを得、弱い者は為なす術すべなく奪うばわれる弱肉強食の世界だ。

　実際、勇斗がユグドラシルに来て以来、幾いく度どとなく《狼》は国土防衛のため軍を出動させている。

『自らの安全を自らの力によって守る意思を持たない場合、いかなる国家といえども、独立と平和を期待することはできない。なぜなら、自らを守るという力量によらずに、運によってのみ頼るということになるからである』

　とは、権力者のバイブル『君主論』を著あらわしたマキャベリの言葉である。

　やはりいざという時の戦いに備えておくのは、この戦乱に満ちた世界では必要不可欠だろう。

「遠回りに見えるかもしれないけど、さ。しっかりと種を蒔まき育てておけば、五年一〇年先にはきっと、《狼》のこの上ない力になってくれてるはずだ」

　俺が日本に帰った後の保険にもなるしな、と勇斗は心の中で付け加える。

　かつて《狼》を脅かしていた《角》と《爪》の脅威は去った。その後の《蹄》《雷》との戦いは想定外ではあったが、結果としては《狼》の勢力をさらに強大化させた。

　先代から託たくされた責任はもう十分に果たせたのではないか、と勇斗は思っている。

　ただ心配なのが、自分が去った後の《狼》の行く末だった。

　自分が去った後も、《狼》には平和で豊かであって欲しいと勇斗は切に願っている。そのためにも、しっかりとした体制を整えておきたかったのだ。







「有名な秘法セイズの使い手、でございますか？」

　言ってクリスティーナは、目をパチクリさせた。

　年の頃は一二～三歳ぐらい、ぱっと見はいかにも幼いた気いけな可愛らしい少女である。普段は姉のアルベルティーナと行動を共にしているのだが、今日は一人だった。

　姉のほうは今いま頃ごろ、自室の寝しん台だいで枕まくらを抱かかえて、心ここ地ち好よさげな寝ね息いきを立てていることだろう。

「チート、と言いましたか？　天上の秘技を修めたお父様には、ことさら必要なものとも思えませんが。フェリシア叔お母ば様さまもおられますし」

　不可解そうに、クリスティーナが首を傾げる。

　秘法セイズ――儀ぎ式しきを執とり行おこない複雑な手順をいくつも踏ふむことで、詠えい唱しようだけで行う呪歌ガルドルよりも高い効果を発揮するとされる呪じゆ術じゆつの一種である。

　雨あま乞ごいや豊作などの祈き願がん、貴人の病魔退散、他には未来の吉きつ凶きようを占うらなったりなどといったことに主に使用される。

　もっとも秘法セイズを用いたからとて必ず雨が降ふるわけでも、豊作になるわけでもないし、病が治るとも限らない。効果のほどはどこか眉まゆ唾つば物ものだ。

　実際、川を堰せき止とめることによって洪こう水ずいを人じん為い的てきに発生させる嚢のう沙しやの計、雪だるま式に確実に年々収しゆう穫かく量りようを増やしていけるノーフォーク農法、疫えき病びようを流行らはやせないための衛生管理、といった現代知識のほうがはるかに現実的な効果があるとは、勇斗も思う。

　だが――

「まあ、いいじゃねえか。とりあえず知ってるヤツあげてくれ」

　内心を隠かくしつつ、勇斗は急せかすように言う。

　クリスティーナはふむと少し考えて、

「やはり最も有名所ですと、予言の巫女みこヴォルヴァ様でしょうか。彼かの女じよの神しん託たくの力は、神聖アースガルズ帝国初代神帝ボーダン陛下がユグドラシルを統一する助けとなったと聞いております」

「ん～、とりあえずまだ生きている人で頼む」

　初代神帝が帝国を興おこしたのは二〇〇年ほども昔だとフェリシアに習っている。さすがにその時代の人間が今も生きているとは思えない。

「ふむ、ですとやはり、『ミズガルズの魔女デイース』シギュンでしょうか。《不運な旅にするものスヴアジルフアリ》のエインヘリアルでこのビフレストの地にまでその名声は届いております」

「ほうほう。例えばどんな秘法セイズが使えるんだ？」

「そうですね。自らの幸運を他人に分わけ与あたえる秘法セイズ《ハミンギャ》、他人に降りかかる不運を肩かた代がわりする秘法セイズ《フィルギャ》などが最も得意だそうです」

「へ～、ルーンが示す通り、運を操あやつるのが得意なのかな」

「他には、死ぬまで戦い続ける狂戦士ベルセルクルを作り出す秘法セイズ《フィムブルヴェト》などが有名でしょうかね」

「うお、こええなそりゃ。自他問わずなにかしら不幸を生む秘法セイズ使いってところか。他にはいないか？」

「《雷》の巫女シヴでしょうかね。豊ほう穣じようの秘法セイズ《ゲルヴェイグ》の使い手であると聞きき及およんでおります」

「ん？　それってリネーアの前の《角》の宗主の二つ名じゃなかったか？」

「ええ、《角》の先代フルングニル大おお叔お父じは、この秘法セイズにかけては右に出る者がいないほどの使い手でしたから」

「ふむふむ、まあ、そういう農業系のはいいや。他には？」

「農業こそ国の根か……そう言えば、お父様は、フェリシア叔母様の用いた秘法セイズ《グレイプニル》によってこの世界に召しよう喚かんされたんですよね？」

　はたと何かに気づいたように、クリスティーナがどこか探さぐるような目を向けてくる。

「あ、ああ。そうだけど」

　勇斗は平静を装おうとして、わずかに失敗する。いきなり図星を突かれ、思わず怯みが出てしまった。

「ふ～ん」

　それだけでこの聡さとい少女は全てを把は握あくしたようだった。しら～っとしたジト目を父親に向けてくる。

「なるほど。帰還の方法を探しておられたのですね。しかし、その手伝いを娘むすめにさせるなんて、酷ひどい父親もいたものです」

「……悪かったよ」

　早々に言い訳を諦あきらめ、勇斗は降参とばかりに肩をすくめる。

　一時は勝利を求めて呼び出されたのだから、《狼》に勝利をもたらせば帰れるものと高をくくっていたのだが、結局、《爪つめ》と《角》を従えても、強敵《蹄ひづめ》を、《雷》を打ち破っても、一向に勇斗が日本に帰れる気配はない。

　勇斗をこの世界に導いたのは、異質な力を囚え縛しばりつける秘法セイズ《グレイプニル》だ。ならば、帰還にも何らかの秘法セイズが必要な可能性は高いのではないか、と勇斗はかなり前から考えていた。

　これまでは目先の危機への対応に追われ後回しになっていたが、すでに勇斗がユグドラシルに来て、二年以上が経たっている。

　このままいたずらに時ばかりが過ぎるのは避けたかった。待たせているひともいる。そろそろ帰還の方法の捜そう索さくに本ほん腰ごしを入れたいという焦あせりも強くなっていた。

「わざわざこんな夜よ更ふけに呼び出したのも、フェリシア叔母様に聞かせたくなかったから、ですか？」

「それもご名答」

　つくづくこの少女は侮れないと、勇斗は内心舌を巻く。

　わずかなヒントから正解を導き出すのがすこぶる上う手まい。年こそ若くとも、情報の取り扱いにかけてはやはりずば抜ぬけているというしかなかった。

「言えばちゃんと教えてくれたり、しっかり調べてくれるとは思うんだけど、な」

　言って、勇斗はひきつったような苦い笑みをこぼす。彼女は外面では笑え顔がおを取とり繕つくろいつつ、心の中で泣く気がするのだ。その程度には慕したわれている自覚がある。

　確かにフェリシアからは自分を頼って欲しいと言われている。勇斗も彼女を一番の腹心だと思っているし、これからもいろいろ頼みにするつもりだ。

　帰還の件に関しても、どうしようもなく彼女の力が必要になったならば、心苦しいがお願いするつもりでもある。

　しかし、他の人間で済ませられることでまで傷つけたり苦しめたりしたくはなかった。

　彼女は確かに勇斗をこのユグドラシルに連れ込んだ張本人かもしれないが、それでも、最初期からずっと自分に尽くしてきてくれた恩人なのだから。

「まったく拍ひよう子し抜ぬけもいいところです。なによりワタシに対して失礼です」

「だから悪かったってば」

　結果、クリスティーナには平ひら謝あやまりするしかない勇斗である。

　このひとならばと見込んで親と頼んだ男が、盃さかずきを交かわしてまだ三日も経っていないというのに、宗主の座を捨てて一人故郷に帰る算段をしていたのである。

　無責任と取られても仕方がない。

「ワタシはてっきり野や獣じゆうと化したお父様といやーんうふーんな展開が待っているものとばっかり」

「そっちかよ！」

「っていうか、その年で禁欲生活って、たまってたりしないんですか？」

「耳みみ年どし増ますぎるおまえにこっちがたまげたわ！」

「たまたま知っていただけですってば。ええ、たまたま」

「ああ……お前はそういうタマだよな」

「まあ！　女の子なんですから、そんな玉なんてあるわけないじゃありませんか」

　クリスティーナがクスクスと悪戯いたずらっぽく笑う。

　どうやら勇斗の不義理を不問に帰してくれたらしい。重くなりかけた空気を冗じよう談だんめいたやりとりであっさりと吹き払ってしまうあたり、やはり頭のいい少女であった。

　娘の気き遣づかいに感謝しつつ、勇斗は独りごちる。

「まあ、とりあえず帰還に関しても、人材の発はつ掘くつと招しよう聘へいが必要そうだ、な。『人は城、人は石いし垣がき、人は堀ほり、情けは味方、仇あだは敵なり』、とはよく言ったもんだぜ」

　風林火山の旗で有名な武たけ田だ信しん玄げんの言葉である。

　国を守るのは、城でも石垣でも堀でもなく、第一には人の力だと喝かつ破ぱしており、武田二四将に代表される戦国最強と謳うたわれた家臣団を擁ようした彼かれの軍事・政治哲学をよく表している。

「さぁて、どうすっかね～」







「貨か幣へいを導入してからというもの、取引が簡単になり、揉もめ事ごとも減ったと、街の者たちにはもう大好評です。円えん滑かつになったことで取引の数も増え、市も大層賑にぎわっておりますよ」

　翌日、勇斗の執しつ務む室しつでは一人の男が訪おとずれ熱弁を振るっていた。

　年の頃ころは三〇半ば頃といったところか、長年、旅を続けたからだろう、強く日に焼けた褐かつ色しよくの肌はだと、精せい悍かんな顔つきが印象的である。

　彼の名はギンナル。イアールンヴィズの市バザールを取り仕切っている元もと締じめだ。

　元々はユグドラシルの各地を渡わたり歩あるく交易商人で、半年ほど前、その商才を買って召めし抱かかえた男である。

　多少、ネットで経済の勉強はしていても、所しよ詮せん、勇斗は商売に関してはド素人しろうともいいところだ。今のところ交易が《狼》の主な収入源であり、ギンナルのような経験豊かな現場をよく知る人間は、是ぜ非ひともブレーンとして抱えておきたい存在だった。

　とは言え、さすがにいきなり宗主である勇斗の直じか盃さかずきを与えるわけにはいかず、とりあえず今のところ若頭かしらのヨルゲンと兄弟盃を交わさせている。

　ヨルゲンは勇斗の子分であり、ギンナルはその弟分なのだから、筋としては勇斗は彼の親に当たるわけで、いわば外戚の義理の息子という扱いだった。

　もっともヨルゲンとて、今や《狼》領内に一門総勢一五〇〇という下手な弱小氏族並の組員を抱える立派な親分である。その舎弟盃なのだから、決してその貫目は安くない。客観的に見てかなりの高待遇と言えた。

「しかも貨幣は原価に信用による付加価値を付けてちゃっかり利ざやを稼かせぎ、銅貨に至っては不要となった青銅の武具を再利用とくらぁ。ボロ儲もうけもいいとこじゃないスか。いやぁ、さすがは義父おやじさん！　こんな悪どい手口、俺たち商人でもそうそう考えつきやしませんぜ」

「おいおい、人聞きの悪い事言わないでくれないか」

　褒ほめてくれているのはわかるのだが、苦く笑しようせざるを得ない勇斗である。

　そう言いつつも、宗主という立場上、かしこまられることの多い勇斗としては、どこか気き易やすいギンナルとの会話は気が楽だった。

　この辺りの馴なれ馴なれしさは、街から街へと渡り歩き見知らぬ土地で見知らぬ人々と交流をこなす交易商人ならではというのもきっとあるのだろう。

「でも、順調みたいで何よりですね」

「ああ、そうだな。これなら《狼》領全域に出回らせてもいいだろう。後は傘さん下かの氏族あたりにもなんとか流通させたいな。まあ、この辺りはさすがに他の宗主とも相談しないといけないけど」

　フェリシアの言葉に首しゆ肯こうし、勇斗は今後の構想を語る。

　イアールンヴィズでしか使えない、というのでは交易にはやはり不便である。

　事実、ガラス製品を買っていった交易商人たちなどは、《狼》の貨幣ではなく、ユグドラシル全土で使える銀や大麦を取引に使っていた。

　しかし、かなり広い地域で使えるとなれば、その利便性から交易商人たちも用いるようになるだろう。それはすなわち、《狼》勢せい力りよく圏けんでの交易の活性化へとつながり、《狼》をより豊かに栄えさせるはずだ。

「では早さつ速そく、手はずを整えましょう。先日のガラスのおかげで銀に関してはかなりの量が手に入っておりますが、銅貨のほうはそれだけの範はん囲いに出回らすとなると少々心こころ許もとないですからねぇ」

「うん、その辺は任せる。まあ、その前にとりあえずは褒美だな」

　功をあげた者には十分に報むくいる、それが勇斗の、ひいては《狼》の基本方針である。

　すっかり勇斗が統治の師し匠しようと仰あおぐマキャベリも、

『君主たる者は、才能ある人材を登用し、その功績に対しては、十分に報いることも知らねばならない』

　と述べている。

　いくら便利なものとはいえ、これまでのやり方を改め、新しいことを導入するのは常にリスクを伴ともなう。街の人々にすんなり受け入れさせたのは、やはりこの男の経験がものを言った部分も多かったはずだ。

「へへっ、ありがとうございます。できればそこのガラスの置物みたいなやつを頂ければ嬉うれしいんですがねぇ」

　ギンナルが揉もみ手でをしつつ、チラリと勇斗の机に飾かざられた狼を象かたどったガラス細工に目を向ける。

　元が交易商人だけあって、やはり目め端はしが利きくらしい。これほど複雑な細工が出来るのは、いくらガラス職人が育っているとはいっても、まだイングリットただ一人である。

「これは友人からの勝利のお祝いにってもらったものだからな。さすがにくれてやるわけにはいかないんだ」

「い、いえいえ、これが欲しいというわけでなくて、似たものでいいので」

「ふむ、じゃあ今度イングリットに頼たのんで……」

　そこまで言いかけて、はっと勇斗は目を瞠みはらせる。ついでにや～っと口元が笑みの形を作っていく。

「よぉし、ギンナル。ガラス細工よりもっともっといいものをやろうじゃないか」

「おおおっ！　こ、これよりもっともっといいものをですか!?」

「ああ、これで《狼》の人材難を一気に解消できる。嫌と言っても受け取ってもらうからな」

「は、はあ？」

　なんとも意味深な勇斗の言葉に、ギンナルは怪け訝げんな顔になる。

　助けを求めるように勇斗の副官であるフェリシアに目を向けるも、彼女も小さく首を左右に振ふるだけだ。

　そして、この後、ギンナルは勇斗が語った褒美に、

「は、はいいいいいいいいいい!?」

　驚おどろきの声を執務室の外にまで響ひびかせたのだった。







　勇斗が着々と帰き還かんのための準備を推おし進すすめているのとほぼ時を同じくして、そのはるか西方、かつての《蹄》の族都ノーアトゥーンは、新たなる支配者を迎むかえ入いれていた。

「ふん、なかなかいい座すわり心ごこ地ちじゃないか」

　どっかりと玉座に腰掛け、《豹ひよう》の宗主フヴェズルングは鼻を鳴らした。

　その外見を一言で言い表すならば、まさに異形と言うしかなかった。黒光りするなんとも禍々しい仮面で、顔の上半分を覆おおっていたからだ。

　一年前、ミズガルズの一氏族に過ぎなかった《豹》の下にふらりと現れ、以後メキメキとその頭角を現し、余よ所そ者ものながら宗主の座に昇のぼり詰つめた英えい傑けつである。

《豹》が瞬またたく間まに周辺氏族を併へい呑どんし、ついにはユグドラシルでも一〇指に数えられる大氏族《蹄》を赤子の手をひねるがごとく容た易やすく平らげられたのは、この男のもたらしてくれた鉄とあぶみのおかげであるということは、《豹》の誰しもが認めるところであった。

「くくっ、しかし、アールヴヘイムの覇は者しやの宮きゆう殿でんも、こうなってはかたなしだな」

　フヴェズルングの口元が、禍まが々まがしく暗い愉ゆ悦えつに吊つり上あがる。

　彼の言うように、今や《蹄》の族都ノーアトゥーンの宮殿は、華か美びに彩いろどっていた装そう飾しよく品ひんの数々は残らず破は壊かいされるか略りやく奪だつされ、いたるところにおびただしい血けつ痕こんがこびりつき、さすがに死体こそ片付けられてはいたが、気の弱い者ならば目め眩まいを覚えかねないほど、凄せい惨さんたる有り様であった。

「父上、この勢いでエルムト川以南も攻め取ってやりましょう！」

「うむ、先の戦ですでに奴やつらの戦力はガタガタ。ろくに抵てい抗こうすらできますまい！」

　フヴェズルングの前にかしずいた二人の将軍が、揃そろって気勢を上げる。

　端たん正せいな顔立ちをした物もの腰ごし柔やわらかな細身の男はナルヴィ、対照的に筋骨隆々に髭ひげ面づらと野や卑ひな風ふう貌ぼうの男はヴァーリ、二人とも《豹》が誇ほこる歴戦のエインヘリアルたちである。

「捨て置け」

　実に興味なさげに、フヴェズルングが冷たく端たん的てきに言い捨てる。

　将軍たちは憮ぶ然ぜんとなる。弱った獲え物ものをみすみす見み逃のがすなど、狩しゆ猟りようを生業の一つとする遊牧民の名折れである。宗主の言葉は絶対なれど、納なつ得とくがいかないようだった。

「これは異なことを。賢けん明めいなる父上のお言葉とも思えませぬ。すぐそこに奪える富があるのですぞ」

「ナルヴィの言うとおりだ。うかうかして態勢を整えられたら面めん倒どうだ。やるなら今だろ親父！」

　二人は気き炎えんを吐はいて詰め寄るが、しかしフヴェズルングは肘ひじ置おきに頬ほお杖づえを突いたまま、特に心を動かされた様子はなさそうだった。

「《蹄》を滅ほろぼせば、《雷》がある。あそこの虎とらと事を構えるのは少々骨が折れそうだからな。《蹄》は緩衝地帯としてしばらく残しておく」

　ヴァナヘイムの虎心王ドールグスラシルの噂うわさは、遠くミズガルズにも響いていた。エインヘリアルが束になってかかっても敵かなわぬ天下無双の豪ごう傑けつである、と。勝てぬ相手とは思わないが、こちらにも甚じん大だいな被ひ害がいが出る可能性は大いにある。

　フヴェズルングの討うち倒たおすべき仇は別にいる。すでにその足がかりとなる拠点ノーアトウーンも手に入れた。これ以上、どうでもいい相手と戦って、いたずらに時間を費やすのはただただわずらわしかった。

　幸い《蹄》の先代宗主ユングヴィと、《雷》の宗主ステインソールは五分の兄弟分だ。当代との間では盃を交わしていないようだが、一応は親しん戚せき筋すじだ。そう闇やみ雲くもに攻め込むわけにもいかないだろう。

　また伝え聞く虎心王ドールグスラシルの気き性しようから考えても、落ちぶれて弱くなった《蹄》などまさしく歯し牙がにかける気にもなれないだろう。実にちょうどいい盾たてだった。

「ふむ、なるほど。そういうお考えですか」

　ナルヴィは首肯し、フヴェズルングの言葉に理解を示したが、ヴァーリのほうは強きよう硬こうな姿勢を崩くずさなかった。

「安あん穏のんとした街暮らしに飼い慣らされた虎ごときに、なにをブルッてんだよ親父！　なんなら《蹄》も《雷》も、二つまとめて今すぐにでも俺おれが仕留めてきてやらぁ」

　勢い良く立ち上がり、烈れつ火かのごとく吼ほえるヴァーリ。

　若じやく輩はいゆえまだ序列こそ一〇位と幹部の末席に過ぎない彼ではあるが、こと武勇に関しては厳しい自然の中を生き抜いてきた精強なる《豹》の氏族にあっても三本の指に入ると評判の偉い丈じよう夫ふである。

　虎心王ドールグスラシルなどどれほどのものか、と若さゆえの負けん気もあったのだろう。

　だが――

「……ほう。私の意に反して勝手に軍を動かす、と。そう言ったか、ヴァーリ？」

　ゾクッ！

　フヴェズルングが小さくつぶやいた瞬しゆん間かん、ヴァーリは首筋に刃やいばを押し当てられたかのような恐きよう怖ふに襲おそわれた。

　語気こそ静かではあったが、フヴェズルングの仮面の奥おくの双眸は、憎ぞう悪おと怒いかりに燃え盛っていた。強きよう烈れつにして明確な殺意に、つーっとヴァーリの背筋を冷たい汗あせが流れ落ちていく。

「い、いいい、いえ。め、滅めつ相そうもない。お、俺はあくまで親父のため、《豹》のためを思って……」

「そうか、もういい。貴様はいらん」

　フヴェズルングはゆっくりと身体を起こし、固まるヴァーリを傲ごう然ぜんと見下ろす。その瞳ひとみには、わずかの躊躇ためらいさえなかった。ただただ酷こく薄はくな……物を見る目であった。

「お、親父、ゆ、許してくれ。ちょ、調子に乗りすぎたよ。俺が悪かった」

　先さき程ほどまでの威い勢せいが嘘うそのように、ヴァーリは小さく縮こまり、ガタガタと震ふるえだす。

　彼も戦場にあってその武勇を讃たたえられた一いつ廉かどの戦士である。死を恐おそれるような臆おく病びよう者ものでは決してない。

　そんな彼が、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく理屈を越えた本能的な恐怖に呑まれ、今のフヴェズルングの前では居い竦すくんでしまう。

「まあまあ、許してあげなよルング」

　玉座の傍かたわらに侍はべっていた女がフヴェズルングにしなだれかかり、今まさに腰こしの刀に手をかけていた彼の手をそっと押さえる。

　空に輝かがやく月のような白銀色の長い髪かみを、後頭部で馬の尻尾しつぽのように結んだ妙みよう齢れいの美女である。その豊満な胸部を惜おしげも無くフヴェズルングに押し付け、なんともあだっぽく微ほほ笑えんで言う。

「ヴァーリのやつは馬ば鹿かだけど、一応、うちでも有数の武勇の持ち主だ。これからがあんたにとって本当の戦いなんだろ。今失うには惜しいんじゃないかい？」

「これからだからこそ、勝手に動く馬鹿はいらんと言っているのだ。昔、そういう男に私の計画を台無しにされたことがあってな」

　何かを思い出したのか、フヴェズルングの身体から噴き出す凶気がさらにその圧を増す。

　禍々しいまでに渦うず巻まく憎悪が、その場にいる者たち全ての心を侵しん食しよくし、ドス黒く恐怖に染め上げていく。

　女もまた例外ではなかった。先程までの余裕が剥はがれ落おち、顔からは血の気が引いている。《狼》の宗主周防勇斗はその覇は気きで、《雷》の宗主ステインソールはその闘気で、そしてこの《豹》の宗主フヴェズルングは、その凶気によって人を制するのだ。

　しかし、これだけの凶気にあてられてもなお、女は楽しげに笑ってみせた。

「ふっ……ふふふ、相変わらず怖い男だねぇ。それでこそこのシギュン様が夫にと見込み、《豹》の跡あと目めを譲ゆずった男だよ」

　女――シギュンはうっとりとフヴェズルングの鉄の仮面に覆われた顔を見上げる。

　この男の過去に何があったのかは、シギュンも詳くわしくは知らない。だが、この憎悪の元となった事件が、彼から甘さと呼べるものを徹てつ底てい的てきに排はい除じよしたのは疑いない。

　それがシギュンには、この上なく頼もしく魅み力りよく的てきだった。

　シギュンは『ミズガルズの魔女』の二つ名が遠くビフレストの地まで響く稀き代たいの秘法セイズ使いにして、二ヶ月前まで女ながらにこの《豹》の宗主を務めていた一代の女じよ傑けつである。

　だからこそ、彼女は身をもって知っているのだ。

　仁義を心得た寛かん大だいなる名君などというものは、所詮は大衆の理想にすぎないということを。

　人の上に立つ人間には、自らより上の存在を許さぬ傲ごう慢まんさと、血を分けた我わが子こすらいざとなれば切り捨てる非情さと、そして親兄弟であろうと信用しない矮わい小しようとも言える猜さい疑ぎ心しんが必要だということを。
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　当然、彼女が知るはずもないことだが、後世、世界帝国を築き上げるアレクサンダー大王も、

「軍人らしいという理由でペルディッカスを、軍の統とう率そつにおいて優すぐれているという理由でリュシマコスを、勇ゆう敢かんだという理由でセレウコスを憎にくんでいた。アンティゴノスの気前のよさ、アッタロスの品行、プトレマイオスの幸運さは彼の癪しやくに障さわるものであった」

　というように、自分より優秀な部下に対する複雑な感情を持っていたと『ギリシア奇談集』には記されている。

　その人望によって漢を興した劉りゆう邦ほうも、中国全土を統一した後、功を上げ名声が高かった部下を次々と粛しゆく清せいしている。漢の三名臣の一人韓かん信しんは、囚とらわれた際、「狡こう兎と死して良狗煮にられる」と嘆なげいたと言う。

　鎌倉幕府を開いた源みなもとの頼より朝ともも、平家打倒に多大なる戦果をあげた義経と範のり頼よりという血を分けた実の兄弟を、自らに取って代わり得る存在として恐れ粛清している。

　実感からくるシギュンの女の勘かんは、一面の真実をとらえていたのだ。

　とは言え、酷薄すぎても人は付いてこないのもまた事実である。そこを支えるのが妻である自分の役目であろうとシギュンは自らに任じていた。

「あんな馬鹿でも一応、あたいが長年手塩にかけて可愛かわいがってきた子なんだよ。今回だけはあたいの顔に免めんじて許してあげてくれないかい？　後であたいからきっちりクンロク入れとくからさ。頼むよ」

「……ふんっ。まあ、いいだろう。だが次はないぞ、ヴァーリ」

　まがりなりにも先代からここまで言われては、フヴェズルングとしても無む下げにするわけにもいかなかった。

　彼が《豹》に身を寄せたのは、一年半ほど前のことだ。まだまだその権力の基盤がしっかりしているとは言い難い。後見人である妻をないがしろにするのは得策ではなかった。

　少なくとも、今は。

「はっ！　き、肝きもに銘めいじ、今後は分をわきまえ忠勤に励はげみまする」

　ザッとその場に膝ひざをつき、ヴァーリは深々と頭を下げる。

　この男には敵わない、そう骨の髄ずいまで思い知らされ、反骨心すら湧かない。その顔にはダラダラと脂あぶら汗あせが流れ落ち、完全に憔しよう悴すいしきっていた。

　もっとも、フヴェズルングの眼中には、すでにそんな彼の姿など映ってはいなかった。

「ようやく……ようやくだ」

　彼の視線はただただ、東を見み据すえていた。

　彼の生まれ育った故郷にして《狼》のある方角を。

　彼から全てを奪った憎むべき仇きゆう敵てきがいる大地を。

　かつて運命の悪戯により道を違ちがえた兄弟は、一年の時を経へて、今再び邂かい逅こうの時を迎えようとしていた。







ACT2







　その夜、イアールンヴィズの宮殿の一室には、そうそうたる面々が揃っていた。

　序列一位、若頭かしらヨルゲン。

　舎弟頭にして勇斗の副官フェリシア。

　先月、序列七位に繰り上がった、特務工房長イングリット。

　同じく先月、序列一五位から序列八位へと一気に大出世を果たした、親衛隊長ジークルーネ。

　序列こそまだ末席ながら、隣りん国ごく《爪》の姫ひめ君ぎみであるアルベルティーナ・クリスティーナ姉妹。

　前述の双ふた子ごの誓盃式に出席後、勇斗の施し政せいを学びたいとイアールンヴィズ滞在中だった隣国《角》の宗主パトリアークリネーア。

「な、な、な、なんでエフィがこんなところに……っ!?」

　そして、奴隷の少女エフィーリアは、あまりの場ば違ちがいさに涙目でおどおどと震えていた。

　当然といえば当然だった。

　彼かの女じよにとってはまさに雲の上の存在ともいうべき方々である。

「おぬしは先日、親おや父じ殿どのにたいそう気に入られていたそうではないか。ならばここにいる資格は十分にある」

　ヨルゲンがニッコリとエフィーリアに笑いかける。

　とは言え、眉まゆと頬ほおに傷のあるなんとも厳しい男である。まだ一〇歳のエフィーリアには恐怖以外の何物でもなかった。

「兄上に気に入られた？」

　そこにリネーアがピクリと反応し、観察するような目を向けてくる。

「あ、あわ。あわわわわ……」

　哀あわれ、痙けい攣れんとさえ言っていいレベルでガタガタ震え出すエフィーリア。

　もはや精神の限界、このまま卒倒するのではないかとすら思えたが、

「やれやれ」

　イングリットは面めん倒どう臭くさそうに頭を掻かくと、もう片方の手でエフィーリアの首根っこを引ひっ掴つかんで持ち上げ、

「はわっ!?」

「とりあえず落ち着け」

　自分の膝ひざ上うえに座らせ、ギュッと抱だき締しめる。口こそ悪いが、なんだかんだで面めん倒どう見みの良い少女なのである。

「そうよ、大丈夫ですから、ね？」

　フェリシアもエフィーリアの頭を撫でつつ、囁ささやくように優やさしげな声で歌を口ずさむ。

「あう……はい」

　不思議とそれだけでエフィーリアは心から怖こわさが消きえ失うせ、震えが止まる。

　人ひと肌はだと心音というものは、人を落ち着かせる効果がある。母親に抱かれているかのような、そんな錯さつ覚かくもあったのかもしれない。呪歌ガルドルの効果もあったのだろう。

　とは言えやはり畏おそれ多おおいのか、今度は借りてきた猫ねこのようにカチコチになってしまっている。

　その様子がなんともイングリットの琴きん線せんに触ふれたらしく、

「うわ～、子どもってやっぱりちっこくて可愛いなぁ。いつかあたしもあいつの……」

　もごもごと口の中でつぶやき、なんとも恍こう惚こつとした表情でエフィーリアを抱き締める力を強める。

「あう～」

　少しだけ痛かったが、一方でイングリットの自分に対する好意も感じ取れ、逆らうわけにもいかず、エフィーリアはとりあえずおとなしくしておくことにした。

　場が静かになったことを確かく認にんすると、やおらヨルゲンは立ち上がり、まずは左ひだり隣どなり――上座に座るリネーアに頭を垂れる。

「リネーアの叔母おば御ご、まずは私ごときが貴女あなたをこのような場にお呼び立てした無礼をお許し下さい」

「いや、構わない。《狼》と《角》はもう親しん戚せき同どう士し。こうして甥おいや姪めいと交流を深める機会を持てたことを嬉しく思う」

「そう言っていただけると助かります」

　改めてリネーアに一礼した後、ヨルゲンは下座に座る女性陣を見据えて仰ぎよう々ぎようしく宣言する。

「こんな夜分に集まってもらったのは他でもない。親父殿に関してのことだ」

「「「「「っ！」」」」」

　出席者の表情が一様に真しん剣けんさを増す。

　ユグドラシルにおいて、盃の関係は特別である。生まれる親は選べないが、盃の親は選べるからだ。自らこれと定め、親分・兄貴分と仰いだからには、心から孝行せねばならないとされている。

　もちろんこれは建前も多分に含ふくんでいる。世の全すべての盃さかずき事ごとがこのような理想的な関係でつながっているわけではもちろんなく、色々な利害が絡からんでくるのが常なのだが、少なくともこの場に集まった人間たちは皆、多た寡かはあれ勇斗に敬愛の情を抱いていた。

　改まってこんな場まで設けて、そんな人間の話となれば、只ただ事ごとではないと気を引き締めさせるには十分だった。

「親父殿は様々な天上の知識を持ち、政治にも軍事にも才さい気き煥かん発ぱつ、しかし僅わずかも驕おごらぬ百錬自得の努力家でもあらせられる。また普ふ段だんは温おん厚こうで寛大なお人ひと柄がらながら、いざという時には誰だれよりも果断な意志の強さを示され我らを導いてくださる。まさに天てん衣い無む縫ほう、生まれながらの王と言わざるを得ぬ。今日の我ら《狼》の隆りゆう盛せいは、ひとえに全て親父殿のおかげであることは、皆みな異論はないと思う」

　ヨルゲンの言葉に、一同こくりと重々しく頷うなずく。

　異論などあろうはずもなかった。あの少年が降り立ってくれなければ、今いま頃ごろ《狼》という氏族はユグドラシルから消しよう滅めつしていたに違いないというのが、この場にいる全員の共通認識だった（エフィーリアとアルベルティーナは除く）。

「地位を振りかざして遊興に耽ふける気配もなく、その責任を自覚し日々精力的に政務にも励まれておられる。先日もその成果が一つ実を結んだと聞く。親父殿の下、我ら《狼》が今後ますます発展することに一片の疑念さえない。ただ少々……働き過ぎではないか、と私個人としては憂ゆう慮りよしておるのだ」

　眉み間けんにシワを寄せ、なんとも難しい顔になって、ヨルゲンは続ける。

「親父殿が宗主に就任してそろそろ一年半になる。氏族のため、民のため、まさに身を粉にして頑張っておられる親父殿には、まっこと頭の下がる思いではあるのじゃが、お身体を壊こわされては元も子もない。所詮我ら《狼》は、親父殿あっての物種じゃ」

　謙けん遜そんでもなんでもなく、彼の率そつ直ちよくな心境の吐と露ろでもあった。

　一応、彼は若頭かしらの役職にあり、勇斗が不在の折は代役を務めることも多い。勇斗にもしものことがあれば、その後継者候補筆頭でもある。

　ヨルゲンとてこの地位まで己の力だけで昇り詰めた一廉の男である。いずれは氏族を束ねる宗主に、という野心もないわけではない。

　とは言え齢よわい四〇も越こえれば、自分の身みの程ほどというものがわかるものである。真の意味で勇斗の代わりを務められると思い上がることは彼にはできなかった。

「そこで私としては、たまにはゆっくりと親父殿に羽を伸のばしてきていただきたいと考えておる。確かに今現在、人材不足で忙いそがしいと言えば忙しいのじゃが、一方で今すぐ親父殿の指示を仰がねばならぬというほど緊きん急きゆうの案件があるというわけではない。四～五日ぐらいは私がなんとかしよう」

　ドンと力強く、ヨルゲンが自らの胸を叩たたいてみせる。

　戦いくさの折には勇斗の留守を預かり、数週間数ヶ月間、政務を預かっているのはまさに若頭かしらの彼かれである。

　それぐらいは保たせてみせるという自負があった。

「父上にご休養を取ってもらおうというのには大いに賛成なのですが、わたしは何をすればいいのでしょう？」

　銀ぎん髪ぱつの少女が、挙手しつつ問う。

　ジークルーネに政治はわからぬ。

　父が喜ぶならどんなことでもしたいと思うが、武芸一筋に生きてきた自分には、誠まことに遺い憾かんながらとても手助けできることはないように思えるのだ。

「うん、あたしもあいつ……じゃなくて、ち、父上には少し休んで欲しいって思うけど、いざ肩かた代がわりしようにも、右も左もわからないっつーか」

　職人一筋のイングリットも、なんとも困惑気味に唸うなっている。

　そんな二人の心配を、ヨルゲンは豪ごう快かいに笑い飛ばした。

「はっはっはっ、その辺りは、先程言ったように私のほうでなんとかするわい。おぬしらには別のことを頼みたいのじゃ」

「別のこと、ですか？」

　オウム返しするフェリシアにヨルゲンは頷き、

「親父殿は責任感が強く、真面目な方だからな。イアールンヴィズにおられてはなんだかんだとせねばならぬことを思い出し、気も休まるまい。そこでスルツェイ山の麓ふもとあたりで保養していただこうと思っておる。ちょうど紅葉も見み頃ごろのはずだ。他にも色々と見目麗しい華はながあったほうが御館様も楽しめよう？」

　なんとも意味深な目配せをしてみせる。

　顔に傷を二つ持った厳しい強こわ面もてのヨルゲンであるが、決して朴ぼく念ねん仁じんではない。地味に三人の妻に八人の子持ちであり、むしろこの場の誰よりも男女の機き微びに精通した男だったのである。

　改めて女じよ性せい陣じんを見回し、ヨルゲンは満を持してとどめの言葉を告げる。

「まあ、お前たちにとってもそう悪い話ではないはずだ。普段、政務でお忙しい親父殿も別天地に赴おもむけば宗主の重責を忘れ、開放的な気分にもなられよう。親密になるには絶好の機会だとは思わんか？」

　瞬間、幾いく人にんかの少女たちの目の色が、明らかに変わった。

　まさに今、彼女たちは『狼』と化したのである。







　同時刻。

『ひゃわっ!!』

「ん、どうした美み月つき!?」

　突とつ如じよとして電話口から悲鳴が響き、勇斗は慌あわてて問とい質ただした。

　通信の強度は月の満ち欠けの影えい響きようを多分に受ける。今こ宵よいは三日月、勇斗は聖塔フリズスキヤールヴの天頂にある神殿ホルグルにまで足を運んでいた。

　視界の片かた隅すみには見覚えのある親衛隊員がたたずんでいる。なんでもフェリシアとジークルーネはヨルゲンに呼び出されているらしく、代わりの護衛らしい。

　すでに秋も半ばを迎え、山間の土地であるイアールンヴィズの夜はけっこう冷え込む。自分の我儘わがままに付き合わせてなんとも申し訳ない勇斗である。

『あ、ご、ごめん。なんでもない。何か今、背筋を妙みような悪お寒かんが走ったの。なんだったのかなぁ？』

　う～んと考えこむ美月。電話の向こうで、美月が首を傾かしげている姿が勇斗には容易に想像できた。

　勇斗は小さく笑みをこぼしつつ、

「風か邪ぜでも引いたんじゃねえか？　気をつけろよ。そっちも随ずい分ぶん寒くなってるんだろ？」

『ん～、そんな感じでもなかったんだけどなぁ。……とりあえず勇くんも気をつけてね』

「ん、ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと暖かい格好をしてるよ」

『ん～、そういう意味じゃなくて……とにかく気をつけてね』

「ああ、わかった。気をつける」

　何を気をつければいいのかはいまいちよくわからなかったが、頷いておく。

　相変わらず心しん配ぱい症しようだな、と勇斗は内心で苦く笑しようするも、現実に心配をかけまくっているだけに仕方がないといえば仕方がない。

　とは言え、今回はさすがに美月の杞き憂ゆうのように思えた。

「まあ、安心しろ。何があるのかわからねえ世界だけど、今んところこっちは平和だよ」

『……今、なんでかすっごく不安が増したんだけど』

　む～っと悩なやましい声が電話口から漏れ聞こえてくる。

　そう、この時のイアールンヴィズはバタバタと忙しくはあれど、勇斗の言うように実に平和なものであった。
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　だが、平和だからこそ起こることもあるのである。

　げに恐ろしきは女の勘であった。







　それから何事もなく数日が過ぎ。

　あれやこれやで、何も知らぬ獲物の羊――周す防おう勇斗は馬上の人となっていた。もっとも勇斗はまだ一人で馬に乗れないので、フェリシアの後ろにまたがっている。

　今向かっているスルツェイ山はあまり拓けた土地ではないため、道もあまりきちんと整備されておらず、いつも移動に使っている馬車だと二日かかってしまうのだが、馬に直接乗っていくなら、なんとか今日の日没前には辿り着けるのだと言う。

　往復で都合二日も短縮できるのは、この忙しい時期にあっては非常に大きかった。

「でもやっぱり、忙いそがしくてもちゃんと馬術の練習しておくべきだったなぁ」

　珍めずらしく秋晴れした青空を見上げつつ、勇斗は独りごちる。

　宗主たるもの、真実はどうあれ、強きよう壮そうであるところを民衆に見せつけねばならない。上が弱く見られては、回るものも回らなくなる。

　マキャベリの君主論にも、

『君主にとって、厳重の上にも厳重に警けい戒かいしなければならないことは、軽けい蔑べつされたり見くびられたりすることである』

　という下りがある。

　随ずい行こうしている女性陣が皆みな一人で馬を御ぎよしているというのに、勇斗だけ乗れないというのはなんとも情けない。まさに軽蔑されたり見下されたりする醜しゆう態たいそのものではないかと反省しきりな勇斗である。

　もっとも実際のところ、数あま多たの美び姫きたちを引き連れ、しかも内一人を自らの馬に乗せて行進していく勇斗のあまりの強壮っぷりに、当の民衆たちは恐おそれ慄おののいていたりするのだが、彼には知る由もない。

「もう、お兄様！　今日はそういうのは抜ぬきに致いたしましょう」

「フェリシアの言うとおりです、父上。この旅の間ぐらいは堅かた苦くるしいことは忘れ、気を楽にしてくださいませ」

　前に座すわるフェリシアと、隣を並走するジークルーネに早さつ速そく注意される。

　そう今回の旅の趣しゆ旨しは、普段働き過ぎな勇斗の慰い安あんであった。

　初めこの話を持ってこられた時は、「皆忙しい中、自分だけ休むわけにはいかない」と勇斗は断ったのだが、若頭かしら、若頭補佐ほさ、長老頭といった重じゆう鎮ちんに加え、直属の腹心たるエインヘリアルたちからまで「たまには休んでくれ」と一いつ斉せいに嘆たん願がんされては、さすがに戦場では不敗の英雄王も両手をあげて降参せざるをえなかったのである。

「まったく親孝行の子分たちを持って、俺は幸せ者だな」

　やれやれと皮肉げに勇斗は呟つぶやいたものだが、本心でもあった。

　言われてみれば確かに宗主になってからというもの、危機的状況だったこともあり、休日らしい休日もろくにとらず、働き詰めの日々を続けている。

　ピンと張った糸は切れやすい。やはりたまには緩ゆるめることも必要だろう。

　子分たちに余計な心配をかけていたことを申し訳なく思うと同時に、自分をここまで気き遣づかってくれる子分たちの思いに、胸にジーンと温かいものがこみ上げてくる勇斗である。

「まあ、今回は好意に甘えて楽しませてもらうとするか」

　頬を叩く風に心ここ地ち好よさを感じつつ、勇斗は流れる景色を堪たん能のうする。

　やはり直に騎き乗じようするのは、馬車の旅路とは趣おもむきが違っていた。

　まずなんといっても、またがった馬の背からは生命の躍動感がこれでもかと伝わってくることだ。歩くだけでなく、首を動かしたり、尻尾を揺らしたり、そういう些さ細さいな所作の振しん動どうでさえ背に乗っているとしっかりと感じ取れるのである。これはやはり馬車では絶対に味わえない醍だい醐ご味みだ。

　目線の高さも圧あつ倒とう的てきに違う。普段とは景色がまるで違って見えてなんとも新しん鮮せんだった。

「こうしてみると、日本の大自然ってのは、人工的だったんだなぁ」

　しみじみとそんなことを思う。

　自然公園と銘めい打うたれていても、実態としては春は桜、秋は楓かえでと風ふう雅がを楽しめるよう景観を重視した植林がされていたりするものである。

　勇斗の住んでいた村も、周りを山々が囲んでいたが、その木々は高度成長期に住宅用にと植えられた杉すぎばかりだ。

　翻ひるがえってユグドラシルの自然は、まったくの手付かずである。ごろごろと岩がそこかしこに転がっているし、群生している植物も多種多様に入り乱れており、美しさという点では日本の自然の足元にも及およばない。

　だが実に自然である。

　それからしばらくの間、勇斗はただただその圧倒的なまでに雄ゆう大だいな景色に魅み入いっていた。







　スルツェイ山はイアールンヴィズの南東にそびえ立つ活火山である。馬を使った勇斗一行は日の暮れる前になんとか山さん麓ろくの離り宮きゆうに辿たどり着ついていた。

　離宮と言っても宮きゆう殿でんというには程ほど遠とおく、丸太を組んだだけの単なる大きめの山小屋が一つ、その脇わきにそれより少し小さめのものが二つという実に簡素なものだ。中も寝しん台だいと机の他には、絨じゆう毯たん代がわりに灰色狼の毛皮が敷しかれているのみである。

　三代目――まだ《狼》がビフレスト一帯に勢力を保っていた頃ころの宗主が湯治目的に建てたものだとヨルゲンからは聞いている。先代も年に数回の頻ひん度どで訪おとずれていたらしい。

　近くには鹿しかや猪いのししなどを狩かってその肉や皮を売って生活している猟りよう師したちの集落があり、そこの女たちが宗主が来るということで頑張ったらしく、中は隅すみ々ずみまで掃そう除じが行き届いていた。これなら数日間、実に快適に過ごせそうである。

「ふぃー、つっかれたぁ」

　入るなり、勇斗は一目散に寝台へと向かい、うつ伏ぶせになる。

　馬に運ばれているという点では一いつ緒しよでも、乗馬はれっきとしたスポーツである。乗馬を模したダイエット用の電動運動器具が現代日本で発売されていたりするように、バランスを取るためにただ乗っているだけでもけっこう全身の筋肉を使うのだ。

　うつ伏せなのは、長旅でさすがに少々尻しりが痛かったからである。とは言え、ところどころで休きゆう憩けいをはさんだことと前もって馬油を塗ぬっておいたことが幸いして、なんとか股またずれはしていないようだった。

　重ちよう畳じようである。湯治に来たのに、股ずれで風ふ呂ろには入れませんでは笑い話にもならない。

「お兄様、早速温泉で旅の疲つかれを癒いやされてはいかがでしょう？」

　本人も疲れているだろうに手早く持ってきた荷物を解き、フェリシアが両手で亜あ麻まで織られたタオルを抱かかえ進言してくる。

　このまま泥どろのように眠りたくもあったが、じっとりと汗あせばんだ下着が不快でもあった。

「ん、そうだな」

　気け怠だるい身体に鞭むち打うって、勇斗はむっくりと起き上がる。

　人数的には女性陣のほうが多いので先に使うのは少々気が咎とがめたが、逆の立場に立てば子分の身で親分を差し置いて湯に浸つかるのは気がひけるだろうし、入ったところでくつろげまい。

　とっととひとっ風ぷ呂ろ浴びて、子分たちが気き兼がねなく使えるようにするのが、正しい目上の者の下への気配りというものであろう。

「じゃあ悪いけど先に頂くとするわ。他の連中にも伝えておいてくれ」

　女性陣と鉢はち合あわせなどというハプニングは、なんとしても避さけたいところである。

　男としてそういう事態を夢想しないわけでもないのだが、美月にバレたらと思うと肝が冷えるを通り越して凍こおりつく。

　二ヶ月ほど前、《角》の宮殿では他国ゆえ警護せねばならないという理由からフェリシアやジークルーネと入浴する羽目になったが、ここはれっきとした《狼》領内だ。

　勇斗は受け取ったタオルでパァンと肩を小気味良く叩き、建物の裏手に湧わいているという温泉へと向かう。

「おー、なかなか風流だなぁ」

　底が視し認にんできる膝ひざ下したぐらいまでの深さとおぼしき沢さわがさらさらと流れ、そのバックにはところどころで赤み差した木々が鬱うつ蒼そうと広がる。

　岸辺にはごろごろと石と岩ばかりが転がり、その一角、切り立った崖がけの下あたりではもうもうと白い湯気が立ち上っていた。見た目はほとんどただの水たまりなのだが、あれが温泉なのだろう。その脇には脱衣所兼雨あま避よけ用ようとおぼしき四あず阿まやが建っている。

「いいねいいね！」

　すっかり気に入ってしまい、疲れているはずなのに足取り軽く勇斗は四阿へと駆け込む。

　うきうきと服を脱ぬいで、早速温泉にそろっと手を突っ込む。少し熱すぎるように感じたが、入れないほどではない。

　昨今の日本の温泉施設では、湯の温度が表示されている。その経験から測るに、ざっと四二度といったところか。入って湯の温度に慣れてしまえばむしろ快適になる温度である。

「うわっちぃ！」

　四阿に置かれていた手て桶おけを使ってざばぁっと汗を流し、そろそろと足を湯の中に入れ、ゆっくりと身体を沈しずめていく。

「ふぃー、ごくらくごくらくぅ」

　ちょうどいいところに手て頃ごろな岩があったのでそれに身体を預けて、大きく息をつく。

　身体の疲れが湯の中へと融とけ出だしていくようだった。

　そしてこの雄大な自然を眺ながめていると、なんとも穏おだやかな気持ちになり、宗主の重圧から解放されて心も軽くなっていくのがわかる。

　来て良かった、と勇斗が心から思ったその時だった。

「うわー、温泉だ温泉だーっ！」

「アル姉、お子様みたいにはしゃがないでください」

「お、お子様じゃないもん！」

「はて、アル姉がおねしょをしていたのはつい一……」

「うわうわうわ！　いきなり何言い出すかな言い出すかな！」

「そういえばチョロチョロと水音が……」

「ア、アタシはしてないからね!?」

「……川のことを言っていただけなのですが。何か心にやましいことでも？」

「な、ないないないよ！　さすがにお漏らしはずっとしてないもん」

「まあ、そうですよね。いくらアル姉でも、さすがにそこまでお子様ではありませんか」

「うんうん」

「最近はお父様と初めてお会いした時に少しちびったぐらいですよね」

「本人目の前なのに暴ばく露ろしないでっ!?」

　聞き覚えのある騒さわがしい声に、勇斗は夢ゆめ心ごこ地ちから一気に引き戻される。

　慌てて声のしたほうを振ふり返かえると、左右対称の双子姉妹がいつもの調子で語っているではないか。

「おまえら、なんでここに!?」

　勇斗が焦あせった声で問い質すと、クリスティーナがきょとんとした顔になる。

「何でも何も、ずっとおそばにおりましたよ？」

「ちょっ、マジかよ!?」

　まったく気づかなかった勇斗である。

　仕方ないといえば仕方ない。元々気配を絶つことにかけては、精せい鋭えい揃ぞろいの《狼》の中でも並ぶ者のいない二人である。武芸に関してはほとんど素人しろうと同どう然ぜんの勇斗では察知できるはずもない。

「ええ、たっぷりじっくりねぶりあげるように拝見させて頂きました」

「父さんのより二回りでかくてびっくりしたよね！」

「ええ、父のものも並の男など寄せ付けぬ逸いち物もつとのことなのですが……さすがは『悪評高き狼フローズヴイトニル』！　これで夜な夜な女を鳴かせているのですね」

「さらりと悪評デマを流すな！」

　叫さけびつつ、もはや手て遅おくれだとわかってはいても思わず股こ間かんを手で隠かくす勇斗。

　とにかく顔が熱かった。いくら相手が子どもとは言え、さすがに異性相手に裸はだかを見られるのはこっ恥ずかしすぎた。

　勇斗はしっしっと追おい払はらうように手を振る。

「と、とにかくどっか行ってくれ。この旅行は俺おれの慰安が目的なんだろ。風呂ぐらい一人でゆっくり入らせてくれ。お前らがいたんじゃ落ち着くものも落ち着かない」

「そういうわけには。一応、護衛ですので」

「いらねえよ。こんなとこに賊ぞくなんてくるわけねえだろ」

　やや苛立いらだちの混じった声で、勇斗は吐はき捨すてる。

　温泉の四方の内三方は建物が塞ふさぎ、残る一方は切り立った崖がそびえている。宗主御ご用よう達たしの場だけあって、警護しやすいようにしっかりと配はい慮りよされていた。しかも建物に詰めているのは、歴戦のエインヘリアルたちである。とても賊など入ってこられるとは思えない。

　だからこそヨルゲンも、「あそこならば賊に襲おそわれる心配はまずありません。ゆっくりと温泉を満まん喫きつできますぞ」と薦すすめてくれたのだ。

「賊は確かに来ないと思いますが、鹿とか猿さるはたまに寄って来るらしいのでしっかりとお父様を警護せよと若頭かしら様から仰おおせつかっておりまして」

「なっ!?」

　思わず勇斗は目を剥むく。

　そんな話は全くの初耳であった。

「で、でも、おまえらじゃそういうのじゃ対処できないだろ。ル、ルーネとか呼んでこい」

　咄とつ嗟さの機転にしては、上出来の部類であった。

　クリスティーナは戦せん闘とうに長たけていないし、アルベルティーナは俊しゆん敏びんさにおいてはジークルーネすら上回る神速の暗殺術の使い手だが、野生動物を相手にするには致ち命めい的てきに腕わん力りよくが足りない。

　人を呼びに行かせた隙すきに、急いで衣服を身につけてしまえばいい。

　想定外の状況に対し一いつ瞬しゆんでここまで思考を巡めぐらし対処するあたり、連戦連勝負け知らずの戦上手の面めん目もく躍やく如じよと言えたが、今回は前もって綿密に計略を張り巡らせていた小こ悪あく魔まが一枚上手と言うしかなかった。

「はい、だから皆みなさん、もうそろそろいらっしゃると思いますよ」

「へ……？　皆……さん？」

「ええ、ほら」

　にんまりと小悪魔の笑みを浮かべて、クリスティーナが振り返る。

「な……な……っ！」

　釣つられて勇斗もそちらに視線を向け、驚きよう愕がくする。

　すっかりクリスティーナとの言い合いに夢中になって気付かなかったが、女性陣たちがタオルを手に持ってこちらへと近づいてきているではないか！

「は、計ったなクリスっ!?」

「ふふっ、なんのことですか？」

「こ、こんの雌め狐ぎつねっ！」

　にま～っと冷れい笑しようを浮かべる娘むすめに、勇斗は思わず吐き捨てる。

　かつて、カルタゴの名将ハンニバルはカンナエの戦いにおいて、その巧たくみな用兵で二倍の敵を包ほう囲い殲せん滅めつし、ローマに多大なる衝しよう撃げきを与あたえたと言われている。
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　日本の戦国時代にも、島しま津づ家が「沖おき田た畷なわての戦い」でかの有名な戦術「釣り野伏」により数倍はあった兵力差を物ともせず包囲して撃うち破やぶっている。

　野戦において敵を包囲するというのは、優位極まりない状況であった。

　そう、兵力的に劣おとっていてさえ勝利を運んでくるほどに。

　翻って、今、勇斗という男一人を女性七人が取り囲もうとしていた。

　戦せん況きようは、はなはだ絶望的と言わざるを得なかった。







「ここはまるで桃とう源げん郷きようですわね」

　岩に腰こし掛かけ足だけ湯に浸かりつつ、フェリシアは感かん嘆たんの吐と息いきをついていた。

　拍ひよう子しにプルンと揺れた胸は、これほどの大きさを誇ほこりながら、乳ち首くびがツンと立って上を向くほどの張りを保っている。

　それでいて腰のあたりはしっかりとしたくびれがあり、集まった女性陣たちからも羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられていた。

「うむ、ここならば父上もゆっくりと静養できよう」

　ジークルーネは温泉のちょうど真ん中に立って、その鍛きたえあげられた見事な裸ら身しんを惜おしげもなく晒さらしていた。

　引き締まった体つきながら、それでいて女性的なしなやかさもちゃんと残しており、どこかネコ科の動物を思わせる。

　携たずさえた剣けんともあいまって、その姿にはまるで神話の登場人物のような侵おかしがたい神聖さが漂ただよっていた。

「ほ、ほほほ、ほんといいところだな！」

　その顔を林りん檎ごのように真っ赤に染めて、甲かん高だかい声で挙動不審気味に叫んだのはイングリットだ。

　フェリシアと同じように岩に腰掛けて足湯をしているのだが、恥はずかしいのか前はタオルでしっかりと隠している。それでも露ろ出しゆつする乳ち房ぶさの上部分や、くびれた腰などから、彼女の肢し体たいがしっかりと女性らしい丸みを帯びているのがはっきりとわかった。

「温泉というものは初めてだけど、これはいいものだな。はふぅ……」

　リネーアは両りよう腕うでを枕まくらに岩にうつ伏せにもたれかかり、恍惚とした吐息を漏らしている。上気した顔がなんとも色っぽい。

　そのほっそりとした背中と、形の良いお尻が湯の中でゆらゆらと揺ゆれていた。

「ひゃー、風が気持ちいい～♪」

　アルベルティーナは川辺を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回っていた。

　まっぱで。

　元気いっぱい、実に健康そうで何よりである。

「はぁ、女のたしなみというものも教育しないといけませんね、アル姉は」

　クリスティーナは姉を目で追いつつ、やれやれと溜ため息いきを吐いている。

　そっと両手でお湯をすくっては零こぼし、すくっては零しと繰り返している。それによって生じた波は紋もんが、彼女の裸身を幻げん想そう的てきに覆い隠している。

　見えそうで見えないのがなんとも蠱こ惑わく的てきだった。

「ど、奴ど隷れいのエフィがこんな贅ぜい沢たくをしてゆ、許されるんでしょうか」

　エフィーリアは湯の中で膝ひざを抱えて、ぶるぶると震ふるえていた。

　彼女自身は四阿で皆の衣服の見張り番をするつもりだったのだが、フェリシアやイングリットに入るよう勧められ、断りきれなかったのだ。

「ちくしょう、とっとと逃にげ出だしておくべきだった」

　そして勇斗は、女性陣に背を向けてひたすら悔かい恨こんの念に囚とらわれていた。

　さすがに異性の目が多い中でまっ裸ぱだかのまま温泉から出るわけにもいかず、機をうかがっている間にこの有り様である。

　戦は退却戦が最も難しいと言われている。形勢の不利を悟さとった段階で、多少の損害は覚かく悟ごして即そく時じ撤てつ退たいするべきだったのだ。

　と、理り屈くつではわかっていても、いざ危機的状況に遭そう遇ぐうしたら、なかなか感情に踏ふん切ぎりを付けられないのが人間というものである。

　この辺り、やはり織お田だ信のぶ長ながは偉い大だいである。金ケ崎の戦いにおいて、挟きよう撃げきの危機を察知するやそれまで優勢に戦を進めていたにもかかわらず、速すみやかに撤退を決意している。

「つーかこんなの読めるかよ……」

　勇斗のぼやきは止まらない。

　イアールンヴィズでは何度も念ねん押おししたこともあり、特に何も言わなくても風呂には一人でゆっくりと浸かれていたのだ。

《角》での一件はあくまで緊急時のことで、その辺りの勇斗の意向を妹や娘たちはきっちり汲くんでくれているものと思い込んでいた。

　勇斗は自分の至らなさを思い知っている。ゆえにこそ、誰かを信じ頼たのみ託たくす。その心からの信しん頼らいが、下の者に感かん銘めいを与えこの方の為ためならばと深い忠誠を誓ちかわせる。

　これはまさに「王」としては実に得難い資質なのだが、今回に限ってはそれがマイナスに作用していた。

　長所と短所は紙かみ一ひと重えなものである。元々権力への執しゆう着ちやくが乏とぼしいこともあり、彼は味方に対する警戒がすこぶる薄うすかったのだ。

「お父様？　そんな端はしっこでこそこそと小さくなっておられず、ゆったりと浸かられてはいかがですか？」

「できるか！」

「大丈夫、お父様のものはそれはもう立派な稀き代たいの逸いつ品ぴんでしたよ」

「それはもういいっ！　てか十分温まった！　出る！」

　振り返ることなくキレ気味にクリスティーナに返しつつ、勇斗はざばっと温泉から這はい上あがる。

　もはや裸の一つや二つ、見られても知ったことかと開き直った。

　女性陣の登場は、自分が服を脱ぎ風呂に浸かってまもなくという、容易には脱だつ出しゆつしにくくなる狙ねらいすましたかのような絶ぜつ妙みようのタイミングだった。しかも斥せつ候こうは隠おん密みつ行こう動どうに優すぐれた双ふた子ご。この点からだけでも、周しゆう到とうに計画が練り上げられていることがわかる。

　嵐あらしが過ぎるのを待っていても、状況が好転する可能性は極きわめて低い。手をこまねいていては悪化の一いつ途とをたどることはもはや明白だった。

「お待ちください、父上。《角》での折には流せなかったお背中、今こそ再戦の機会を頂きとうございます！」

「そうですわお兄様。リネーアお姉様には叶かなえさせてあげましたのに、内ない縁えんの我らにご奉ほう仕しさせてくださらないのは水くさすぎます。一線を引かれているようで、とても悲しゅうございます」

　実に機き敏びんな動きで、脱衣所の前に立ちはだかるジークルーネとフェリシア。

　しかも二人とも、大事なところを隠そうともしない。

　勇斗のほうが恥ずかしくなって回れ右である。そうすると未いまだ入浴中の女性陣が視界に飛び込んできて、目を瞑つぶらざるをえず、身動きがとれなくなる。

　時ときすでに遅おそし、彼は自らがもはや詰んでいたことをようやく自覚する。

「……好きにしろ」

　がっくりとうなだれた勇斗は、もはやそれだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。







「……な、なんなんだ、この状況は……っ!?」

　温泉から上がり手頃な石に腰掛けつつ、勇斗は途と方ほうに暮れていた。

　目を瞑っているので状況はよくわからないのだが、女性陣が自分を取り囲んでいるのが息いき遣づかいなどからはっきりとわかった。

「《角》での失敗を教訓とし、皆がお兄様にご奉仕できるよう協議に協議を重ねた結果でございます」

「こんなしょーもないことに何みんなそこまで本気出してんの!?」

　悲鳴じみた甲高い声で勇斗は叫ぶ。

　男にとって女は宇宙人だとよく言う。二一世紀に至っても結局、男にとって女性が何を考えているのかはまだまだ謎なぞのままである。

　そう、まったくもって、勇斗には意味がわからなかった。

「しょうもないとはお兄様と言えどあんまりなおっしゃいようです。我ら一同、お兄様には心から感謝しており、そのお背中をお流ししてご奉ほう公こうしたいと願いつつ、これまで叶えることができませんでした。滅めつ多たにないこの機会、みな逃のがすわけにはゆかなかったのです」

「ちなみに配置は公平を期してくじで決めました」

　勇斗の左ひだり腕うでを支えつつ、クリスティーナが言う。その声からは状況を楽しんでいるのがありありとわかる。

　ちなみに彼かの女じよの姉アルベルティーナは右みぎ腕うでを支えている。

　右みぎ脚あしのそばにはジークルーネが侍はべり、左ひだり脚あしのそばではイングリットが「うわーうわー」とか言いながら顔を赤くしていた。

　正面にはリネーアが地面に両りよう膝ひざをついて中ちゆう腰ごしとなりタオルを構えている。

　そして見事背中を引き当てたのが、副官フェリシアである。

　股間だけはなんとか死守した。腰にかけたタオルが最後の抵てい抗こうである。一枚の布切れをここまで頼もしく感じたことは過去に経験がない。

　ちなみにエフィーリアはくじを辞退している。宗主の直じか盃さかずきをもらった幹部たちが熱ねつ烈れつに望みながらこれまで叶わなかったことを、奴隷の自分がさせてもらうなどあまりに恐おそれ多おおいと思ったらしい。

「ああもうとっとと一思いにやってくれ！　でも終わったら絶対帰るからな！」

　ヤケクソ気味に勇斗は宣言する。

　もはや気分はまな板の鯉こいである。

　そして、このような状況でも目を開けない自制心は、賞賛に値あたいした。

　田舎いなか育そだちの彼は古風な男なのである。特にここユグドラシルは、二一世紀の日本のように、結けつ婚こんするしないは個人の自由、という世界ではない。

　高度成長期頃までの日本がそうであったように、フェリシアも気にしているように、結婚できない女性への世間の眼差しは極めて冷たい。

　そんな価値観の世界で、嫁入り前の女性の裸を、責任を取ることもできない自分が見るわけにはいかないと勇斗は自らに固く任じていた。

　だが、その義ぎ理り堅がたさが退路を絶ってしまった感があるのも否いなめない。

「では、失礼致します、兄上」

　リネーアの声が響ひびき、濡ぬれたタオルが勇斗の胸むな板いたを擦こすり始はじめる。

「「「「失礼します」」」」

　同時に、手足にも同様の感かん触しよくが発生する。

　こそばゆくはあるが、それよりはるかに気持ちよさが勝った。他人に身体を洗ってもらうというのは、実は大層な快感なのだ。

　しかも、洗ってくれているのは、いずれ劣らぬ美少女揃ぞろいである。

　目を瞑ってはいても、どうしても意識はしてしまう。むくむくと何やら股間に熱いものが流れ込んでいくのを感じる。

　これは決して男女のそれではなくあくまで彼女たちなりの親（兄）孝行だ、と勇斗は何度も何度も繰り返し念じ、必死に抑え込もうとするも――

　むにゅっ！

「ぬぁっ!?　フェ、フェリシアさん、い、いったい何で洗ってらっしゃいますか!?」

　動転しすぎて、なぜか敬語になる勇斗。

　そんな勇斗の耳元で、フェリシアがなんとも艶つやに満ちた声で囁ささやく。

「もちろん……わたくしの胸でございます」

「な、ななななな、なんでぇっ!?」

「敬愛するお兄様のお背中を流すというのに、道具を使うなど無ぶ粋すいの極みというものですわ。自らの身体で洗って差し上げてこそ、誠心誠意のご奉仕と言えるかと！」

「そ、それは絶対なんか違ひゃわっ！」

　左足の甲こうのあたりに、なんともぬるっとした感触が走る。

「ル、ル、ルーネ！　い、今、な、なにをした!?」

　いったい今のはなんだったのか。勇斗にはまったくわからない。今まで一度も経験したことのない感触だったのだ。

「父上の足を舐なめさせて頂きました。あの、い、痛かったでしょうか？」

「な、な、舐めたぁっ!?」

「はい、わたしのような武骨者では父上の玉たま肌はだを傷つけてしまいかねず、フェリシアに相談したところ、ならば舐めればいいという助言をもらいまして」

「フェリシアおまえルーネに何を仕込んでんの!?」

「くっ、さすがは二人とも兄上の側近中の側近っ！　ボクも怯ひるんではいられない！」

「あ、あああ、あたしだってユ、ユウトへの感謝は負けてないからな！」

「その負まけず嫌ぎらいは別のところで発揮してくれっ！」

　勇斗の心からの懇こん願がんは、しかし届かなかった。

　と同時に、胸や右足までなにやら布切れとは違ちがう暖かくも柔らかな感触が包み込んでくる。

　それが何なのか、もう考えたくもないし、考えられなかった。

　元々すでに熱い風呂に長湯をしてのぼせ気味だったのだ。この状じよう況きようは、それを悪化させこそすれ、醒さますものでは決してなかった。

「よし、アタシもがんばるー！」

「アル姉にはまだ早いんでワタシと一緒にこの亜麻布でゴシゴシしていましょうねぇ」

「はわわ、はわわ、ご主人様、す、すごいです！」

　年少組がこのデッドヒートに参加しなかったのはせめてもの幸いではあったが、もはや大勢には影響しなかった。

「あ、もう……ヤバ……」

　ぷっと何かが鼻から噴き出したような気がした。それが何かも今の勇斗には判断がつかない。

　意識が朦もう朧ろうとし、頭がぐるぐると回っているような感覚とともに天地がどちらかさえわからなくなってくる。

「お兄様!?」「父上!?」「兄上!?」「ユ、ユウト!?」「「お父様!?」」「ご主人様!?」

　どこか遠くから響く女じよ性せい陣じんに悲鳴を最後に、勇斗の意識はそこで途と絶だえた。







「「「「「「「申し訳ございませんでした」」」」」」」

　再び勇斗が意識を取とり戻もどしたのは、離宮の寝台の上だった。

　目を見開くと、一四の瞳ひとみがなんとも心配そうに自分を見下ろしているところだった。

　勇斗が気がついたことをひと通り喜んだ後、女性陣はすざっと一斉に寝台から下がり、両膝を床ゆかについて平謝りし始めた、という次し第だいである。

「あ～……」

　まだ頭が朦朧とし、なんと返せばいいのか言葉が出てこない勇斗。

　一度頭を振って意識をクリアにし、状況を整理する。

　どうやら気絶している間にここまで運ばれたらしい。この旅行には他の男は随行しておらず、運んだのは女性陣だろう。

　ゆったりとした夜着も着せられていた。これまた女性陣にしてもらったことは明白である。いろいろ見られもしたのだろう。実に気き恥はずかしい。考えるだけで、カーッと顔が熱くなるほどだ。

「お、お兄様!?　ま、まだお加減が……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　駆け寄ろうとするフェリシアを、勇斗は手で制する。

　温泉にいた時はのぼせていたのと生の女によ体たいにうろたえていたことで、ろくに物事を考えられなかったが、今は正常な思考を取り戻している。

　訊きくべきことを訊くのが先決だった。

「で、なんであんなことをしたんだ？　俺、風呂には一人で入りたいって言ってあったよな？」

「それは、温泉には動物も寄ってきますので万が一があっては……」

　ジークルーネがしどろもどろにクリスティーナと同じ答弁を口にする。

　確かに野生動物というのは、狼おおかみは言わずもがな、猿や鹿と言った肉にく食しよく獣じゆうではないものも非常に危険な存在である。

　まったく若頭も大事な事を伝え忘れてくれたものだ、と勇斗は嘆息する。

　とりあえず武人である彼女はそれでいいとして、勇斗は他の面々に視線を向ける。

「その、温泉でも申しましたが、大恩あるお兄様に、ご奉公させていただきたかったのです。いずれお帰りになられるのなら、出来る内にわずかばかりでも、と」

　床をじっと見つめつつ、フェリシア。

　幾いく人にんかの少女たちも、うんうんと頷うなずく。

　これを言われると弱い勇斗である。

　この場に集った少女たちが、自分に心からの敬けい慕ぼを向けてくれていることにはさすがに気づいている。

　親しい人間には、できることはしてあげたいという気持ちは、勇斗もよくわかった。時間が限られているなら尚なお更さらだ、とも。

　勇斗も亡なくなった母が病びよう床しように伏ふした時、なんでもっと親孝行してこなかったんだ、と後こう悔かいしたものだ。

　世話になった兄貴分に仇あだしか返せなかったことも心のしこりになっている。

「……まあ、俺も悪かったんだな」

　ふうっと息を吐くとともに、勇斗は表情から険を解く。

　これまでずっと、勇斗は彼女たちの奉公を断り続けてきた。もちろんそれは美月への義理が一番の理由だったが、現代日本の価値観に根ざした照れや気恥ずかしさも大きい。

　だが、盃さかずきの親兄弟を血けつ縁えんの者より大事にし心から仕えよ、という文化のユグドラシルでは、勇斗のこの態度はあまりに水くさかったのかもしれない。

　その頑かたくなさが、彼女たちの中に孝行したいという想おもいを溜ために溜めることとなり、今回のような行き過ぎを招いたと言う面はある気がした。

　郷ごうに入れば郷に従え、と言う。やはりガス抜ぬきも、たまには必要なのだろう。

　……身の安全のためにも。

「わ～ったよ。この旅の間ぐらい、孝行させてやる。ただし服は着ろ！　密着しすぎるのもダメ！　それでいいな!?」

「「「「「「「あ、ありがとうございます!!」」」」」」」

　勇斗の許しに、少女たちの顔がぱぁぁぁっと一いつ斉せいに喜色に染まる。

　これほどまでに喜ぶことか、と勇斗は思ったものだが、一方でやはりこれまで拒きよ絶ぜつしすぎていたのだろうと申し訳なくなる。家族家族と口では言いながら、自分はなんだかんだで線を引いていたのかもしれない。

　それからは旅行の間、少女たちの節度を守った至いたれり尽つくせりな奉仕を受けながら、勇斗はのんびりと快適に過ごした。

　すっかり気分をリフレッシュして、勇斗は意い気き揚よう々ようとイアールンヴィズへの帰き途とについたのである。







「……何か用かの？」

《狼》の若頭かしらヨルゲンは、ピタリと足を止めて振り返り、闇やみの先へと問いかけた。

　彼かれは五日間の宗主代理という大任を果たし、悠ゆう々ゆうと自宅への帰路についていたところである。

　明かりと呼べるものは空に座す月と、手に持った小さな松明たいまつのみ。五エレ（約二・五メートル）先もろくに見み渡わたせない。

　それでもこの歴戦の猛も者さの眼めは、一点をしっかりと見み据すえていた。

「気配はちゃんと殺しておいたはずなんですけどね。相変わらず恐ろしい方ですね。か・し・ら♪」

　闇の中からするっとヨルゲンの視界に入り込んできたのは、夜に出歩くには不ふ釣つり合あいな年とし頃ごろの娘である。

　見た目で侮あなどってはいけない。彼女は若じやく年ねんながら先日、勇斗の盃を受け、勇斗の娘分となった器量の持ち主だ。確か名はクリスティーナと言ったか。

「おぬしもこの二年の間にますます隠形の技わざに磨みがきがかかっておるようだの」

　ニヤリと口の端を吊つり上あげつつ、ヨルゲンは言う。

　かつては敵同士であった《狼》と《爪つめ》だ。クリスティーナも幾いく度どとなくイアールンヴィズの宮きゆう殿でんに忍び込もうとしたことがあった。その度たびに彼女を踏みとどまらせたのが、ヨルゲンやスカーヴィズといった古ふる強つわ者ものの存在だった。

「そこまでバレていますか。一応、姿を見られたことはなかったはずですが……」

「うむ、実に見事なものじゃったぞ。確信できたのは今さっきだ。この肌はだのむず痒がゆさには覚えがあったからな」

　めくった袖そでの下では、ぷつぷつと鳥とり肌はだが立っていた。

　死線を何度となくくぐり抜けた戦士の直感は、もはや理屈ではない。どれだけ殺気や気配を消しても、「何か」を肌が敏びん感かんに感じ取る。

　ルーンは持っていないヨルゲンであるが、エインヘリアルに勝まさるとも劣らぬ並外れた勘かんの冴さえであった。積み重ねた経験は、時に才能を超こえるのである。

「まあ、おぬしの技、親おや父じ殿どのの為に使うのであれば非常に便利な力ではある」

「ふふっ、当然そうしますよー。娘なんですから当たり前じゃないですか」

「雌狐の言うことほど、あてにはならんものはないがの」

「やれやれ、これは本心ですのに」

　ふうっとなんとも悲しそうにクリスティーナは溜息をつく。

　ヨルゲンはそんなクリスティーナの様子に斟しん酌しやくすることなく、ジッと何かを探さぐるようにその視線の圧力を強めて言う。

「で、もう一度問うが何用かな？」

「いえ、大したことではございません。早さつ速そく手を打っていただけたことに、遅まきながら感謝を述べに来ただけです」

「いやいや、感謝するのはこちらのほうだ。よくぞ教えてくれたものだ」

「あら、何のことですか？　ワタシはお父様の為にただお尋たずねしただけですよ？」

「おお、そうであったな」

「ええ、そうですよ」

　ふふふっと意味ありげにほくそ笑えむクリスティーナ。

　彼女は父親が調べていた情報を集めようと、ヨルゲンに訊いただけだ。

『お父様が有名な秘法セイズの使い手を探しておられたのですが、お心当たりはありませんか？』

　と。

　ちゃんと教えてもらったことは、勇斗にも報告するつもりだった。我ながらなんて父親思いな娘かしら、と自画自賛したいクリスティーナである。

　それを聞いたヨルゲンが、何を考えどういう行動を取るか、予想しなかったわけではないが。

「まあ、なんとも頭の痛い話じゃ。帝てい国こくの神儀使アレクシス殿どのに世界を渡わたる術がないかと尋ねておられたし、各地の伝承を集めることにも熱心だ。そして、此こ度たびは秘法セイズの使い手の調査。いよいよもって親父殿は天の国へのご帰き還かんに本ほん腰ごしを入れられ始めたと見える」

　ヨルゲンは沈ちん痛つうそうな顔で、やれやれと首を振る。

　無責任だ、などと責めるつもりは毛頭ない。勇斗は自ら望んでこの地を訪おとずれたわけではなく、こちらが無理やり呼び立てたようなものだ。生まれ育った故郷に帰りたいというのは人として実に正当な願いだ。

　宗主の座も彼が望んだのではなく、先代が強ごう引いんに押おし付つけたようなものだ。それでもあの少年は、幾度となく《狼》の窮きゆう地ちを救い、繁はん栄えいの礎いしずえも築いてくれた。

　本来ならば、その多大な恩に報むくいるため、《狼》は氏族総出で帰還のお手伝いをし、笑え顔がおで見送るのが正しき人の道ではあるのだろう。

「とは言えあの会議でも述べた通り、所しよ詮せん我ら《狼》は親父殿あっての物種よ。誰だれも代わることなどできん」

　今のところ弟妹として《狼》に従っている《爪》と《角》、そして新たに傘さん下かに加わろうとしている《麦》に《犲》。

　彼らは《狼》ではなく、あくまで勇斗という圧あつ倒とう的てきな求心力を持つ存在に恭きよう順じゆんしたに過ぎない。

　代が変わっても今と同じ関係を続けさせるには、自分ごときでは明らかに貫かん目めが足りなすぎる、とヨルゲンは考えていた。そして彼のこの判断は正せい鵠こくを射ていた。

　勇斗が考えている以上に、この黒くろ髪かみの少年の存在は、《狼》にとって大きくなりすぎていたのである。

「親父殿には何としても思いとどまってもらわねばならん」

　自らに言い聞かせるように、ヨルゲンは決然と言い切る。

　私人としては心から同情するし申し訳なくも思うが、公人として今後の《狼》の繁栄と安あん寧ねいを思えば、彼はそう結論せざるを得なかった。

　しかし勇斗は《狼》の最高権力者だ。力づくというわけにはもちろんいかない。

　ならば説得して残ってもらうしかないのだが、勇斗は柔和そうに見えて一度これと決めたことは頑としてやり遂とげる不ふ屈くつの精神の持ち主だ。今、皆で頼み込んだところで受け入れてもらえず、いたずらに困らせるだけだろう。

　そう、『今』はまだ。

「できればこの機会に誰かとねんごろになってほしかったのじゃが、な。絶好の機会を与えてやったのに男一人落とせぬ姉妹たちの不ふ甲が斐いなさを嘆なげくべきか、あれだけの器量が揃そろっているのに自制できる鉄のごとき親父殿の貞操観念を褒ほめるべきか。悩なやましいところよ」

　なんとも難しい顔で、ヨルゲンは溜め息いきをつく。

　勇斗と少女たちの間には、そういう関係を持ったばかりのあの艶っぽくも甘あま酸ずっぱい特有の空気がまるで漂っていなかった。

　この旅の間に何もなかったことぐらい、同行しなかったヨルゲンにも一目でわかる。

「ふふっ、そういえば、あの温泉には、古くから子宝に恵まれるという言い伝えがあるそうですね」

　全すべてをわかっていると言いたげに、クリスティーナが意味深な視線をヨルゲンへと向ける。

　ヨルゲンもにんまりとあくどく得意げに、その口元を綻ほころばせる。

「まったく耳ざといのぅ、雌狐。うむ、ここで御み子この一人も儲もうけていただければ、親父殿の心の天てん秤びんもこちらへと傾かたむくと思って、な。……まあ多少の進展はさすがにあったみたいじゃし、今回はこれでよしとしておくかのう。なに、まだ猶ゆう予よはある。機会はいくらでも作れよう」

「さすがに若頭かしらともなると、こういう搦からめ手てはお手の物ですね～」

「おぬしの実父には負けるが、の」

　この地位に来るまでに、ヨルゲンもドロドロとした権力闘争を幾度かくぐり抜けてきている。

　強引さだけでは、人は動かせぬものである。

　厳いかめしい強こわ面もてとは裏腹に、きっちり根回しをして内部の利害を調整して円えん滑かつに事を進めるのは、ヨルゲンの得意とするところであった。伊達にだて若頭かしらは張っていないのである。

　もっともそうやって内にばかり目がいって、広い視野で物事を見れないのが彼の限界でもあるのだが。

「しかし、少し意外ではあった。《爪》としては親父殿にこの地を去って頂いたほうが都合がいいと思っておったんじゃがな？」

「今のワタシは《狼》の直参子分ですよ？　でも、そうですね、あえて《爪》の宗主ボドヴィッドの娘として言わせてもらえば、下手に《狼》から富を奪うばおうとするより、恭順の意を示し、おこぼれを頂いたほうが安全で、かつはるかに得も大きいと見ております。お父様にはそれだけの器と力がおありですわ」

「……ふむ、なるほどな」

　この雌め狐ぎつねがその思おも惑わくの全てを語ったとは思わないが、今のは彼女の本心が多分に混ざってはいたようにヨルゲンは感じた。

　一年半ほど前の『イアールンヴィズ籠ろう城じよう戦せん』での大敗、そしてその後、宗主に就任した勇斗の反転攻勢により、《爪》はごっそりとその領土と兵を失っている。案外、《狼》が考えている以上に内情は厳しいのかもしれない。

「しかし、その年でなんとも大した慧けい眼がんだな。末すえ恐おそろしいぞ」

「まあ！　繰り返しますが、今のワタシは《狼》の直参子分ですよ？　先が楽しみと言って欲しいですわ」

　クリスティーナが立腹したように頬ほおを膨ふくらませる。彼女の性格から考えて演技であることは明白だ。

　ヨルゲンも心得たように、なんともわざとらしく溜め息をつく。

「私としては獅子身中の虫を飼っている気分なのじゃが」

「ひどっ！　雌狐扱いからついには虫扱いですか。これでも一応ワタシ、女の子なんですけど……」

「無視できぬ存在という褒め言葉よ。まあ、宿主にいなくなられては困るという一点に関しては、《狼》と《爪》の利害が一致しておるとわかったのは重ちよう畳じようだ。末永い付き合いをしたいものだな」

　大いに納なつ得とくしたように頷き、ヨルゲンはふははっと楽しげにその身体を震わせた。

　当分の間は、この雌狐も《爪》に利益を誘ゆう導どうするため、《狼》のため忠実に働いてくれそうだった。

　ヨルゲンとしては胃痛の原因が減り、実に喜ばしいことである。







ACT3







　部屋の中には机が並び、数十人という子どもたちがその上で粘土板に文字を刻み込んでいた。

　皆表情は硬く、一生懸命に机に向かっているが、時折ちらちらと視線を後ろに向ける子も少なくない。

「……か、かくして我らが宗主パトリアークユウト様は《爪》《灰》《牙》の三氏族からなる連合軍を見事に追い払い、我ら《狼》は存亡の危機より脱したのである」

　子どもたちの前方には一人の中年の男が立ち、一年半前のイアールンヴィズ籠城戦を謳うたった英えい雄ゆう譚たんを朗読している。

　ここはイアールンヴィズの市内にある粘土板の家ヴエクスト、いわゆる書記を養成する学校である。

　教壇に立っているのはこの道二〇年のベテラン教師であり、すでにこの英雄譚を何十回何百回と語り、もはや暗唱すらできるほどだったが、今日に限ってはその声にはいくらか震えがあり、流りゆう暢ちようさに欠けているように思えた。

　仕方ないといえば仕方ないのかもしれない。

　なにせ教室の奥には、この英雄譚の主人公そのひとが腰掛け、授業風景を見学していたのだから。

「なんか自分のことを語られるってのはすげえこっ恥ずかしいんだけど」

「ふふっ、お兄様のお話は他の話より子どもたちの食いつきが違うんだとか。やはり興味のある事柄のほうが子どもたちも覚えるのが早いそうで」

「やれやれ。『これを知る者はこれを好む者に如かず、これを好む者はこれを楽しむ者に如かず』、か」

　フェリシアの言葉に、勇斗は孔子の論語の一節を引用して肩をすくめる。いやいや勉強するよりも、楽しんで勉強するほうが身になるのは、今も昔も変わらないようだった。

「どうだ、やってけそうか？」

「ふぇっ!?」

　勇斗は隣に座るエフィーリアの頭にぽすんと手を置く。どうやら我を忘れて授業に聞き入っていたようで、勇斗の声に驚いたように素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「あ、あの、エ、エフィが本当に粘土板の家ヴエクストに通っていいのでしょうか？」

「いいも悪いもない。通え。これは命令だ」

「あうっ」

　おどおどと自信なさげなエフィーリアに、きっぱりと勇斗は言い切る。

　変に選択権を与えると、余計に迷うと思ったのだ。

　勇斗のいる二一世紀の日本では、子どもが教育を受けるのは義務である。通いたかろうと通いたくなかろうと、通わねばならないところである。

「お前の仕事はここで勉強することだ。いい成績を取れば給金も弾む。頑張れば身み請うけの金も早く貯ためられるぞ」

　奴ど隷れいは自分の購入代金を主人に支払えば、市民としての権利を取り戻す事ができる。

　勇斗としては無条件でチャラにしてあげたいところなのだが、エフィーリアだけをあまり贔ひい屓きするわけにもいかない。宮殿にいる奴隷全員を解放するとなれば、国こつ庫こに相応の負担をかけることになる。

　勇斗は《狼》の宗主ではあるが、《狼》の財は勇斗の私物というわけではない。あくまで自己満足ではなく、《狼》のためになるよう使わなければならないと自らに任じていた。

「しっかりな。お前が早く文字を覚えれば、それだけ俺の仕事が捗はかどるんだ」

　ぐしゃぐしゃと、勇斗は闘とう魂こん注入とばかりにエフィーリアの頭を撫なで回す。

「うっ、が、がんばります！」

　グッと両の拳こぶしを握って、気合を入れるエフィーリア。

　勇斗が最初に見立てた通り、根はかなり真ま面じ目めな少女のようである。

　この子なら、期待に応えてくれそうだった。







「ふう、なんとか受け入れさせることが出来たな！」

　粘土板の家ヴエクストから宮殿へと戻る馬車の上で、勇斗は会心の笑みを浮かべていた。

　明後日から早速、エフィーリアは粘土板の家ヴエクストに通うことができるようになったのだ。千里の道も一歩から。目標に向けて第一段階クリアである。

「かなり渋しぶられましたけどね」

　フェリシアが苦笑するように肩をすくめる。

　その膝ひざの上では、エフィーリアが眠りこけている。昨日、粘土板の家ヴエクスト視察を伝えてから一睡もしていなかったそうで、ほっと安あん堵どすると同時に睡魔に襲われたらしい。馬車の揺れも眠気に拍車をかけたのだろう。

「けど、そこはなんとか飲んでもらわなくちゃいけなかったしな」

　勇斗も苦笑して返す。

　粘土板の家ヴエクストに通えるのは、裕ゆう福ふくな家庭の子弟だけである。教師もどこかエリート意識が高く、奴隷などに教えても時間の無む駄だだとやんわりと反対されたのである。

　おそらく、《狼》の幹部たちにも似たような考えの者は少なからずいるだろう。ガラスで得た利益をもっと有意義なところに使うべきだ、と。

　だからこそエフィーリアを通わせる意味があるのだ。

　奴隷でも勉強すればちゃんと文字を覚えられると示せば、義務教育制度の施し行こうにも理解が得られるはずだ。

　宗主の絶対権限でゴリ押しで進めることもできなくはないが、《狼》領内には教育を受けていない子どもが万単位でいるはずだ。

　それを全員に教育を行き届かせようというのだから、相当な大改革である。費用も時間も労力もかかる。勇斗一人が突っ走っても失敗は目に見えていた。

『いかに一人の有能な人物が全精力を投入したところで、その成果を今後も維い持じしてゆくためにはその他大勢の人間の協力が必要である。このことなしに、国家の存続は保証されえない』

　とマキャベリも述べている。

　二年前と違い、すでに勇斗は大勢に対する地ならしの重要性を熟じゆく知ちしていた。

　この点で、エフィーリアは実に適任だった。

　何事にも一生懸命で真面目で、かつ、すでに多少の教育を受けており文字の読み書きができることからして、知能も低くない。十中八九、良い結果を出してくれることだろう。

　そう、何らかのトラブルが発生しない限り。

「一番気になるのはやっぱり、いじめにあわないか、ってことだな」

　現代日本の学校事情を知る身としては、当然の懸け念ねん事項であった。

「そのあたりは大丈夫でしょう。お兄様のお気に入りである、ということを今日、しっかりと印象付けられたでしょうし。またお兄様のお話を聞きたがる子も多いかと。きっと人気者になりますわ」

「だと、いいんだけどなぁ」

　勇斗は歯切れ悪く言葉を濁す。自分の寵ちよう愛あいが逆に生徒たちの嫉しつ妬とを生み、心ない悪意をあの健けな気げで幼い少女に向ける可能性を彼は危惧していた。

　嫉妬という感情は理屈ではない。頭ではそれは正しくないとわかっていても、心がそう思うことを止められるものではない。

　人間がそこまで綺き麗れいな感情だけを抱えて生きているわけではないことを、今の勇斗は嫌というほど思い知っている。

「なんか、状況が似ているな」

　思わず勇斗の口から苦笑が漏もれる。今、勇斗の心に去きよ来らいしていたのは、嫉妬に狂った兄が自分をかばった先代を斬ざん殺さつするという、一年半前のあの忌いまわしい惨さん劇げきだった。

　今から思えば、ロプトは勇斗のことを格下に見ていた。当然といえば当然だし、実に正しい認識でもある。弟分でもあるのだから。

　ロプトがそうであったように、自分より明らかな格下と見下していた人間に立場を逆転された時、苛か烈れつな苛立ちと憎悪を覚えるのが人間というものだ。

　ゆえに、明らかに自分たちより格下である奴隷が、自分たちを上回ることを許せないと思う人間がいても、まったくおかしくない。むしろいないほうが不自然だとさえ思う。

「とは言え、誰かに白羽の矢を立てなくちゃいけないのが宗主の辛いところだよなぁ」

　苦い笑みを浮かべつつ、勇斗はやれやれと嘆たん息そくする。

　宗主の決断は、個人の感情との葛かつ藤とうが発生することがきわめて多い。ジークルーネに突撃を命じる時なども、いつまでもたっても慣れない。

　それでも心を鬼にして決断するべき時にはせねばならないのが上に立つ者の責務だった。

　宗主として《狼》の未来を考えた時、やはり義務教育制度の導入は是が非でもしておきたかった。そのためには結果がいる。

　そもそもデメリットにばかり目を向けていては、前に進めなくなる。

　エフィーリアにはどこか小動物を思わせる天性の愛らしさがある。あれは多くの人に愛される素養だ。

　勇斗の心配は単なる杞き憂ゆうで、周囲からの負の感情を跳ね除け、フェリシアの言うとおりエフィーリアが人気者になる可能性だって十分にありえる。

　こればっかりは、サイを振ってみるまではわからない。

　そして学校に通い知識を身につければ、エフィーリアの今後の未来は大きく拓ひらけるだろう。その可能性を潰すのは、非常に勿もつ体たいないことだ。過保護に守られているだけでは、子どもは育たない。

　そう、獅子は我が子を千せん尋じんの谷に突き落とす、などということわざがあるように、時には厳しさも必要なのだ。

　ならば――

「ま、とにかくこまめに気にかけてやらねえと、だな」

　勇斗にできることはエフィーリアを信頼しつつ、あくまで遠くから見守り、そしてそのいざという時には迅じん速そくに彼女のサインを読み取り、適切な対処に動くことだ。

　抜ばつ擢てきした責任は、何が何でもとると決意を固める。

「がんばれよ、エフィ」

　眠るエフィーリアの頭をよしよしと勇斗は撫で続けた。







　風雲急が告げられたのは、粘土板の家ヴエクスト視察の翌日のことである。

「失礼しまーす！」

「お仕事中、失礼致します」

　休みボケも抜けすっかりいつもの忙いそがしい日常に戻った勇斗の執しつ務む室しつに、底そこ抜ぬけに明るい声と冷静で落ち着いた声が響いた。

　声の調子はまったく正反対なのに、声こわ色いろは一いつ緒しよである。入室してきたのは、左右対称ともいうべき可愛かわいらしい少女たちだ。

「ん？　どうした？」

「いえ、それが……」

　勇斗の問いにクリスティーナが頬に手を当て困った顔をし、

「アル姉がお父様にお会いしたいと駄だ々だをこねまして。どうやらお父様と過ごしたあの熱い夜が忘れられないみたいで……」

「待て。さらっと嘘うそを飛ばすな」

「こ、こねてないよ!?」

「まったくワガママな姉を持つと苦労します」

「だ、だからこねてないよ!?」

「ほう？　ではお父様に会いたくない、と？　まあ！　なんて親不孝な娘むすめでしょう」

「え、えええ!?　い、いや、そりゃ会いたいか会いたくないかで言えばもちろん会いたいけど、お仕事の邪じや魔まするのは……」

「ほら、やっぱり会いたいんじゃないですか。さらっと嘘飛ばさないでください」

「あうあう」

「というわけで、会う口実を作ってあげた姉思いなワタシに心から感謝せねばなりませんよ、わかりましたかアル姉？」

「うん、わかってる！　ほんとお姉ちゃん思いな妹をもってアタシは幸せ者だよ！」

　嬉しそうに笑うアルベルティーナに、勇斗は思わず目め頭がしらを押さえずにはいられなかった。

　相変わらず妹にいいように操あやつられているチョロい姉である。まあ、幸せというのは多分に主観的なものだ。本人が幸せだと感じているのなら、何も言うまい。

　それに、ひどい話だが、そんなことよりも別のことが気になった。

「では、その会う口実とやらのほうを教えてもらえるか？」

　見た目こそ多分にあどけなさを残してはいるが、この雌狐は情報収集能力にかけては、《狼》でも右に出る者はいない曲くせ者ものである。しかも頭もいい。

　そんな彼女が報告書という形を取らず、わざわざこうして口頭で伝えに来たということは、それだけ重要で緊きん急きゆうな情報だということだ。

「ふふっ、さすがはお父様です」

　クリスティーナは我わが意を得たりと小さく微笑ほほえみ、一枚の紙をピラピラと振ふる。

　いくら彼女が優れた間者といっても、さすがにたった一人で広い範はん囲いをカバーできるものではない。彼女は《爪》の姫ひめ君ぎみだった頃ころから、何人かの小飼いの間者を抱かかえていると聞いている。どうやら今回はそこから上がってきた情報らしかった。

「《蹄ひづめ》の族都ノーアトゥーンが、ミズガルズの遊牧氏族《豹ひよう》により制圧されました」

「あの《蹄》がっ!?　それに《豹》ですって!?」

「……ほう」

　クリスティーナの報告に、フェリシアは驚きよう愕がくを露あらわに声を張り上げたものの、一方、勇斗は目を瞠みはらせるにとどまった。

　もちろん多少驚おどろきはしたが、予想の範はん囲い内ないではある。

　歴史は繰り返す、とはよく言うが、やはり強大な君主を突とつ然ぜん失うというのは、国を混乱させ、その国力を著いちじるしく減退させてしまうのだろう。

　織田信長、豊とよ臣とみ秀ひで吉よし、武たけ田だ信しん玄げん……日本の戦国時代だけを見ても、圧倒的求心力を持った君主が逝せい去きよするや、坂を転げ落ちるように没ぼつ落らくしていった家は少なくない。

　世界に目を向ければ、農耕民の王国が遊牧を生業とする精強な異民族に侵しん略りやくされ取って代わられるのも、これまた歴史の常である。

　だがそんな歴史の流れを知る勇斗でさえ、否いや、知っているからこそ、次のクリスティーナの言葉には耳を疑った。

「部下によれば、《豹》は数千という騎き馬ばの軍団だったとか。馬を駆かけさせながら鉄の矢を次々と放ち、《蹄》の軍が混乱したところにすかさず突とつ撃げきして、完かん膚ぷなきまでに蹴け散ちらしたそうです」

「馬ば鹿かな！　いくらなんでも早すぎるぞ!?」

　ガタッと椅い子すを揺ゆらして、動どう揺ようを露わに勇斗は叫さけぶ。

　鉄に関しては、まだ納得はできる。厳重に秘ひ匿とくされたため数百年間に渡り周辺諸国に伝でん播ぱする事こそなかったが、紀元前一五世紀にはヒッタイト王国が製鉄法を編み出している。ユグドラシルでも、そろそろ鉄の製造法を見つけた氏族がいたとしてもおかしくはない。

　だが、歴史上最初の騎馬遊牧民の国家と言われるスキタイの誕生が、紀元前七～八世紀頃である。さすがに時代が隔へだたりすぎていた。

　あぶみのない裸はだか馬うまの上で戦せん闘とうを行うには、非常に高度な技術を要する。

　実際、現在のユグドラシルの主力兵器であるチャリオットは、勇斗の知る歴史では紀元前一八世紀から二〇世紀頃、遊牧系のアンドロノヴォ文化が起源とされている。いかに生まれた時から馬と弓矢に慣れ親しんで育つ遊牧民と言えど、青銅器時代の頃は戦闘で騎き乗じようすることはほとんどなく、もっぱらチャリオットを用いていたのだ。

　騎馬戦闘に必要な技術の蓄ちく積せきと一いつ般ぱん化かには、まだまだまだまだ時間を要するはずなのだ。

　そう、それこそあぶみでもない限り。

　しかし、勇斗が《狼》であぶみを導入してからまだ二年も経たっていない。実際に騎馬部隊として実戦投入したのに至っては、たった半年前といったところだ。

　あぶみのような単純な代しろ物ものでも、電話もネットもない時代、技術の伝播には途方もない時間がかかる。

　実際、四世紀初頭には中国に存在していたあぶみが、朝鮮半島や日本での使用が確かく認にんされるのは五世紀だ。この距きよ離りですら一〇〇年かかっている。しかも《狼》とその《豹》という氏族は、隣りん接せつすらしていない。

　技術が盗まれた可能性は、ほぼ皆かい無むと……

　そこまで考えて、はっと勇斗の脳のう裏りを横切るものがあった。

「まさか……兄、貴……か？」

　思おもい浮うかんだのは、かつて《狼》の若頭かしらを務めていた、あらゆる技術を盗み取る《千幻の道化師アルスイオーヴ》のルーンを持つ青年のことだった。

　彼ならば、たたら製鉄法を知っているし、あぶみの存在とその有用性も熟知している。

　符ふ号ごうが、あまりにも合いすぎた。

「はい、間ま違ちがいなく……あのひとです」

　フェリシアが硬かたい声で言う。寒いわけでもなかろうに、カチカチと歯が鳴っており、その顔色は今にも倒たおれそうなぐらい血の気が引いて蒼そう白はくだった。

　体調は大丈夫なのかと不安になったが、それと同じぐらいその断定口調が気になった。

「……何か知っているのか？」

「半月ほど前でしょうか。あのひとからわたくし宛あてに書簡が届いたのです」

「なっ!?」

「お兄様の下を離はなれ自分のところに来い、と。その書簡には、今の自分は《豹》の宗主である、とも書かれておりました」

「なぜ……いや、なんでもない」

　なぜ教えてくれなかった？　という言葉を勇斗は寸前で飲み込む。

　聞くまでもないことだった。

　実の兄が勇斗を殺そうとしそれを庇かばった先代を殺害したあの惨さん劇げきは、フェリシアにとって大きなトラウマとなっている。

　加えて、普ふ段だんこそフェリシアは明るく茶ちや目めっ気けもある頼たよれるお姉さんという風だが、内面的には意外と不安に呑のまれやすく脆もろいところがある。

　とにかく目を背そむけていたかったのだろう。ミズガルズははるか遠方の地、《狼》と関かかわることもないと自らに言い聞かせて、向き合うことを避さけたのだ。

「い、今の今まで黙っていたことの罰はいかようにも受けます。た、ただ、お願いですから信じてください。今、わたしが忠誠を誓うのは、兄さんではなく、お兄様のみです！」

「わかってるよ。処罰することなんか何もない。むしろよく話してくれた」

　きっぱりと勇斗は言い切って、安心させるようにポンッとその肩かたに手を置く。大事な副官である。あまり自分を追おい詰つめてほしくなかった。

　黙っていたことは、確かに褒められることでは決してない。二年前の勇斗なら、その「弱さ」を否定し責め立てたかもしれない。
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　だが今の勇斗は、人間がそこまで強くはいられない生き物であることを知っていた。

「きっと、兄貴はまだ俺おれのことを恨うらんでいるんだろうな……」

　ぎしっと椅子の背もたれに身体を預けて、勇斗は虚こ空くうを見上げる。

　勇斗が憧あこがれた彼かの女じよの兄ロプトもまた、人間としての弱さを抱えていたのだろう。フェリシアの父代わりとして、勇斗の兄代わりとして、《狼》の長ちよう兄けいとして、それを下の者に見せないようにしていただけで。

　あの朗ほがらかな笑顔の下で、いくつもの疑心や不安を抱えていたに違いない。変に心に溜め込んでしまい、何らかの拍ひよう子しで暴発させる辺りはやはり兄きよう妹だいなのかよく似ている。

　表面だけを見て強いひとだと勝手に理想化してそこに気付かなかった二年前の自分の未熟さには、憤いきどおりさえ覚えた。

「しかし、さすがだな。たった一年半で《豹》の宗主にまで昇り詰めているとは……。とりあえずは素知らぬ顔で戦勝の祝辞と友好を望む書簡を送っておくか」

　ノーアトゥーンを落としたことで、《豹》は《狼》傘下である《角》とその領土を接することとなった。

　隣りん国ごくとなった以上、無関係では決していられない。いやおうなく二つの氏族の間にはいくつもの利害が生まれてくる。

　仲良く共存できれば、と心から思う。かつて世話になった兄貴分と争い合いようなことはしたくなかった。

　そのためにはまず――

「おい、アルクリ」

「あの、そういうふうに一ひと纏まとめにされるのはさすがに心外なのですが」

「お前ならわかってると思うが、今の話、口外するなよ？」

「心得ております。アル姉もワタシがきっちり調教しておくのでご心配なく」

「調教っ!?」

「ああ、頼たのんだ」

「しかも肯こう定ていされた!?」

　少々アルベルティーナには可哀かわい想そうではあったが、事が事だけにここは諦あきらめてもらうしかない。

《豹》の宗主が《狼》の元若頭かしらロプトであるということが万が一にも露ろ見けんすれば、《豹》との交戦を主張する者が大勢出てくるだろう。

　ユグドラシルにおいて、親殺しは最大の禁きん忌きだ。それを犯おかしたロプトが他氏族でのうのうと宗主の座に居い座すわっているなど、《狼》としては絶対に許すわけにはいかないし、見み逃のがすわけにもいかなくなる。

　ロプトとしても、自らが親殺しの大罪人であることをわざわざ公おおやけにはしないだろう。フェリシアに書簡を送っていることからして、こちらにバレても一向に構わぬとは思っているようだが。知らぬ存ぜぬで通せると踏ふんでいるといったところか。

　ならば、とりあえずこちらが口をつぐめば、この真実は闇の中に葬ほうむれはするはずだ。

　だがどれだけ心を砕くだこうと結局、争いは避けられないのではないかという確信にも似た予感を、勇斗が覚えていたこともまた事実だった。

「『次の二つのことは、絶対に軽視してはならない。第一は、忍にん耐たいと寛かん容ようをもってすれば、人間の敵意といえども溶よう解かいできるなどと思ってはならない。第二は、報ほう酬しゆうや援えん助じよを与あたえれば、敵対関係すらも好転させうると思ってはいけない』……か」

　マキャベリの著書『政略論』の一節だ。

　普段、頼りにし教訓としているマキャベリの言葉が、今日に限っては、今後の未来を暗示しているようで、なんとも不ふ吉きつなものに思えて仕方がなかった。







　夜、勇斗は寝室でスマートフォンの画面を下から上へと慌ただしくフリックしていた。

　勇斗は宗主パトリアークである。個人の感かん傷しようは別として、彼には領内の民の安全と富を守る義務がある。右手で握手しながら、左手には棍こん棒ぼうを握るのが外交の基本である。隣国の脅威に対して無策であるのは危険すぎる。しっかり対策を講じておく必要があった。

　国家間の交渉は、ヤクザ相手のそれによく似ている。

　ヤクザが刃物や拳銃を見せびらかして交渉してきたら、普通の人は脅しに屈して理不尽であろうとその要求を呑むしかなくなるように、相手の武力に対するカウンター能力を備えておくことは、平和裏に交渉を進める上でも必須のことだった。

　とは言え、対歩兵用の戦術、対チャリオット用の戦術に関しては、必要に駆られていたこともありこれでもかと調べ尽くした勇斗も、さすがにユグドラシルには存在しないと高をくくっていた対騎馬用の戦術にはほとんど無知もいいところだった。

　そこで慌てて騎馬への対抗策をネットで検索していたのだが、

「やれやれ、敵に回すとつくづく厄介だな」

　調べれば調べるほど思い知らされるのが騎馬の圧倒的戦闘力だった。

「おっと、これ以上は電話に差し支えるな……あ、もしもし美月か？」

　まだ調べたい気持ちを抑えつけ、勇斗は幼馴染へと連絡を入れる。

『もしもし。こんばんは、勇くん』

　その聞き慣れた柔らかな声を聞くだけで、勇斗は一日の疲れが和らぎ、心が安らいでいくのを感じた。

　今日は電話できないとメールで済ますこともできなくはなかったし、効率だけを考えればそれがいいということも理性ではわかっていたが、それでもこうして電話するのは、まさにこの癒やしを求めてだった。

　勇斗にとって美月との他愛ない会話は、宗主であることを忘れられる唯一の時間だった。

　実際、遠征や外遊などで声が聞けない期間は、どんどん心が荒んでいくのが自分でもわかるのだ。どれだけ切迫していようと、イアールンヴィズにいる間は、この時間を完全にゼロにする気にはなれなかった。

「おう、こんばんは。今日は何してたんだ？」

『こっちはごく平凡な一日だったよ。で、勇くんこそ何があったの？』

「へ？」

『なんか無理に明るく振る舞ってる感じがしたよ？』

「……ほんと何でもお見通しなのな、おまえ」

『そりゃあ物心つく前からの付き合いですから』

「やっぱりお前には隠し事できねえなぁ」

『うん、そうだよ。温泉から帰った後の勇くんもちょっと挙動不審だったけど気づかないふりをしてあげたんだからね？』

「え、あ、う……」

　この幼馴染の勘は、心底恐ろしいと戦せん慄りつする勇斗。

　いつもと変わらない調子なのに、どこかその声には怒りのニュアンスが滲にじんでいるのがはっきりと感じ取れた。

　なるほど、物心つく前からの付き合いと言うのは、本当に侮あなどれない。

『まあ、その辺は怒りゲージが溜まったら追求するとして』

「あ、あはは……」

　乾いた笑みを浮かべつつ、溜めないように気をつけようと勇斗は心の中で固く誓う。

『で、宗主としての勇くんおとつつあん、どんな問題が起きたの？　あたしなんかじゃ相談には乗れないけれど、愚痴ぐらいは聞いてあげられるよ？』

「ありがとよ……」

　世間では《狼》を近隣でも有数の強国へと導いた稀代の英雄と言っても、勇斗は元々は平和ボケした日本で過ごしてきた学生に過ぎない。

　愚痴や弱音を吐きたい時ぐらいある。だが、宗主パトリアークとして、下の者においそれと聞いてもらうわけにもいかなかった。

　本当にこの幼馴染の存在は、勇斗にとって救いだったのである。

「んと、実は、さ」

　勇斗は今の《狼》をめぐる現状を語って聞かせた。

《蹄》が敗れ、《豹》が現れたこと。

《豹》が騎馬の軍団であること。

　そして、《豹》の宗主がかつて世話になった兄貴分ロプトであることを。

『勇くん……大丈夫なの？』

　全てを聞き終えた後、心配そうに美月は言う。

　その不安げな声を聞くと、話した事を少しだけ後悔する。ただ、こういう情報は隠したところで、戦いくさに発展などすれば一発でバレる。たとえ戦にならずとも、不穏さがただよい始めただけで勇斗もピリピリするし、この幼馴染ならそれをしっかりと感じ取るだろう。

　ちゃんと教えて欲しいと以前、きっぱりと言われてもいる。突然いなくなったりしたら心構えができないから、と。

　この幼馴染には迷惑ばかりかけている。そんな彼女の意思は尊重したかった。

「まあ、なんとか対策を整えるよ。ただちょっと時間ないから明日あたりから電話の時間、少し減らすことになると思う。ごめんな」

『ううん、もちろんそっちも心配なんだけど、さ。そういうことじゃなくて、勇くん、ロプトさんと……戦えるの？』

「…………」

　咄とつ嗟さに言葉を返せなかった。

　騎馬を相手にどうするかばかりで、そのことについては全く考えていなかった。

　否、無意識に考えることを避けていたのかもしれない。

　乾いた口内を唾つばで湿らせてから、勇斗は天を見上げて自分に言い聞かせるように言う。

「……俺は《狼》の宗主だ。もしその時になれば、好むと好まざるとにかかわらず、戦うしかないさ」







「兄上のお言葉と言えど、それはさすがに承服しかねます！」

　リネーアは憤ふん慨がいを露わに声を荒あららげた。

　クリスティーナよりノーアトゥーン陥かん落らくの報がもたらされた翌日、情勢の急変により帰国の準備を進めていたリネーアに、勇斗が今後の方策を授さずけた反応がこれだった。

「とにかく城に立て篭もり絶対に打って出るななど、それでどうやって民を守れと言うのです!?　それでは城じよう郭かくの外の農地は荒あらされ放題ではございませんか！」

「とりあえず落ち着け、リネーア」

「これが落ち着けますか。よくもそこまで我が《角》の兵を見くびってくれたものです！」

　リネーアがここまで勇斗に対して怒いかりを露わにするのは、まだ敵同士だった頃はいざ知らず、兄妹の盃を交かわしてからは初めてである。

　いかに敬愛してやまない兄貴分の言葉と言えど、今回ばかりは民衆への愛情がことさら深い彼女には、さすがに容易には受け入れ難いようだった。

　だが、勇斗としても引き下がるわけにはいかなかった。

「別に見くびってなんかいない。うちの兵だろうと同じ指示を出す。まともに戦って勝てる相手じゃないんだ！」

　バッと腕うでを勢いよく振り、語気を強めて言い切る。

　そのあまりに必死な形相に、ようやくリネーアも騎馬の脅威をおぼろげに察したようだった。

「……兄上がそこまで言うほどですか」

　リネーアにとって勇斗は、あの《蹄》の英えい雄ゆうユングヴィ、《雷》の虎心王ドールグスラシルステインソールという強敵を完膚なきまでに撃ち破った、まさに軍神もかくやという稀き代たいの名将だ。

　その彼が戦わずに防衛に徹てつするしかないと言う……。

　気がつけば、リネーアの喉のどはゴクリと我知らず鳴っていた。

「ああ、それぐらい……騎馬の集団ってのは厄介この上ないんだ」

　顔を強こわ張ばらせ、はあっと重い溜め息をつく勇斗。

　歴史を紐ひも解とけば、東は遊牧系の国家である匈きよう奴どが農耕系の国家である劉りゆう邦ほう率いる漢を下し、その後、武ぶ帝ていの時代まで貢納物を献けん上じようさせ属国扱いしている。

　西を見れば、後五世紀、ゲルマン民族の大移動を引き起こしたのは、まさに騎馬遊牧民族であったフン族の脅威であった。

　世界最大の版図を築いたモンゴル帝国に関してはもはや言うに及およばずだろう。

　中国北ほく宋そうの時代には、女真族の武装騎馬兵一七騎が、二〇〇〇の歩兵を潰かい走そうさせたというもう何かの冗じよう談だんとしか思えないような史実まであった。

「だからいいな？　《豹》が攻せめてきたら、とにかく守りに徹するんだ！」

　リネーアの両りよう肩かたを掴つかみ、これ以上ないほど真しん剣けんな表情で、勇斗は言いい含ふくめるように最初の言葉を繰り返した。







「ああもう、相あい変かわらずくっせえなぁ」

　帰国するリネーアを見送った帰り道、城門をくぐり抜けた矢先、勇斗は思わず鼻をつままずにはいられなかった。

　隣ではフェリシアも、悪あく臭しゆうの発生源に目を向けつつ顔をしかめている。それは四本の脚で立ち、馬よりもさらに大きな体たい躯くを誇っていた。そして背中にはこの生物の最大の特徴ともいうべきコブが隆りゆう起きしている。

　いわゆる駱駝らくだであった。

　数日間飲まず食わずで移動できるため水すい源げんの乏しい土地の移動に極めて適しており、また馬より重い重量の荷物を運べるという利点もあり、イアールンヴィズを訪れる交易商人には使し役えきしている者も少なくない。

　ただ、体臭が臭いのが難点である。しかも下手に近づくと、威い嚇かくのため鼻がひん曲がりそうなほど臭い唾を吐きつけてくる時もある。

　勇斗も昔、興味本位で近づいて、酷ひどい目にあったものである。以来、勇斗は駱駝のそばには近寄らないようにしていた――

　――のだが、駱駝の持ち主と思しき交易商人と談だん笑しようしている見知った男の姿が目に止まるや、

「これはこれは期待の新しん鋭えいたる我が子じゃないか、調子はどうだ？」

　足あし早ばやに駆け寄り、オーバーアクション気味に親しげに声をかけてみせる。

「……ほんと勘かん弁べんしてくださいよ、親父さん」

　男――ギンナルが眉み間けんにしわをよせ、それはそれは嫌そうな顔を向けてくる。

　勇斗は思わず吹き出しそうになったが、なんとか堪こらえ、さも真面目ぶった顔と声で続ける。

「いやいや、謙けん遜そんすることはない。今、《狼》の市バザールが栄えているのはお前の尽力あってこそだ。お前のような素晴らしい子を持てて、俺は本当に幸せ者だよ！」

　勇斗は両腕を組み、しみじみと頷いてみせる。

　慰安旅行に先立って、勇斗は通貨流通の功を評価して、ギンナルに直じか盃さかずきを与えていた。登用してまだ半年ほど、異例のスピード出世である。

　市場の混乱をほとんど起こすことなく通貨を市民に馴染ませたギンナルの功は決して低くはないが、通貨を考え施行までこぎつけたのは勇斗を含め幹部たちであり、正直なところ登用期間を考えても直盃を与えるにはまだ功が足りないと言わざるをえない。

　実際、幹部たちからも直盃を与えるにあたり、そのような反対意見は上がっていた。それをある目的があるからと理由を説明し、今回だけだから特例で見逃せと勇斗は説き伏せての盃だった。

　その目的とは――

「ん、おおっ！　貴方様がかの有名な《狼》の宗主ユウト様でございますか。お初にお目にかかります。わたくし、《剣》より交易で参った商人で――」

　目ざとく商機と見て取った交易商人が、さっそく自分を売り込んできた。

　下心はありありと見えたが、表情には出さずに勇斗はギンナルを交えてしばし話し込む。

　ネットも電話もない世界である。他国の情報を得るのはなかなか難しい。街から街へと渡り歩く交易商人は、貴重にして重要な情報源だったのだ。

「しかし、俺が尊敬する先生も『ある人物を評価するに際して最も簡単で確実な方法は、その人物がどのような人々と付き合っているかをみることである』と述べていたが、さすがはギンナルだな。素晴らしい人脈を持っている」

「ははは、ユウト殿は世辞もお上手ですな」

　勇斗はつくづく感じ入ったように首を左右に振れば、交易商人も楽しそうに笑い声をあげる。

「いや、本心だよ。そんな貴方なら随分と顔が広そうだ。《狼》は今、人材を広く募っていてな。優秀ならギンナル同様、厚遇したいと思っている。職種は問わないので、良い人材に心当たりがあればぜひお知らせいただけると有り難い」

「その、私などでも登用していただけるのでしょうか？」

「おおっ、もちろん。歓迎するぞ」

「本当ですか！　いやぁ、言ってみるもんですな。では、このガラス製品をグラズヘイムに届けた後、戻ってまいりますのでその時にはぜひ！」

「ああ、心待ちにしているぞ。ぜひギンナルの後に続いてくれ」

　ガシッと勇斗は交易商人と熱い握手を交わす。

「親父さん、ちょっと……」

　そこに一人渋い顔のままのギンナルが、なんとも意味深に宮殿のほうへと視線を向ける。

　勇斗も心得たように頷き、

「それでは俺はここらで。良き旅を！」

「おお、ありがとうございます。ユウト様もご壮健であられますよう」

　交易商人に別れを告げてその場を後にする。

　しばらく歩いた後、勇斗は近くにフェリシア以外いないことを確認して、ギンナルに問いかける。

「それで、何の用かな、英えい邁まいなる息子よ」

　やはり褒め称える形容動詞を付けて。

　もっとも、その口元にはにやにやとなんとも悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんでいたりしたが。

「だから！　親父さんにそんな持ち上げられると、こっちはもう身の置き場がねえんですよ！　むず痒がゆくって耐えられません！」

「はははっ、俺だってそれをいつも感じてるんだ。ギンナルも我慢してくれ」

「はあ……なんとも面倒くさい役目を押し付けられたもんです」

　がっくりとギンナルが肩を落とす。

　心底困っているのがありありとわかる。少し可哀想になってきたが、今更やめるわけにはいかなかった。

　慰めるように、勇斗はぽんっとギンナルの肩を叩く。

「でも、ギンナルのおかげで早速、人材が押しかけてきてるよ」

「全部親父さんが考えたことじゃないスか」

　そう、実はこの茶番劇は、《狼》の人材難を解消するための策の一環であった。

　先まず隗かいより始めよ、ということわざがある。

　現代日本では、物事は言い出した者から始めよというたとえとして使われる言葉だが、その語源は中国の戦国時代にまで遡さかのぼる。

　戦国七雄の一国、燕えんの昭しよう王おうは、富国強兵のためには優秀な人材が多く必要と考え、学者の郭かく隗かいにどうすれば人材が燕に仕官してくれるだろうかと質問した。

　これに対し郭隗は、

『もし賢者を招き入れたいとお考えならば、まずはこの隗を優遇してください。そうすれば、この隗よりも賢い者がどうして、千里の道を遠いと思うでしょうか、いや遠いとは思わずに遠方からでもこの国に仕官してくるはずです』

　と答えたと言う。

　昭王はこれをもっともだと聞き入れて、以後、郭隗を師と仰ぎ、特別に宮殿を造るなど手厚く遇した。

　果たして、後世、諸しよ葛かつ孔こう明めいも絶賛した名将楽がつ毅きを始め、鄒すう衍えんや劇げき辛しんといった優れた人材が他国よりこぞって燕へと赴き、彼らの力を得て、昭王は燕の全盛期を築き上げたという。

　勇斗はこの逸話をギンナルを使って真似したわけである。他の子分たちが嫉妬したり、贔屓だと不満を抱かないよう細心の注意も払いつつ。

　ユグドラシルでの情報伝達には、交易商人が多大な貢献をしている。先程の交易商人との会話は、まさに近隣に噂を広める絶好の機会だと一芝居みせたのだ。

　すでに幾度か似たような会話を他の交易商人とも交わしている。

　その甲斐あり、まだ実施して二週間弱ながら、《狼》へと仕官を求めてくる人間の数は明らかに増え始めていた。







「はあ……」

　ジークルーネは抜ぬき身みの日本刀を掲かかげ、なんとも重々しい溜ため息いきをついた。

　兵士たちから戦場の女め神がみとさえ謳うたわれる凛りんとした美び貌ぼうの持ち主だが、なぜか今はその表情は翳かげりを帯び、いっそ儚はかなげな雰ふん囲い気きさえ漂ただよわせていた。

「おいおい、そいつは今まででも会心の一作なんだぞ。いったい何が不満なんだよ」

　工こう房ぼうの主イングリットは、両手を腰こしに当て不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。

　作り上げた作品は、彼女にとっては我が子も同然である。しかもその出来には心から自信をもって送り出した逸いつ品ぴんである。

　だというのに刀身を見るや溜め息をつくなど、彼女にとっては侮辱以外の何物でもなかった。

「ああ、いや、出来に不満はない。実にいい出来だ。ありがとう」

「その割には全然満足した顔してないじゃないか」

「いや、その、この刀はお前が打ったんだろ？　そこにいる弟で子したちと」

「ん、ああ、そうだけど？」

「はあ……」

「喧けん嘩か売ってんのかてめえ！　『最も強き銀狼マーナガルム』だかなんだかしらねえが買うぞこの野や郎ろう！」

　ピキピキとこめかみに青筋をはしらせて、イングリットは服の袖そでをまくる。相手が今まさに刃は物ものを手にしているというのに気にもしない。

　彼女にも職人の矜きよう持じというものがあるのである。元々、おおらかなタチでもない。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぶち切れたようだった。

　むしろ慌てたのがジークルーネのほうである。

「す、すまん、そういうつもりは全然ないんだ」

「あろうがなかろうが知った事か。ちゃんと溜め息をついた理由を聞くまでこの工房から一歩も出さねえからな。あともし納得がいかなかったら、金輪際てめえには武器を作ってやらねえ！」

「そ、それは困る！」

　さすがのジークルーネも、これには悲鳴じみた声をあげた。

　戦士にとって武器は自らの命を預ける代物である。《狼》最高の鍛冶かじ師しであるイングリットの作とその他の有う象ぞう無む象ぞうの作とでは、信頼感がまるで違ちがう。

　そして、そのわずかな差が生死を分けるのが戦場である。ジークルーネにとってはまさに文字通りの死活問題だった。

「納得しなかったら、だ。ちゃんとした不満だったら許してやるよ。それどころかただで新しいの打ち直してやるっての」

「～～、わ、わかった。言おう。た、ただ、そこの弟子たちは下げてくれないか？」

「あん？　みんなの前で言えねえ理由なんかで、あたしが納得すると思ってんのかよ。確かにあんたは戦場で命張ってるかもしれないが、こっちだって戦士の命を預かるものを作ってると言う責任から、一本一本精せい魂こんこめて作ってんだ！　舐なめるのも大たい概がいにしやがれ」

　おおおっと弟子たちから感かん嘆たんのどよめきが起こる。こと物づくりにかけては相手が誰だれであろうと妥だ協きようしないその心意気は、まさに職人の鑑と言えた。

　イングリットの気き迫はくにジークルーネは一歩たじろいだが、そこで覚かく悟ごを決めたようだった。ごくりと唾を飲み込み、両人差し指を交差させ、か細い声で言う。

「その、これ、父上が作って下さったものではないのだな、と」

「あん？」

「だ、だから、できれば父上に作ってもらいたかったんだ！」

　やけっぱち気味に叫ぶジークルーネ。

　口にしてからはっとなって、顔を真っ赤にしてうつむくが、今更ひっこめるわけにもいかない。ぼそぼそと続ける。

「も、もちろんわたしとて父上が今お忙しいのはわかっている。この刀が以前のものより出来がいいのも、な。だが、父上がともに戦ってくれているというあの安心感・高揚感は、もう得られないのか、と。そう思うと、な……」

　ジークルーネはギュッと刀の柄つかを握にぎり締しめ、なんとも寂さびしげに顔を曇くもらせる。

　勇斗とイングリットの共作である彼女のかつての愛刀は、先の《雷》との戦で、ステインソールに弾はじき飛とばされ、その後の洪こう水ずいによりいずこかへと押おし流ながされてしまっていた。

　戦士は験げんを担かつぐものである。ジークルーネもそれは例外ではない。

　彼女にとっては、《蹄》のユングヴィ戦、《雷》のステインソール戦と、たびたび彼女の命を救ってくれた縁えん起ぎ物ものである。《爪つめ》の勇者ムンディルファリを討うち取とった刀も、それとは違うが、やはり勇斗が打った刀であった。

　ジークルーネは勇斗の加護のおかげで今生き延びられているのだと心から信じていた。

　泰たい然ぜん自じ若じやくに見えても、まだ一〇代の少女である。戦場での心の拠より所どころを失い、言いようのない不安を感じていたのだ。

「あ、あ～……」

　言葉に詰まり、イングリットはポリポリと頬ほおをかく。

　もし仮にイングリットが男であったなら、軟なん弱じやくなことを！　とさらなる怒りを覚えていたかもしれない。

　しかし、男らしい気風の良さが目立つが、なんだかんだで実は勇斗の子分の中でも飛び抜けて女性らしい感性を持っているのがイングリットという少女である。ジークルーネの気持ちが痛いほどわかってしまったのだ。

　わかったからこそ、実に気まずい。なんと声をかければいいのか途と方ほうにくれていると、新たな来客が現れた。

「よう、イングリット。ちっとお願いしたいことがあるんだけど……」

「ち、父上っ!?」

　ちょうど話題にしていた人物の登場に、ジークルーネが目に見えて慌てふためく。

　彼女は自分の存在価値を戦闘に見み出いだし、自らを勇斗の『剣』だと任じている。弱音を吐いているところを聞かれたくはなかったのだ。

「ん、ここにいたのかルーネ。ちょうどよかった。さっきギンナルからこれ受け取ったんだけど……」

　言って、勇斗はフェリシアに持たせていた細長い布袋を顎あごで指し示す。フェリシアも心得たように頷き、袋ふくろを解いていく。

「おっ、おおお……っ！」

「きゃっ！」

　チラリと中の一部が見えた瞬しゆん間かん、ジークルーネが心底驚いたように目を見開き、フェリシアから強ごう引いんに布袋を奪い取る。

「ちょっ！　いくらなんでも乱暴すぎるわよ、ルーネ！」

　さすがにこの酷い扱いに、フェリシアは頬を膨ふくらませて抗こう議ぎするが、ジークルーネの耳にはまったく届いていないようだった。

　ジークルーネは布袋をまるで生き別れた我が子のように愛いとおしそうに抱き締め、そのボロボロの柄に、ポロポロと涙なみだを零こぼしながら頬ほお擦ずりしている。

　ジークルーネは戦士である。どれだけ変わり果てようと、愛刀の柄を見み間ま違ちがえようはずもなかった。

「柄はひどい有様だけど、刀身は無事だったぞ。イングリットに直してもら……って、聞こえてなさそうだな」

「そのようです。ふふっ、良かったわね、ルーネ」

　やれやれというふうにフェリシアは溜ため息いきをついた後、慈いつくしむような優やさしい笑えみを浮かべた。







　ビフレストから山脈を隔てた北に位置するミズガルズ地方は、雨がほとんど降らず気候がかなり乾かん燥そうしており、その大半は樹木がほとんどない丈の短い草原ステップや砂さ漠ばくに覆おおわれている。

　また河か川せんや湖といった水源もほとんどなく、農耕には極めて適していない。

　そのため、この地に住む人々は主に牧ぼく畜ちくを中心に生計を立ててきた。家か畜ちくが牧草地の草を食べ尽くさないよう一箇所に定住することなく、ほぼ一定の地域を一定のサイクルで移動しながら生活している。

　そんなミズガルズでは人間は「赤い食べ物」と「白い食べ物」で生きていると考えられていた。赤が肉、白が乳製品である。

「ふん、やはり慣れ親しんだものが一番舌に合うな」
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　パンをかじり、葡萄酒ワインを呷あおるや、フヴェズルングは満足気に一つ頷く。

　どちらもミズガルズではなかなか口にすることができない代物である。

　そして、以前はほぼ毎日のように食していたものでもある。懐なつかしさに自然と口元は綻ほころぶも――

「っ！」

　唐とう突とつに眉間にズキンッと鈍にぶい痛みが疾り、フヴェズルングは奥おく歯ばを噛み締める。

　そこには彼がまだロプトと名乗っていた頃、隣国《爪》の勇者ムンディルファリに付けられた傷があった。

　この古傷が疼うずく度、彼の脳裏には忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえる。まさにこの傷を負った戦いで、自分は憎にくむべきあの小こ僧ぞうに取って代わられたのだ。

「『《豹ひよう》の宗主フヴェズルングに伝えよ。我、《狼》が宗主ユウトは言う』、か。兄である私を騙し、あげく父上を盾にしてぬけぬけと生き延びた親殺しがよくも宗主などとほざいてくれたものよ。貴様にそんな資格などあるものか……っ！」

　先程届けられた書簡の文面を思い出しつつ、フヴェズルングは吐き捨てる。

　今もまだ、父親の肉と骨と、そして命を断った感かん触しよくがありありとこの手には残っていた。

　この一年の間、眠る度にその時の光景が夢で繰り返され、彼の心を蝕むしばみ続つづける。

　人間は自らの精神の安定を図はかるため、時に自らの記憶を都合の良いように改ざんする時がある。

　あの小僧の奸かん計けいに嵌はまり、自分は敬愛する父を斬きり殺ころす羽目になった。

　いつしか彼にとっては、それが唯一絶対の真実となっていた。

「姑こ息そくにも我わが最愛の妹フェリシアの書簡まで捏ねつ造ぞうしおって。待っていろフェリシア、今すぐ私が救い出してやる！」

　もう一通、宗主のものとは別に《狼》から届いた手紙をぐしゃっと握り潰すフヴェズルング。

　そこには、自分が慕したう兄は勇斗一人である、と書かれていた。

　彼の妹は、とても兄思いな娘むすめだった。この世でたった一人の肉親でもある。彼女が自分を拒きよ絶ぜつすることなどありえるはずがなかった。

　故ゆえにこの手紙は全くの偽にせ物ものであるとフヴェズルングは断じた。そしてこの手紙が偽物であるならば、彼の妹はあの僭主の囚とらわれの身にあるということだ。

　ズキリと、再び眉間に疼とう痛つうが疾る。

　この傷は、《あらゆる力の要求にこたえる者アルスヴイズ》のルーンを持つ者に刻まれた。だからだろうか、この傷が疼くたび「欲望を満たせ」と心の奥おく底そこで誰かが囁ささやく。

　ドス黒い衝しよう動どうが心に広がり、感情の抑おさえが利きかなくなり、代わりに全身に力が漲みなぎってくるのだ。

　彼はその内なる声に心を委ゆだねて、にた～っと舌なめずりする肉にく食しよく獣じゆうのごとき笑みを浮かべた。

「今こそ返してもらうぞユウト。私から奪ったものを全すべて、な」







　ミュルクヴィズは《角》の西せい端たんに位置する城じよう塞さい都と市しである。ヒミンビョルグ山脈からも程ほど近ちかく、古来より木材交易の拠きよ点てんとして栄えてきた歴史を持つ。

　街はエルムト川の支流の中なか洲すに築かれており、進入路が限られ、天然の要害として他氏族の侵しん入にゆうを防いできた。

　かの《蹄ひづめ》の英雄ユングヴィも、この都市を落とすのは困難と思ったらしく、より南の拓ひらけた土地から族都フォールクヴァングへと侵しん攻こうしている。

　ミュルクヴィズの知事を任されているのは、グンナル。先代フルングニルの代から数々の武功を上げ、《角》でもその人ありと謳われた将である。

　今、彼を悩なやませているのは、一〇日前より西より侵入してきた蛮ばん族ぞくたちであった。

「まったく忌いま々いましいやつらよ」

　思わず吐き捨てる。

　報告によれば、いかにもミズガルズの遊牧民と思しき装束に身を包つつみ、馬を駆かって現れたその集団は、ミュルクヴィズの周辺に点在する村々を襲おそっては、住民を殺し、女と食料を奪い、最後には火を放つという狼ろう藉ぜきの限りを尽くしていた。

　ガァァン！　ガァァン！　金属を叩きつける甲かん高だかい音が鳴なり響ひびく。

「おのれ、また来おったか」

　周囲の土地を略奪し尽くしたのか、蛮族はついにミュルクヴィズの城じよう壁へきそばにまで現れ始めていた。

　宗主リネーアより決して打って出ることなくミュルクヴィズの防衛に徹しろと厳命を受けてはいるが、いい加減、我慢の限界であった。

　グンナルはこのミュルクヴィズの周辺一帯を治める知事である。預かった民の命と富を守らずして、何のために自分はここにいるというのか。

　いったい何のために、領民は高い税を納めているというのか。

　自らを守ってくれない支配者に、一体誰が付き従うというのだろうか。

「もう勘弁ならぬ！　あの馬ば賊ぞくども、蹴け散ちらしてくれる！」

　怒り心頭に発し、グンナルはついに兵を率いて撃って出た。

　物見の報告によれば、敵の兵力は五〇〇に満たぬと言う。

　対してこのミュルクヴィズに配備されている兵は一五〇〇、実に三倍強である。

　しかもである。《角》の宗主リネーアは、戦場の将としてはせいぜい中の上といったところだが、国を治める王としては、極めて高い能力と柔じゆう軟なんな思考を持っていた。

　軍神の生まれ変わりとさえ称しようされるかの《狼》の宗主ユウトが考案したという人の身みの丈の三倍はあろうかという鉄の長なが槍やり。

　彼女はそれを《狼》から輸入し、国境を守るミュルクヴィズの兵士たちに配備していた。また兵士たちにも密集陣形の訓練をこの二ヶ月の間、徹てつ底ていして積ませている。

　この最強の武器と戦術があれば、あんな野盗のごとき集団、敵ではない。

「かかれかかれーっ！」

　号令とともに、グンナル率いるミュルクヴィズ駐屯軍を突とつ撃げきさせる。

　ミュルクヴィズ駐屯軍が接近した瞬間、馬賊は三手に散開した。

　正面の一隊は、器用にも後方に下がりながら矢を射掛けてきた。

　ファランクスがいかに無類の突撃力を有していようと、騎き馬ばの速度には敵かなわない。

　いかに圧あつ倒とう的てきなリーチを持つ長槍であろうと、弓の飛ひ距きよ離りには敵わない。

　結果、ミュルクヴィズ側の攻撃は一切届かず、敵の攻撃だけを一方的に受けるという状況がどこまでも続く。

　これはやばいとグンナルが気づいた時にはもう遅かった。

　すでに馬賊の残り二隊が、ミュルクヴィズ駐屯軍の両側面へと、騎馬の持つ圧倒的機動力によってあっという間に回り込み、これまた矢を射掛けてきたのだ。

　気がつけば、三分の一に過ぎなかったはずの馬賊に、ミュルクヴィズ駐屯軍は完全に包囲されていた。

　ミュルクヴィズ駐屯軍の弓部隊がなんとか応戦しようと試みるも、馬に乗る相手は高速で移動しており、対するミュルクヴィズ駐屯軍は徒歩である。ミュルクヴィズ駐屯軍の矢はろくに命中せず、相手の矢は次々に味方の命を奪っていく。

　この一方的な展開に、ミュルクヴィズ駐屯軍の兵士たちは動転し完全に浮うき足あし立だった。陣形が崩れ始める。

　馬賊は好機を見逃さなかった。

　両りよう翼よくの兵士たちが弓を捨て、槍やりを構えてミュルクヴィズ駐屯軍を挟きよう撃げきする。

　ただでさえファランクスは、その全ての戦力を前方に向けているため側面からの攻こう撃げきにはめっぽう弱い。

　混乱状態ともなれば、尚なお更さらである。

　そこからミュルクヴィズ駐屯軍が壊かい滅めつするまで、小一時間も要さなかった。一五〇〇名のうち生き残れたのは五〇〇名にも満たない。

　一方、《豹》の死傷者はほんの数名。

　ほぼ無傷に等しい圧倒的な展開であった。こうして守り手のいなくなった城塞都市ミュルクヴィズは、易やす々やすと《豹》の手に落ちたのである。







《豹》襲しゆう来らいの報は、その日のうちには勇斗の下へと届いていた。

　孫子を始め、数あま多たの軍略書には情報の重要性が説かれている。

　元々《蹄》や《雷》といった難敵に隣りん接せつし、戦略的には《狼》の西の盾という側面を持つ《角》である。その事実を重く捉とらえ、《蹄》戦の後、勇斗は狼煙のろしによる情報伝達法をリネーアに伝授していた。

　狼煙は中国では紀元前二世紀頃ころには使用の記録が残っている。奇くしくも今の状じよう況きようと同じく、騎馬民族『匈奴』の襲来をいち早く伝えるものとして。

　狼煙の伝達速度は実に時速一四〇ｋｍにも及ぶ。さすがに煙けむりだけでは複雑な情報まで送ることはできないのだが、『緊急警報』としては非常に優秀であった。

　そして狼煙による第一報に遅おくれて、伝でん書しよ鳩ばとによる詳しよう細さいな情報も次々と上がってくる。ミュルクヴィズ陥落の報も、一両日中には勇斗の知るところとなっていた。

「やはり戦うしかないのか……」

　溜ため息いきとともに、勇斗は空を見上げる。

　二年前、鉄の精せい錬れんを成功させたあの日、こんな星空の下、ロプトが夢を語っていたことを昨日のことのように思い出せた。

　彼が守るはずだった《狼》を、今は勇斗が守り――

　守ろうとしていたはずの《狼》に、彼は今、猛もう然ぜんと牙きばを剥むいてきた。

　運命の皮肉を感じずにはいられない。

　まだ心の中に、迷いはあった。

　戦うと言うことは、刃やいばを向けるということである。

　直接ではないにしろ、相手の命を奪おうとすることにほかならない。

　そんなことが、果たして自分にできるのだろうか。

　戦わずに済む道があるのではないか。

　だが、すでにミュルクヴィズが落ちた今、勇斗に躊躇ためらうことは許されない。勇斗が迷って決断を遅らせれば、その代価は無む辜この民の命で贖あがなわれることとなる。

「やっぱり俺おれは、死んだら地獄行きだな。……まあ、今更か」

　瞑めい目もくし、自じ嘲ちようしたようにつぶやく。

　すでにこの手は多くの血で汚よごれている。

　それでも前に進むと決めたのだ。

　勇斗は宗主なのだから。個人的な感傷で立ち止まるなど、これまで奪った命への冒ぼう涜とくである。

　割り切れる割り切れないではない。割り切らなければならないのだ。

　そう自分に言い聞かせて、勇斗は妹国を守るため兵を挙げた。







ACT4







《角》の族都フォールクヴァングの周辺に、続々と《狼》の兵士たちが集まってきていた。

　その数、実に八〇〇〇弱。三ヶ月前、《蹄》との戦いの時にこの街に集結したのが四〇〇〇程度だったことを思えば、驚異的な増加率である。

　この半年の間に、《狼》は相次いで肥ひ沃よくな領土を手に入れ人口が増えたことがもちろん最大の要因ではあるのだが、ここでもものを言ったのは「鉄」であった。

　クラーク数という地球上の地表付近に存在する元げん素その割合を示す指し標ひようがあり、それによれば現在ユグドラシルの武具の主原料である銅は〇・〇一％、錫すずに至っては〇・〇〇四％しかない。どちらも立派な稀き少しよう金属の類たぐいである。

　実は養う食糧を確保することよりも、青銅の武器防具を多く揃そろえることのほうが困難だったのだ。

　翻ひるがえって鉄は地表付近では四番目に豊富にありふれている元素であり、クラーク数は銅の実に四七〇倍！　精せい錬れん法さえ手に入れてしまえば、青銅よりはるかに安価に、かつ豊富に揃えることが出来る素材だった。

　実際、二つの山脈に挟まれた土地柄というのも大きいのだろうが、勇斗は《狼》の領土のいたるところに、砂鉄鉱こう床しようがあることを突き止めている。原料には事欠かなかった。

　加えて、最近はガラス同様、イングリットの弟子たちが巣立ち、《狼》の各地でたたら吹きが操そう業ぎようを始めたことで、鉄の生産量が爆発的に増えており、今や犁すきや鍬くわなどの農具にも使用されるほど、《狼》の中では鉄はありふれたものになりつつあった。

　これにより、《狼》は兵士たちを大幅に増員しても、極めて短期間で武具を配備することができるようになっていたのである。

「再び我が《角》へと救援の手を差し伸べてくださったこと、心より感謝致します兄上。前回同様、お早いお着きですね。さすがです」

「ふふっ、兵は神しん速そくを尊ぶ、って言うしな。当然だ。……な～んて、まあ、今回は鉄のおかげだけどな」

　出迎えたリネーアの言葉に、勇斗は背後に並ぶ荷に車ぐるまの一団を振り返り、ぺろっと舌を出しておどけたように言う。

　リネーアも釣られたように荷車に視線を向け、瞠どう目もくする。

「っ！　車輪に鉄を巻くとは……！　な、なるほど。こういう使い方もあるのですね」

「ああ、かなり便利だぜ」

　得意気に勇斗は口の端を吊り上げる。

　兵の行軍速度は基本、最も遅い兵へい科かに準ずる。

　軍となれば当然、食糧や武具などを運ぶいわゆる輜し重ちよう部隊がいるわけだが、重い荷を運ぶだけに、木製の車輪ではスポークで衝撃を多少緩かん和わしていると言っても、やはり損そん壊かいトラブルが絶えなかったのだ。

　これまではその補修のたびに時間をとられざるを得なかった。

　しかし車輪の外軸に鉄を巻きつけ、また荷台も鉄で補強することで、耐久性が飛ひ躍やく的に向上し、その手のトラブルがほぼ皆かい無むとなり、移動のスムーズさが増し、結果、行軍速度も上がったのである。

「やはり兄上はすごいです。それに引き換えボクは……打って出ることまかりならんと厳命されていたにもかかわらず、子分に言いつけを守らせることも出来ませんでした。それによりこのような事態を招いてしまったこと、深く深くお詫び申し上げます」

　がばっと額が膝ひざにつきそうな勢いで頭を下げるリネーア。ぎゅっとスカートを握る手には力が篭こもっている。

　生真面目な彼女らしく、随ずい分ぶんと責任を感じているらしい。

「いや、今回ばかりは仕方がない。実際に味わってみないとやっぱり実感はわかないだろうさ。……李り牧ぼくも最初は理解されなかったらしいし、な」

　勇斗は難しい顔つきで、肩をすくめる。

　李牧――中国の春秋戦国時代末期の名将である。日本での知名度は高いとは言えないが、中国では歩兵による対騎馬民族戦術を確立した英雄として知られている。

　その李牧の取った作戦が、勇斗がリネーアに授けたものと同じ、狼煙のろしなどの緊急警報システムを整備し、匈奴きようどが攻めてくるや住民を城内に素早く避難させ、兵たちには撃って出ることを許さず、ただひたすら守りに徹するというものだった。

　このあまりに消極的な対応に、敵の匈奴ばかりか、味方の趙ちよう国こくの兵士たちにまで李牧は臆おく病びよう者呼ばわりされ、ついには指揮官を解任された。

　その後、彼の後あと釜がまとして北方警備の任についた将軍は匈奴相手に果敢に出撃して勇猛に戦ったが、かえって被害が増大するわ国境は侵されまくるわで、王は慌てて李牧を元の職に戻したと言う。

　城砦にこもってひたすら防備に徹すること。

　臆病で消極的にしか思えないし、好き放題に領地を荒らされ忸怩たる思いをさせられるが、これが結局、対騎馬民族戦において最も被害を減らす方策だったのだ。

　とは言え、

「そりゃなんでもかんでも理屈通りにいかねえよな」

　ガリガリと頭を掻かき毟むしり、勇斗は嘆息する。

　戦うことが仕事の兵や将軍たちにまともに戦うな、などという命令を聞かせることは難しいに決まっていた。守るべき領土と民に被害が出ているなら尚なお更さらである。

　人を使うことの難しさを、改めて痛感する勇斗である。

「父上！」

　そこに慌てたようにジークルーネが駆け込んできた。

　勇斗は思わずむっと眉をひそめる。隣ではフェリシアやリネーアも同様に顔をしかめていた。

　その様子に、ジークルーネの表情が焦しよう燥そうを帯びていく。

「お、遅れて本当に申し訳ございません。親衛隊長の身でありながら遅れるとは面目次第もありません。以後、二度とこういうことはないよう……」

「あ、ああ、いや、お、怒ってはいないんだ。まだ慣れてないんだろ。仕方ねえって」

「あ、ありがとうございます！」

「うん、で、まあ、とりあえず、到着はわかったから、できればちっとあっち行っててくれるか？」

「っ!!」

　ジークルーネがこの世の終わりラグナレクでも来たかのように顔を青ざめ、ひきつらせる。

「や、や、やはり遅れたことをお怒りなのですね。う、うう、父上の不興を買ってしまった。わ、わたしはいったいどうすれば……」

「ちょっ、うろたえすぎよ、ルーネ。お兄様は貴方のことを嫌ってなんていませんわ。いるわけがないじゃない」

「そ、そうだぞ。そなたは『最も強き銀狼マーナガルム』にして親衛騎団ムスツペルの長。兄上にとってまさしく最強の剣そのものだ。嫌うわけなどない」

「フェリシア、リネーアの叔母おば御ご……」

　フォローする二人に、ジークルーネはその氷のような美貌にかすかな喜色を浮かべて振り返り――

「「でも、お願いだから今はあっち行ってて」」

「なっ!?　ぐ、ぐぐ、わ、わかった……」

　問答無用な宣告に、ショックで打ちひしがれたようにとぼとぼと来た道を取って返していくジークルーネ。

　その姿はまるで捨てられた子犬のようで、ひしひしと勇斗の罪悪感を煽あおる。

「ちょ、ちょっと言い方がきつすぎなかったか？　ちゃんと理由説明してあげろよ。お、男の俺からはさすがに言い難いんだよ」

「た、確かに緊急に誤解を説く必要はありそうですが……正直、わたくしも今のルーネにはあんまり近寄りたくないというか。うつりそうですし。でも、まあ、仕方ありませんわね」

　ちらりと勇斗やリネーアに目を向けたあと、フェリシアはふうっと溜息をつき、ジークルーネの後を追っていく。さすがに目上の二人にその役目を負わせるわけにはいかないと思ったらしい。

　そして彼女が離れた位置からジークルーネの説得を始めたことを確認して、

「で、今、《豹》は？」

　頭を切り替え、勇斗はリネーアに問う。

　終わったことをいつまでも悔やんでいても仕方がない。今まさに現在進行形の脅きよう威いに対処することが何より最優先である。

「はい、ミュルクヴィズを抜けた後、シュルグの地に侵入してきております。数百と数は少ないのですが……」

「そうやってこっちの油断を誘うのもあっちの手だな」

　忌々しげに舌打ちする勇斗。

　寡か兵へいと侮あなどらせることで、得意の野や戦せんに持ち込もうとしているのだ。

「はい、将には城門を閉ざして守りに徹するよう念押ししてあります。ミュルクヴィズが簡単に落ちたこともあり、さすがに皆、命を守ってくれると思うのですが……」

　リネーアはその顔に苦く渋じゆうをありありと浮かべて、言葉を濁にごす。

　城壁の中に立て篭こもれば確かに、《豹》の侵攻をそこで止められはするだろう。

　しかし、農地のほとんどは城外にある。これでは農民たちは安心して農業に従事することもできない。

　放置してはおけなかった。

　勇斗は頷き、決然と言い切る。

「ああ、わかってる。なんとしても《角》の領内から出て行ってもらわねえと、な」







「ちっ、臆病者どもめ、城壁の中に立て篭もってまるで出てきやがらねえ」

《豹》の将軍の一人、ヴァーリはシュルグの城壁を見上げつつ、じれていた。

　フヴェズルングより先せん遣けん隊たいを命じられ、ミュルクヴィズを陥かん落らくせしめたのは彼である。引き続き彼は今はシュルグの攻こう略りやくに当たっていた。

「ほんとやりにくいな、こいつら」

《豹》は《蹄》との戦いにおいても、ミュルクヴィズ攻略時と同様の戦術を取っていた。

　すなわち、街の周囲を兵たちに好き放題に荒らし回らせ、敵が怒おこって撃って出てきたところを一いち網もう打だ尽じんにして敵の拠点を奪うのである。

《蹄》は面おも白しろいようにこちらの手に引っかかってくれたものだが、《角》の連中はどうにも臆病なのか城壁に篭こもって一向に出てこようとしない。

「このまま手をこまねいていたら、親父おやじが来ちまうぞ」

　心底嫌いやそうに顔をしかめ、ヴァーリは吐き捨てる。

　厳しい自然の中を生き抜いてきたからか、《豹》は弱肉強食の論理が際きわ立だつユグドラシルにおいてもなお徹底した実力主義が根付いており、能力があれば氏素性問わず受け入れて手厚くもてなす気風が強い。

　逆に言えば、能力がないと見なされれば、あっさりとその地位を剥はく奪だつされ冷れい遇ぐうが待っているということである。

　先日の軍議の一件が、嫌でも脳のう裏りをかすめる。自分はすでに一度、宗主パトリアークの不興を買っている。ここでさらに失態を重ねるのはなんとしても避さけたいところだった。

「手間取っているようだな」

「っ！」

　背後からの声に、ヴァーリはびくっとその身体を一いつ瞬しゆん震ふるわせ、すぐにほ～っと大きく安あん堵どの息を吐く。

「……なんだよ、ナルヴィかよ。脅おどかすなよ」

「ふふっ、似ていたか？」

「怖すぎんだよ」

「それは悪かったな」

　心底嫌そうに返すヴァーリに、貴公子然とした容よう貌ぼうの青年が悪戯っぽく笑ってみせた。

「で、何の用だよ？　大口叩たたいておいて、こんな街一つ落とせねえ俺を笑いに来たのか？」

　焦あせりもあり、ヴァーリの言葉は自然ひがみっぽいものになっていた。

　ナルヴィは肩をすくめて苦く笑しようする。

「安心しろ。今回の敵が一ひと筋すじ縄なわでいかんということぐらいわかっているさ。《狼おおかみ》の宗主ユウトは相当な戦上手らしいからな」

「ああ、実際、ここまで徹底して城壁の中にこもられるとたまらんぜ。完全にこちらの手の内を読んでるんじゃねえかって気さえしてくる」

　先のミュルクヴィズにしても、城壁の外に引っ張り出すのにえらく時間がかかったものだ。

　こちらは敵に比べて圧倒的な少数である。

　だというのに、城壁に閉じこもって防ぼう御ぎよに徹しているというのは、いかにも奇き妙みようであった。

　やはりそういう指示が上から守将に下っていると見るべきだろう。

「薄うす気き味み悪わるいったらねえよ」

　ぶるっとヴァーリは身体を震わせる。

《豹》がエルムト川流域の《蹄》の領土に侵入して、まだ一ヶ月も経たっていない。《角》との戦いはミュルクヴィズが初めてだ。

　一体全体どうして、こちらの手の内が知られているばかりか、こうまできっちりと対策を講じられているのか？　ヴァーリにはまったくわからなかった。

　それでもミュルクヴィズの時は、《角》の守将も兵も、《豹》の恐おそろしさを実際にはまったく知らなかったことが功を奏し、我が慢まんしきれず撃って出てきてくれたが、逆にミュルクヴィズの陥落が、シュルグの将の警けい戒かい心しんを高めてしまった側面がある。

　おそらくどれだけ挑ちよう発はつを繰り返しても、亀かめのように城壁の内側に篭もって出てこないような気がした。

　徹てつ底てい的てきに鍛きたえ上あげられた《豹》の兵士たちの騎き射しやは、歩兵相手には無敵の強さを発揮するが、さすがに堅けん牢ろうに積み上げられた城壁が相手では、まともに戦っては跳ね返されるのがオチだった。

「まあ、そろそろノーアトゥーンで使ったあれが組み上がるはずだけどな」

「ほう、あれか」

　ナルヴィも心得たように頷うなずく。

　ノーアトゥーンでの戦いでは、そこに至るまでの戦いで騎馬の恐ろしさを骨の髄ずいまで叩きこまれたからだろう、《蹄》はこのシュルグと同様、城門を固く閉ざし、籠ろう城じようの構えをとっていた。

《蹄》の族都ノーアトゥーンは、さすがにアールヴヘイムの覇は者しやが築いただけあり、このシュルグなどよりはるかに城壁が高く、かつ堅牢に見えた。

　だが、その無敵にさえ思えた要よう塞さいも、彼らの父フヴェズルングの手にかかれば一〇日と保たなかったのだ。

「ああ、ミュルクヴィズをとっとと落とせたのは幸いだったな。おかげで資材には困らねえ。くくくっ、あの程度の街、今日中に落としてやるさ」







「シュルグが落ちただとっ!?」

　クリスティーナの報告に、勇斗は思わず声を荒あららげた。今まさに《狼》軍はそのシュルグを救うため進軍中であったのだ。

　間に合うと思っていただけに、その衝しよう撃げきは大きかった。

　苦々しげに眉まゆをひそめる勇斗の代わりに、フェリシアが問う。

「ミュルクヴィズの時のように狼藉や挑発に我慢できずに城外に撃って出てしまったのですか？」

　そうとしか考えられなかった。

　今、シュルグに侵攻してきている《豹》の部隊は所しよ詮せん、数百だという話だ。たとえその後ろに控ひかえているであろう本隊が合流したところで、さすがにわずか数日で落ちるとは思えない。

　だが、クリスティーナは首を左右に振ふった。

「いえ、お父様の言いつけ通り、シュルグの守将は城内に篭もり、防衛に徹していたようです」

「……マジかよ。じゃあどうしてシュルグは落ちたんだ？　いくら騎き兵へいが強力無比といったって、城壁が相手じゃ……」

「それが……その城壁を破は壊かいされたのです。かつてのお父様のように、空から石を降ふらせて……っ！」

「まさか……平衡錘投石機トレビユシエツトかっ！」

　叫さけぶや、勇斗は歯ぎしりとともに空を見上げる。

　平衡錘投石機トレビユシエツト――シーソーの原理で巨きよ大だいな物体を放ほうり投なげる固定式の攻城兵器である。

　披ひ露ろうしたのは『イアールンヴィズ籠ろう城じよう戦せん』の時だ。ロプトもまだ《狼》の若頭かしらであった。

　ユグドラシルの技術水準から比ひ較かくして二五〇〇年は先を行く超先進兵器であり、その圧あつ倒とう的てき破は壊かい力りよくの前には、現在のユグドラシルの石積みの城壁などそれこそ物の数ではない。

「まさか李牧の戦術をあっさり覆してくるとは……な」

　頭をガリガリとかきつつ、勇斗は嘆息する。

　高く築き上げた城壁によって騎馬部隊の得意技である突撃と騎射を防ぎ、その上から弓で威嚇して追い払う。

　一〇〇〇年以上に渡り中国の対騎馬民族の基本となった歴史ある戦術だったのだが、より未来の先進技術チートの前には屈するしかないようだった。







「ひゃははっ。随ずい分ぶんな大軍だな。こりゃさすがに包囲出来ねえわー」

　奪い取ったシュルグの城壁から迫り来る《狼》軍に、ヴァーリはお手上げとばかりに肩をすくめて両掌を天に向けた。

　だがその表情は余よ裕ゆうに満ちており、その口元には楽しげな笑みさえ浮かんでいる。

　ミズガルズには見み渡わたすばかりの草原が広がっている。そこで育ったヴァーリの視力は街の民の比ではない。そんな彼かれの目でもやっと視認出来る程度である。まだ街に到とう達たつするまでには相当時間がかかりそうだった。

「ああまでとろとろしてると、岩でもぶち込んでやりたくなるが、そうもいかねえか」

　圧倒的破壊力を誇る平衡錘投石機トレビユシエツトであるが、どうしようもない欠点が一つあった。

　あまりに巨大すぎて運搬が出来ないということである。

　今回のシュルグ制圧戦でも、現地調達で組み立てるしかなかったのはそのためだ。

　加えて発射にはそれなりに準備に時間がかかるため、連射もできず、固定された目標相手には強いが、実際に動く軍を相手にするにはあまりに不向きであった。

「もう少し楽しませてやりたかったがなぁ」

　後ろを振り返り、今度は昨日奪い取ったばかりの街を見下ろして笑う。

　家々は破壊され、ところどころには死体が散乱し、血けつ臭しゆうが立ち篭こめている。

　女の悲鳴もそこかしこから上がっている。

　今まさに、ヴァーリの子分たちが勝利の報酬を満喫しているところだった。

「まあ、潮時だわな」

　背中に担いだ矢筒から一本取り出し、弓につがえて空に向けて射放つ。

　矢はビュウウウウウとけたたましい音を立てて飛んでいく。鏃やじりにいくつか穴が開いており、そこから風がはいって鳴る仕組みである。

　果たして、シュルグの城門に子分たちが集結する。

　皆、袂たもとのない筒状の上衣にズボンという出いで立たちで、背中には矢筒を背せ負おっている。数はたかだか四〇〇程度だが、一いつ騎き当とう千せんの強つわ者もの揃ぞろいである。

「よぉし、てめえら、いつものやつで応戦だ！」

　ヴァーリの号令とともに、子分たちが一いつ斉せいに騎き乗じようする。

　皆ひらりと、軽かろやかに。

　そのなんともこなれた動きに、ヴァーリは満足気に頷く。

「へっ、それに引ひき換かえ、相変わらず街の連中はとろいねぇ」

　迫り来る《狼》軍を振り返り、ヴァーリはせせら笑う。確かに大した数だとは思うが、彼の目にはその歩みはあまりに鈍どん重じゆうにしか映らなかった。

　ヴァーリ率いる騎馬軍団は悠ゆう然ぜんと退たい却きやくを開始する。

　そう、実にのんびりと。

　わざわざ敵の行軍速度に合わせて、彼らが追いついてこれる程度の速さに抑えたというのに、

「おいおい、なんで追ってきてくれないかねぇ。ツレねえなぁ」

《狼》軍は街を取り返すほうを優先してしまったらしい。まったく追いかけてくる気配がない。肩かた透すかしもいいところである。

「んじゃ、ちょっくら遊んでもらうとしましょうか」

　ヴァーリは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、部隊を反転させる。

　追いかけてきてくれないならば、追いかけたくなるよう仕向けるのみである。

　相手はこちらが逃にげたと思い込んでいることだろう。その心の隙すきを突ついて一ひと泡あわ吹ふかせてやる。そう意気込んで、再びヴァーリの目が《狼》軍の姿を捉えたその時だった。

　ヒュンヒュンヒュンッ！

　敵軍からこちらに向けて一斉に矢が放たれる。

「おいおい!?」

　咄とつ嗟さに腰こしの剣けんを抜ぬいて矢を払はらい除のけるも、ヴァーリの顔はひきつっていた。

　ミズガルズの遊牧民にとって、狩しゆ猟りようは生活の一部である。すなわち《豹》の男は全て子どもの頃から慣れ親しみ、修練を積んでいる弓の名手たちだ。

　だが、そんな彼らでもこの距きよ離りでは矢を届かせることはまず無理な芸当である。

「親父から話には聞いていたが、弩ってやつか」

　細かい原理は忘れたが、自分たちが使う弓矢よりも遠くまで飛ばすことができる武器だ。

　しかし、速射性能では弓よりはるかに劣おとる。

　ならば次の射撃前に距離を詰つめてしまえばいいだけの話だ。そうすれば手数で勝まさるこちらの敵ではない。それだけの足を《豹》は持っている。

「はっ、やっぱりとれえな！」

　結局、その後の二の矢が飛んでくる前に、ヴァーリは弩部隊を自らの射程に捉え、その顔に嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　まったくあくびが出そうとはこのことを言うのだろう。これでは敵が一発撃つ間に、こちらは一〇発は射れる。

　しかも弩部隊は、なにやら後ろの者と揉もめていた。戦場で敵がすぐ目の前まで来ているというのに呑のん気きなものである。

「雑ざ魚こどもにお手本を見せてやるぜ！　見物料はいただくけどなっ！」

　馬を駆けさせながら、ヴァーリは弓に矢をかけ弦げんを引き絞る。

　放つ。放つ。放ちまくる。

　狙ねらいなどまるで定めず、一見、デタラメに射っているだけに思える。しかし、ヴァーリの矢は一発たりとも外れることなく、《狼》兵の眉み間けんを射抜いていた。

　ヴァーリは《霜のたてがみフリームフアクシ》のエインヘリアルであり、彼と遭そう遇ぐうした敵はそのルーンに記された言葉のごとく、その類たぐい稀まれなる腕うで前まえに心が凍いてつくと言われる《豹》でも最高の弓使いであった。

「「「うおおおおおおおおお!!」」」

　さすがにこの攻撃に、敵兵も闘とう志しに火が点ついたらしい。

　鬨ときの声こえが轟とどろき、左右に配置された弩兵隊の間を抜けて、今度は長大な槍を構えた歩兵が密集して突っ込んでくる。

　土つち煙けむりが舞い上がり、なんとも大した迫はく力りよくである。

「ほう、ファランクスってやつかい。確かに真正面からやりあったらこりゃ俺たちでも危ねえだろうな」

《豹》の騎兵も突撃力においては群を抜く。《蹄》の軍勢を相手にそれを行い散々に蹴散らしてやったものだ。

　それでも、あの槍の壁に突撃を仕し掛かければ、損害を被こうむるのはこちらのほうだろう。

「だが、ミュルクヴィズでも見たぜそれはよぉ！　やっぱりとろいったらねえなっ！」

　真正面から戦って勝てないならば、戦わなければいいだけの話である。

　バッと左手を上げて、並走しながら同じく矢を斉射していた子分たちの手を止める。

　そして手た綱づなを引いて、クルリと馬の頭を切り返す。

　子分たちもそれに倣ならう。その動きは統とう率そつされており、それだけでも練度の高さがうかがえる機き敏びんさであった。

「あばよっ！」

　馬を駆けさせる。

　だが、全力疾走はさせない。

　あくまで敵を引き離さない。追いつけるんじゃないか、と敵に思わせる絶ぜつ妙みようの速度だ。

「「「うおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」

　ヴァーリの思惑通り、敵の前進する勢いが跳ね上がる。

　本来、戦いにおいて追われるより追うほうが圧倒的に有利である。末まつ端たんの兵士であろうとそれは知っている。

　普ふ通つう、兵士というものは半強制的に徴ちよう兵へいされているものだが、一方で彼らにとっては良い稼かせぎという側面もある。敵を倒たおせばそれだけ褒ほう美びも多く貰もらえる。

　つまり、勝てる勝負は兵士たちにとっては安全でかつ割りよく儲もうけられる絶好の稼ぎ場なのだ。勢い勇んで追いかけてくるのは当然だった。

「俺たち以外の相手なら、それも通じたんだろうがな」

　ヴァーリたち《豹》の一団が、一斉に背後を振り返り弓を構える。

　両手を離し速度も出しているというのに、皆その姿勢はまったくブレない。いくらあぶみがあるとはいえ、驚おどろくべきバランス感覚であった。

「撃てーっ！」

　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうとともに、ヴァーリとその子分たちが矢を放つ。

　盾たてや鎧よろいで弾はじかれもしたが、飛来する数百という矢の雨を全て防ぐことなど出来はしない。

　幾いく人にんかの兵士たちがバタリバタリと倒れ落ち、しかし、それでも《狼》軍はその屍しかばねを踏み越えてこちらへと追いかけてくる。

　すでに勢いが付いており、止まれないのだ。密集しているがゆえに、下がったり立ち止まったりしようとしても、後ろに押されてしまう。

　下手に流れに逆らって体勢を崩せば、味方に踏ふみ潰つぶされて圧死などという事態にも陥おちいりかねない。

「引けば死ぬ、か。だが、進んだって同じだぜ？」

　ヴァーリは愉ゆ悦えつの笑みを口元に浮かべ、矢や筒づつから新たな矢を取り出し、再び矢に番つがえ、次々と射放つ。

　その度に、《狼》の兵たちが倒れていく。

　仲間の死に、ファランクスの部隊がなお怒り猛ったようにこちらへと猛然と突っ込んでくる。

「はっ、とろい！」

　ヴァーリはせせら笑わずにはいられなかった。

　どれだけ勇んだところで、所詮、人の足が馬に敵う道理はないのだ。このまま一方的に嬲なぶり殺してくれる、とヴァーリが舌なめずりをしたその時だった。

「ぐあっ！」

「がふっ！」

　右方の森から突とつ如じよとして矢が飛来し、彼の部下たちが断だん末まつ魔まの声とともに馬から落ちていく光景に手が止まる。

　続いて槍を構えた兵士たちが飛び出してきて、ヴァーリの部隊の退路を断たつように雪崩れなだれ込こんでくるではないか。

「伏ふく兵へいだとっ!?　俺たちが戻ってくることを読んでやがったのか!?」

　吐き捨てたそばから、歩兵の持っていた長大な槍により、陣形の右方を固めていた子分たちが数人、馬から突き落とされる。

「ちっ、てめえら北に逃げるぞ！」

　前後を挟はさまれ、右方も森に阻はばまれているが、幸い左方は平原が広がっている。

　騎馬の圧倒的機動力で敵を追い付かせず、敵の射程外から弓で一方的に攻撃する。それが《豹ひよう》の勝利の方程式だ。

　敵味方入り乱れての白兵戦は《豹》の戦い方ではない。奇き襲しゆうによってそういう状況を作られてしまった。

　これでは騎馬が他の兵種に勝る最大の長所と言うべき機動力が活いかされない。ヴァーリが馬ば鹿かにした歩兵のとろ臭さも短所足り得ない。

　前方からは依い然ぜん、敵の本隊が突っ込んできている。さっさと逃げねば危険だった。

「戦上手って評判は伊達だてじゃねえみたいだな」

　舌打ちしつつヴァーリ。まったくもって薄気味悪い相手であった。初めてのはずであろうに、対騎馬相手の戦い方を熟知しすぎている。

「逃のがさんっ！」

　この伏兵部隊の長と思おぼしき男が、《豹》と同じく馬に乗ってヴァーリ目め掛がけて突っ込んできた。

　目つきの鋭するどい男であった。

　そして何より、漂ただよう気配が不ふ吉きつ極きわまりない。ゾクリとヴァーリの背中に冷たい汗あせが流れ落ちる。

「ぬんっ！」

「うおっと！」

　胸むな先さき目掛けて突き出される槍を剣を抜いて防ぐ。

　これがユグドラシルで、否いや、世界において、騎馬対騎馬によって行われた初めての戦いとなった。

「とっ！　とっ！」

　続けて繰り出される二連突き。ヴァーリはからくも一撃目を身体を反そらしてかわし、二撃目を弾き上げる。
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　相手の上体が流れる。その隙に反撃を仕掛けようとして瞠どう目もくする。

　弾き上げたはずの敵の槍はクルリと円の軌き道どうを描えがき、柄つかの石いし突づきの部分が今度はヴァーリの側頭部目掛けて襲おそってくる。

　完全に虚きよを突かれる。とても防御が間に合わない。

「なんだぁっ!?」

　咄嗟に顔を引っ込めてかわすも、髪かみの毛けを数本持っていかれた。

　まさに間かん一いつ髪ぱつである。耳をかすめる風の音が、男の攻撃の鋭さを如によ実じつに物語っていた。

　このままではヤバいと思ったヴァーリは慌てて手綱を引っ張り馬の頭を回転させ、馬腹を蹴ける。

　走れ、という合図である。しっかりと訓練された愛馬は、すぐ目の前に敵がいるのも構わず突っ込んだ。

　二頭の馬が頭を叩きつけ合い、吹ふき飛とばされたのは相手のほうだった。

　ここで馬同士の間で格付けも行われた。

　馬力の違ちがいに慄おののいたように、相手の馬がたたらを踏んで後ずさる。敵が馬腹を蹴って前に進ませようとするも、進もうとしない。

「ははっ、ミズガルズの馬は街の軟なん弱じやくな馬とは育ちが違うのよ！」

　言って、ヴァーリは再び馬を返し走らせる。

　槍での戦いも苦手というわけではないが、彼の得意な武器は別にある。

　命の取り合いも趣しゆ味みではない。彼にとっての戦いは、一方的に相手の命を奪うばうものだ。

　馬を全力で駆かけさせつつ、背後を振り返り、彼はその最も得意な武器を構える。

　いつものようなおざなりではない。

　狙いを絞り、神経を極限まで集中させて射放つ。

「ぬんっ！」

　至近距離から放たれたその一撃を敵は槍を閃ひらめかせて防ぎ――

「なっ!?」

　今度は敵のほうが目を剥く番だった。

　当然といえば当然だろう。落としたはずの矢のすぐ後ろから、新たな矢が出現したのだから。

　二つの矢を時間差で撃ち放ち、一の矢の陰かげに二の矢を潜ひそませる。それでいてわずかに軌道もズラしておく。

　一の矢を防ぐなりかわすなりした瞬しゆん間かん、間かん髪はつを容れず二の矢が襲うのだ。虚を突かれた敵はなすすべなく射抜かれる。

　ヴァーリの必ひつ殺さつ技わざであった。

「ちぃっ！」

　しかし敵もさるものだった。

　驚異的というしかない反応速度で首を反らしたのである。

　それでも間に合わずこめかみあたりから鮮せん血けつが噴き出すも、馬から落ちるということもなく、鋭い視線でこちらを睨にらみつけてくる。

　まるで死神に魅み入いられたかのような錯さつ覚かくに、ヴァーリはそれでも楽しげに口の端を吊つり上あげた。

「ははっ、まさかこれを初見でかわすたあなぁ。覚えておくぜ、そのつらぁ。あばよ、また遭あおうぜ！」

　言いつつ、再び矢を撃ち放つ。撃ち放つ。撃ち放つ。

　相手に勝る機動力で逃げながら、追いかけてくる敵目掛けて矢を射掛ける。

　一いつ切さい被ひ害がいを受けることなく、一方的に相手のみを倒す。

　そう、やはりこれが《豹》の基本戦術だ。

　矢が尽つきるまで散々射まくった後、ヴァーリの一団は颯さつ爽そうと敵の前から消え去った。







　勇斗はシュルグの城じよう郭かくの一角に立ち、難しげに眉をひそめていた。

　勇斗の身長の三倍はあろうかという巨大な城じよう壁へきが物の見事に粉ふん砕さいされ、無残な姿を晒さらしている。

　城壁のそばにあった煉れん瓦が造づくりの家も巻まき添ぞえを食くらったのか、巨大な岩石に押し潰され、半はん壊かいしていた。

　城郭の外にも岩石は無数に転がっている。投石機によってこの城壁が破壊されたのは明らかだった。

　何より、城から少し離れたところでは、《豹》が建造したと思しき実物が見つかったという報告も受けていた。

「こちらにおいででしたか」

「っ！」

　背後からの声にフェリシアがバッと後ろを振り返り、すぐにほっと安堵の吐と息いきをつく。

　勇斗も遅おくれて振り返り、見慣れた顔に気軽に手を挙げる。

「よぉ、若頭補佐ほさ。傷は大だい丈じよう夫ぶか？」

「問題ありません」

　スカーヴィズである。額に巻いた血のにじんだ包帯が痛々しく、ただでさえ不ふ吉きつな印象がさらに濃こくなっている。

　とは言え足取りはしっかりしたもので、本人の言うとおり至ってピンピンしているようだった。さすがは不死身の先代『最も強き銀狼マーナガルム』である。

「そういやちょうど聞きたいところだったんだ。どうだ、実際にやってみた感想は？」

「手て応ごたえがないですな」

「弱かったってこと、じゃねえよな？」

「ええ。……少々失礼します」

　言うやスカーヴィズは城壁の残ざん骸がいと思しき手て頃ごろな煉瓦を拾い放り上げる。

　斬！

　月夜を浴びて、銀光が閃く。

「お見事」

　勇斗はお世辞を抜きにして、賞賛の拍はく手しゆを送る。

　煉瓦は真っ二つに斬きられていた。しかもその断面の滑なめらかさはどうだ。いかな切れ味抜群の日本刀でも、相当の腕うでがなければ無理な芸当だ。

　それなりに剣けん道どうをかじってはいるが、それでも勇斗程度ではいずこかへと弾はじき飛とばして終わりだろう。

「この日本刀も、ファランクスも、斬り結べば敵はいません。斬り結ぶことさえできれば」

「……なるほど。まず手応えを感じることさえ至難、か」

「はい、いかにファランクスの槍やりが長かろうと、矢の射程には敵かないません。いかにこの刀の切れ味が素す晴ばらしかろうと、人の足では馬に追いつけません。奇襲で不意をついてさえするりと逃げられる有り様です」

「親衛騎団が今は使えないのがきついな。失敗したかな？」

《狼》にもジークルーネが率いる虎とらの子の精鋭騎馬部隊がいるにはいる。

　もっとも、あぶみを導入してまだ二年弱。街の人間では、この程度の期間で騎馬戦闘をこなせるようになるには才能のある者に限られた。総員二〇〇名程度、少数である敵より更さらに少ない。

　寡兵で大軍を打ち破ることに勇斗は浪ろ漫まんを感じていない。戦略・戦術的に敵より優位な状態を整え、勝つべくして勝つのが彼のやり方だ。ゆえに実際に行かせる気はなく別の任務を授けたのだが、思考実験としては興味があった。

　人の足だから追いつけないのだ。

　同じ騎馬である彼らなら、逃がさずに仕留められるのではないか。

　だが、スカーヴィズは静かに首を振った。

「いえ、追いかけさせたところで返り討ちに遭うのが関の山でしょう」

「マジかよ」

　きっぱり断言され、思わず天を仰あおぎたくなった。

　まがりなりにも、親衛騎団ムスツペルは《狼》で最強の精鋭である。それがあっさり返り討ちに遭うと言い切られるのは、さすがに心情的に納なつ得とくしがたかった。

　とは言え実際に敵将と戦った男の言葉である。軽視するわけにはいかなかった。

「基本的な練度が違いすぎます。親衛騎団ムスツペル程度なら、先の奇襲で俺おれが壊かい滅めつさせています」

「ああ、あれは俺もびびった。いけると思ったんだがな」

　自画自賛したくなるような、絶妙なタイミングだった。

　だが、倒せたのはわずかに一〇人にも満たない。

　不意をつかれても混乱することなく、敵の攻こう撃げきをしっかりと防ぎ、指揮官の命令に従って整然と退却する。

　正直、部下に欲ほしくなるほど惚ほれ惚ぼれする精鋭ぶりだった。

「特に馬上での身体の安定のさせ方は比較するのもおこがましいほどでした」

「そうか」

　どれだけ身体を安定させられるか、はそっくりそのまま戦せん闘とう力りよくに直結する。

　例えば、一方が硬かたく乾いた地面の上で、もう片方がぬかるんだ泥どろの上に立っていたとしたら、戦えば前者が圧あつ倒とう的てきに有利なのは言うまでもない。

　あぶみによって確かに、人は馬上で戦えるほど安定した姿勢を保つのが容易にはなった。

　そう、あくまでなんとか戦えるようになっただけだ。

　馬は騎乗者とは別個の意思を持つ独立した生命体でもある。その上で自由自在に戦うには長い長い修練が必要なのだ。

　その差を埋めるものだったあぶみを相手にも使われている以上、確かに生まれた時から馬に慣れ親しんで生きてきた者に敵わないのは道理ではあった。

「それができるからこその妙技……パルティアンショットか」

　先の小競り合いで《豹》の部隊が見せた、逃げつつの後方斉射のことを、ローマ帝てい国こくが本格的に対峙した遊牧民勢力がパルティアだったため、ヨーロッパの人はそう名づけたのだ。

　スキタイからモンゴルに至るまで、連綿と受け継がれ、農耕民族をひたすら苦しめ続けた騎馬民族の基本戦術である。

　現代では「負け惜しみ」「捨て台詞」などという意味で使われるが、むしろ西洋人が負け惜しみでそういう意味で使っているのではないか、とさえ思える。

　下手に歩兵に深追いさせれば、これまで《狼》に勝利をもたらしてきた無敵のファランクスでさえ、このパルティアンショットの前では無力に等しかった。奇襲で挟み撃ちにしてもなおあっさり逃げられてしまった。

　やはりこの圧倒的な機動力の差は脅きよう威いと言うしかない。

「まあ、そこまでは織り込み済みだったんだけど、な」

　逆に言えば、大軍を擁ようして圧力をかければ、敵はまともに戦おうとせず、この戦術を取って逃げるということでもある。

　ネットで以前検けん索さくしてみたところ、遊牧民は農耕民に比べ人口が少ないためか、勝てない相手とは戦わないという思想が徹てつ底ていしているとあった。

　また元々一つところに定住しない遊牧民は、拠きよ点てんの防衛にこだわらないとあった。事実、《豹》もせっかく奪ったはずの拠点をあっさりと捨てていっている。

　とりあえず今の調子で《角》の領土から退去してもらい、後は万ばん里りの長城よろしく農地の外側に新たな防壁を築いて防衛戦に徹すれば、《角》を守れると勇斗は算段していた。

　万里の長城のような巨大な建造物を築き上げるのはさすがに一朝一夕にはいかないが、そこは織田信長が無敵の武田の騎馬軍団を打ち破った長篠の戦いから、勇斗は馬防柵という着想を得ていた。

　長篠の戦いと言えば、三段撃ちが有名だが、実は日本において、馬防柵という概がい念ねんを考えだしたのも織田信長が最初であったと言われている。

　日本の牧場の写真などをネットで検索すればわかる通り、馬を逃がさないようにするための柵は、実はそれほど高くない。

　馬は障害物を飛び越えたがらないという性質を持っているからだ。

　ミュルクヴィズは木材が豊富だという話だったので、これなら安上がりに、かつスピーディーに防壁を築くことが出来ると踏んでいたのだが……

「それも遠距離攻城兵器があるんじゃ、簡単にぶち壊こわされそうだよなぁ」

　なんとも頭の痛い問題である。

　ユグドラシルの一般的攻城兵器である丸太突撃ごときならば、馬防柵の内側からの弓の斉射で防ぐこともできるのだが、平衡錘投石機トレビユシエツトの射程は実に三〇〇メートル。弩の倍以上だ。

「つまり、敵そのものを叩くしかないってこと……か。とは言えまともに追っても逃げられちびちび削られるだけだしなぁ。やっぱりなんとかして誘い込むしかねえか」

　かの中国の対騎馬戦術を確立した名将、趙の李り牧ぼくは初期こそ防衛に徹てつしていたが、数年後には策を弄して匈きよう奴どの軍を誘い込み、実に十万余騎を討ち取ったという。さすがにこれに懲りた匈奴は、その後一〇年あまり、趙の辺城にさえ近づこうとはしなくなったそうだ。

　最終的には、こちらに手を出せばむしろ大きな損害を被るだけだぞ、と思い知らせることで侵しん略りやくする気をなくさせたわけだ。

「結局、殺し合うしかねえのかよ……」

　それだけの衝撃を敵の心に刻み込むということは、すなわちその戦が凄せい惨さんなものになるということだ。世話になった兄貴分を殺すことになる可能性もおおいにある。もちろん、自分が殺される可能性も。

　どこかで本格的な戦いに発展することなく、小競り合い程度の戦いで敵を追い払うことができれば、と思っていた自分がいることを、勇斗は自覚せずにはいられなかった。

　甘あまいと言えば甘いのだが、それでも出来るはずだったその望みを打ち砕いたのは、奇くしくも勇斗自身が作りあげたものだった。

「自業自得、か。ったく、敵に回すとつくづくチートのデタラメさがわかるな」

　ユグドラシルの技術水準では、為す術なく蹂躙されるしかない。最善手を打っているはずなのに、あっさりと覆されてしまう。

　将棋に例えるなら、相手側の駒がすでに全て成っているようなものである。

「だからってこっちもやられっぱなしでいるわけにはいかないんだ。そろそろ反撃に移らせてもらうぜ、兄貴？」

　駒が全て成っているのは、何も相手だけではないのである。
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「ちっ、こっちもやっといてなんだが、やられる側になると本当うざったいな」

　思わず舌打ちしつつ、勇ゆう斗とは敵の現れた方角を睨みつける。

　現在、《狼》軍はシュルグを発ち、ミュルグヴィズを取り戻すべく進軍中なのだが、悩なやまされているのが、かつて勇斗がジークルーネに命じ、《蹄ひづめ》戦で実行した、ヒットアンドアウェイ戦法であった。

　どこからともなく風のように現れては、敵を撹乱し、またいずこかへと風のように颯爽と去っていく。

　親衛騎団ムスツペルは《蹄》戦の折、ただ逃走するだけだったが、《豹》は帰り際に矢の雨という置き土産をしていく質たちの悪さである。

　方陣を組んで全方位の攻撃に対処できるようにして動いているので、被害自体は大したことはないのだが、この数日、いつ攻せめてくるのかと気が休まらないのも事実だった。

　実際、兵士たちの顔にも疲労の色が見え始めている。あまり良くない傾向だった。

「お兄様、伏せてください！」

「っ!?　うおっと」

　フェリシアの言葉に咄嗟に身をかがめる。

　その頭上を矢が通り過ぎて行く。続いて二の矢が、キィン！　と勇斗の乗るチャリオットの荷台の壁に当たって跳ね返る。

「ふぃー、鉄で板金しておいて助かったぜ」

　敵も鉄の矢を使っている。以前までのような木の板だったなら貫かれていたかもしれない。そう考えるとぞっとした。

「しかしあの距離からお兄様を狙い撃つとは、凄まじい腕です。《角》一番の弓巧者ハウスグポリ殿以上かも。しかも馬上は相当揺ゆれるはずですのに……」

「さすがに若頭補佐ほさに手傷を負わせただけはあるな。けどこっちだってやられっぱなしじゃねえぜ」

　現状、《狼おおかみ》が持つパルティアンショットに唯一対処出来る武器が、相手の弓より射程の長い弩である。中国でも古くから北方の匈奴対策に弩が使われて来たという。

　ただ、一発撃つのに時間がかかりすぎることだけが難点だった。弓が一分間に一〇本前後射ることが出来るというのに、弩はたった二本が限界である。

　そこで勇斗が取り入れたのが――

「一番隊、撃てーっ！　二番隊、弩を一番へ。使った弩を三番へ！」

　スカーヴィズの冷たくも威い厳げんのある号令が轟く。

　日本人の一般常識として、騎馬対策をネットで検索する前から、勇斗は武田の無敵騎馬軍団を打ち破った織田信長の三段撃ちは知っていた。

　調べてみると、これは後世の創作ではないかと言われているし、さすがの《狼》にも銃器は存在せず、これは使えないなと諦あきらめかけもした。

　しかし信長に遡さかのぼること三〇〇年、中国南宋の時代、弩の発射間隔の長さを克服するため、三列目は弦を張り、二列目はそれに矢を装填して一列目に渡し、一列目は射る事に専念するという、三段構えの陣じん形けいが開発されていたのはれっきとした事実である。

　この約二五〇〇年は時代の先をゆく戦術を、勇斗は《狼》軍で実践させていた。

「ずいぶん様になってきたよな」

　荷台からそおっと顔を上げて覗のぞき見みしつつ、勇斗は味方の弩兵を頼もしげに見る。

　さすがに理論だけで出来るものではない。

　間断なく矢の雨を降ふらせるには、整然として無む駄だのない、規律の取れた行動を兵士たち皆みなができなければならない。

　いくら法による支配を行っている《狼》の兵でも、さすがに一朝一夕にはいかなかった。

　最初の遭遇戦では、連係がもたついて二射三射と続けられなかった。

　しかし勇斗も言語習得の折で覚えがあるが、人間、死に物狂いになった時が一番物事を身につけられるものである。

　また孫子の九地篇にも、

『それ呉人と越人は相あい悪にくむも、其れ同舟し、済わたりて、風に遇あふに当たりては、其の相救ふこと、左右の手の如し』

　との一文がある。

　意味は、普段仲の悪い呉人と越人であろうと、同じ舟に乗って嵐に遭遇し舟が危なくなれば、お互いが協力して左右の手のように動くものである、と言ったところか。

　有名なことわざ『呉ご越えつ同どう舟しゆう』の語源となった文面である。

　その言葉通り、この危機的状況において、兵士たちの連係が向上したのは必然といえば必然の流れであった。

　この数日の《豹》の襲撃は、確かに《狼》兵に多大なストレスを与あたえたが、同時にこれ以上ないほどの最高の訓練となっていたのだ。







「ちぃぃっ！　なんなんだよ、いったい!?」

　迫り来る矢を剣で払いつつ、ヴァーリは舌打ちした。

　シュルグで矛を交えてからもう交戦は十数度に及ぶ。当初こそ伏兵にしてやられたが、それ以後はずっとこちらの思惑通りに事を進められていた。

　敵は騎馬の奇襲にほとんど対応できず、いつどこから来るとも知れぬ敵に怯えその精神を消耗させ、士気を低下させていく。

　そのはずだった。

　しかし、戦いを重ねるごとに、敵の弩の連射速度が上がってきた。今やその間隔は最初の頃とは比べ物にならない。

　間断なく矢の雨を降らせられては、さすがの《豹》の精鋭たちと言えど、矢を払うのに精一杯で、とても弓を構えてなどいられなかった。

　なにせ射程距離では相手の弩どのほうが上なのだ。仮に構えたところで、ここまで攻撃に晒さらされていては、気が焦り、十分に狙いを定めることもかなわない。

「ぎゃあっ！」

「ぐふぁ！」

「ヒヒーン！」

「ちぃっ！」

　倒れていく仲間たちに、ヴァーリは歯は噛がみする。

　なんぼなんでも、数が違いすぎた。

　十分な兵がいるならば、敵は弓兵ばかりである。多少の被害に目をつぶって敵陣に突っ込み、縦横無尽に槍で暴れてやるところだが、この数では辿たどり着く前にあらかた討ち死にするのが関の山だろう。

　少数だからこその一撃離脱戦法で有利に立っていたヴァーリだったが、ここにきて、数の暴力の前に立ち行かなくなっていた。

「くっ、ほんとやな敵だぜ！　てめえら、退くぞ！」







「お兄様！　敵が撤退していきます」

「おっ？　今回は捨て台詞を置いていく余裕もないみたいだな」

　フェリシアの報告に、勇斗もニヤリと口の端を吊り上げる。

　相変わらず迅速な撤退ではあるが、弩三段撃ちによりじわじわと削ることでその数はずいぶんと減っていた。地面に無残に横たわる《豹》の兵士と馬の死体を見る限り、特に今回は戦果が著しかったようである。

　これまでの累計で、最初の遭遇戦の時の半分近くまで減らすことが出来たのではないだろうか。

　いかに《豹》の騎馬部隊が精鋭揃いであろうとも、さすがにこの矢の雨を防ぎ切ることは敵わなかったらしい。

　指揮官を倒すことまでは出来なかったが、さすがにこれだけの被害を食らわされては、もはやそうそう安易な遊撃を仕掛けてはこられないだろう。これで兵たちも少しは安心して眠ることが出来そうだった。

「まあ、先遣隊ごときに負けるわけにはいかねえしな」

　さすがに《豹》の戦力が数百程度のこの遊撃隊だけとは勇斗も思っていない。本隊が別にいることには気づいている。

　あくまでこちらの様子見と言ったところか。

　先行させたクリスティーナから、ミュルクヴィズに敵の軍勢が集っているという報告も先程受けたところである。

　その数、およそ三〇〇〇。

　先遣隊の精鋭ぶりからして、おそらく《狼》最強の親衛騎団ムスツペルさえ、軽く圧倒する精強な三〇〇〇であろうことは想像に難くない。

　先遣隊の数百で、ここまで苦戦させられたのだ。数こそ《狼》より少ないが、決して油断していい相手ではなかった。

　とは言え、本番を前に弩の三段撃ちが実戦レベルに到達したのは好材料である。騎馬部隊への有効な対抗策を一つ手に入れられたのだから。







「……え～、こちらが小麦、あちらが大麦、そしてあちらが塩と酢で、こっちが弩用の矢になります」

　ギンナルが積荷の中身を紙で確かく認にんしながら運ばれてきた馬車を指さしていく。

　いわゆる補給であった。

　当たり前だが、人間食べなければ生きていけない。

　今回の戦では特に顕著であるが、矢がなければ戦うこともできない。

　だが、それらは使えば消耗してしまうものなのだ。

　そこで減った分を、ギンナルと彼の付き合いのある交易商人たちに近場の街や村から買い集めては時折補充してもらうのだ。

　軍を軍として維持させるための後方支援全般を『兵站』と言い、

『戦争のプロは兵站を語り、戦争の素人しろうとは戦略を語る』

　などという格言もあるほどに二一世紀の軍事では重要視されている概念である。

「ありがとうな、ギンナル。シュルグの街で食糧を分けてしまって、ちと不安だったんだ。お前みたいな有能な子分を持って俺はホント幸せ者だぜ」

「こんな時にまでそれはやめましょうよっ！」

「いや、今回は本音も本音だって」

　冗じよう談だんっぽく笑いながらも、勇斗が心底安あん堵どし感謝していたのは紛れもない事実であった。

　シュルグの街はなんとかすぐに奪い返したものの、すでに《豹》により食糧という食糧を略奪し尽くされ、民はその日食うものにも困る有り様だったのだ。

　殺されたり奴ど隷れいとして連れられていったりした者も多くいたが、それでも街や街の周辺には万近い領民が生き残っている。

　ユグドラシルでは、領民のことを「コン」と呼んでいる。「末裔」と言う意味だ。誓盃制度による人間関係を辿っていけば、宗主パトリアークにとって民は子どもの子ども、そのまた子どもであるからだ。

　人類みな兄弟、というほどまでお花畑な理想論を語る気はないが、一家一門の長として自分の傘さん下かの家族・親族を見捨てるわけにはいかなかった。

「しかし、親父さんもお優やさしいですな。あま、あ、いや、酔狂と……あ～」

「ははっ、自分でも甘っちょろいってわかってるよ」

　勉強用に戦記物の小説などを読んでも、兵站の大事さは確かに大たい抵てい書かれてはいる。だが現実において、『自軍の物資を自前で調達して配備する』という兵站が重要視され始めるのは、大砲や銃器と言った火器が戦場の主流になってからだ。

　弾薬などは自軍の規格通りの物でなければ使用できない。食糧より弾薬の配給こそが生命線だったのだ。

　食糧の調達に関しては、予め用意しておくのではなく、現地で調達するのが最上の手段というのが、孫子にも記述されている通り、はるか古代から近代あたりまでの兵站の基本だったのである。

　現地での調達すなわち――徴発か略奪だ。それはユグドラシルでも変わらない。

　食糧まできっちり配備されるようになったのは、鉄道や車と言ったモータリーゼーションが起こってからである。

「でも安っぽいヒロイズムぐらい守らねえと、何のためにチートしてんだかわからないから、な」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言って、勇斗は肩かたをすくめる。

　実際、イアールンヴィズからここまで重たい糧食を運んでくるのはなんとも手間だった。

　兵数の九割以上を戦闘員が占めるのが古代の軍というものの中、《狼》軍は物資の運搬を担当する輜し重ちよう部隊が二割弱を占めている。

　しかも、だ。輜重部隊は戦闘力を持たず、損害を受けたり荷を奪われたりしたら全軍にも深刻な影えい響きようを及ぼす致ち命めい的てきな弱点となり得る。

　ここは一応《角》の領内なのでさすがに略奪までは論外だが、徴発――武力を誇示して近辺から半ば無理やり安く買かい叩たたいて集めたほうが、リスクも負担も激減するのは確かだった。

　適正価格、場合によってはそれ以上の価格で買い取るなど、この緊急時にあっては狂気の沙汰である。だが、この時代、それほど食糧に余裕があるわけではない。いわば収穫期までの蓄えを譲ってもらうのだから、これぐらいは当然だと勇斗は考えていた。安く買い叩くなど餓死しろと言っているようなものではないか。

「まあ、なんとかなってるのは、若頭かしらやリネーア、そしてお前みたいな人材に恵まれたおかげだけど。感謝してるぜ、ほんと」

　兵站は英語では「logistics」と表記されるが、これはギリシア語の「計算を基礎にした活動」ないしは「計算の熟練者」を意味する「logistikos」に由来すると言われている。

　ただやみくもに買い集めたり運搬したりすればいいというものではない。物によって消耗の度合いも違うし、価格も違う。何をどれだけ輸送するかを計算して推測できなければならない。敵の襲撃に遭いにくい配送ルートや補給ポイントの選定なども重要だ。

　この点、《狼》はその手の人材に大いに恵まれたというしかなかった。

「ははっ、俺なんかより、リネーアの叔母おば御ごでしょう。ここに来る前にシュルグの街寄ったんですけど、住民への食糧の配給から仕事の割り振りその他もろもろ、臨時の態勢をきっちり整えちゃって、取り返して二日目でもう普通に街として機能してましたぜ」

「うわぁ、相変わらずこの手のことはズバ抜ぬけてるな、あいつ」

　三日前にシュルグで別れた可愛かわいい妹分の顔を思い出し、勇斗も感かん嘆たんとも呆れとも取れる苦笑いを浮うかべる。

　シュルグが街として再び動き出したと言うことは、それはすなわち、補給の拠点として復旧したということでもある。

　リネーアが後方支援の陣頭指揮を取ってくれている限り、《狼》は兵站が滞る心配はいらなそうだった。

「いやいや、世の中最後に物を言うのは銀ですよ。いくらリネーアの叔母御だって無い袖そでは振れませんぜ。全すべては大量の銀を集めた親父さんのおかげですよ」

「それも俺だけじゃどうにもならなかったよ。イングリット様々だ」

　ガラスや紙、砂利なし小麦と言った特産品による交易で、今や《狼》はユグドラシルのどこでも決済に使える便利な「銀」を大量に保有している。

　略奪・徴発なしの行軍は、まさにこの潤沢な経済力があるからこその裏ワザだったのだ。

「俺が安心して戦えるのは、みんなのおかげだよ」

　勇斗は心からそう思っていた。

　勇斗は自分の無知を知っている。身みの程ほどを知っている。だから驕おごらず強がらず、自分に出来ないことが出来る他人に敬意を持って頼ることの大事さを思い知っている。

『やってみせて、言って聞かせて、やらせてみて、ほめてやらねば人は動かじ。

　話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば、人は育たず。

　やっている、姿を感謝で見守って、信頼せねば、人は実らず』

　とは、大日本帝国海軍の名将山本五十六いそろくの名言だが、勇斗はこの言葉を知らずして、無意識の内に実践していたのである。

　勇斗の机上の空論は、こうして現場の人間の知恵と力を借りて初めて『活きた智ち慧え』となるのだ。

　その自らの至らなさを気づかせた人間と今まさに戦おうとしているのが、なんとも皮肉と言うしかなかったが。







「ふん、大口を叩いていた割には大したことなかったな、ヴァーリ？」

　本隊とともに移動していたフヴェズルングは、目の前にかしこまる青年を冷たく見下ろしていた。

《豹》切っての勇者と評判のヴァーリだったが、今はその身体に幾つか矢傷を受け、なんとも痛ましい姿を晒していた。

　しかも大切な部下を半分も失っている。

　自分たちだけで《蹄》の残りを蹴散らせると豪語していた事を思えば、惨さん憺たんたる結果としか言いようがなかった。

「じ、情報が違ったんだ！　あいつら、弩を連射してきやがった！　一発撃つ間に俺たちは五発射れるんじゃなかったんすか!?」

「……ふむ、詳くわしく聞こうか」

「さ、さすがに良くは見えなかったんスが、最前列のやつが撃って、後ろの二人が準備することで射る速度を上げてました……」

《豹ひよう》最高の騎き射しやの名人であるヴァーリは、目の良さに関しても《豹》一である。

　彼かれの目は、戦闘の最中にあっても、否、戦闘の最中だからこそ、敵の動きをつぶさに捉とらえていた。

「ほう、なるほど。そういう手か。ご苦労。下がっていいぞ」

「ま、待ってくれ親父おやじ！　俺はまだ戦える！　この雪辱を晴らす機会を！　頼たのんます！」

「ん？　何を言っている。そんなことはもちろんだ、ヴァーリ」

　フヴェズルングはヒラリと馬から降り、かしずくヴァーリの肩にポンと手を置く。

「お前はちゃんと私の命令通りに動いた。忠実な部下には多少失敗しようと機会を与えるし、働きにもちゃんと報いてもやる。だから、これからも忠勤に励んでもらうぞ？」

「は、はいっ！　ありがとうございます！　親父！」

　宗主の寛かん大だいな言葉に、ヴァーリは感涙にむせび泣いた顔を上げる。

　フヴェズルングは鷹おう揚ように頷うなずいてそれに応え、肩を握る手に力を込める。フヴェズルングの双そう眸ぼうが放つ凶気が、にわかに圧力を増す。

「だが、俺の命に背けば……わかっているな？」

「は、はい……それはもう肝きもに銘めいじております」

「ならいい。次も期待している」

　肩に置いた手から伝わってくるヴァーリの震ふるえに、フヴェズルングは満足そうに頷き、再び愛馬にまたがる。

　休養はもう十分に取った。

　敵もかなり近づいている。こちらも急がねばならなかった。

「ふふっ、ヴァーリをすっかり飼い慣らしたみたいね」

「ああ、これでヤツもはねっかえることはないだろう。良い薬になったというわけだ」

　傍かたわらを並走するシギュンに、フヴェズルングは鼻を鳴らす。

　そんな夫にシギュンはクスリと微笑ほほえみ、

「あんなことがあった後だから、処刑するんじゃないかってヒヤヒヤしたわ」

「俺は命令に忠実である限り寛大だぞ？　それにいい仕事をしてくれたんだ。罪に問う理由などどこにもない」

　にた～っとフヴェズルングの口元が邪悪に歪む。

　単たん純じゆん馬ば鹿かなヴァーリごときが手に負える相手ではないことは百も承知のことだった。

　自分を追い落とすだけあって、あの小こ僧ぞうは卑怯な手練手管に長たけている。こちらの騎馬への対策も何かしら用意してくることは読めていたことだ。

　あまりにも被害を被こうむることなく華麗に撤退をこなしていては、敵も警けい戒かいした可能性が高い。だが、ヴァーリたちが適度に負けることで、騎馬相手にも勝てると自信を深めたことだろう。意い気き揚よう々ようとミュルクヴィズを取り戻しに来てくれるに違ちがいない。

　まったくもって、ヴァーリはいい仕事をしてくれたものである。

「確かナルヴィの報告では、《狼》軍の兵数は八〇〇〇だという話だったな？」

「ええ、そうね。ここ一年の間にみるみるうちに勢力を拡大しているとのことよ。年こそ若じやく年ねんながら、大した器量の持ち主みたいね」

　シギュンは淡たん々たんと返す。

　遊牧民は徹底した能力主義である。

　現宗主フヴェズルングのように、能力さえあれば他所者であろうとトップとして受け入れることに抵てい抗こうが少ない。

　この辺りが、実力主義を謳いつつも、ブルーノを始め勇斗の盃を受けることを拒否した長老組が存在する《狼》との違いである。

　今まさに戦っている敵であろうと、優すぐれた者には敬意を表するのが遊牧民たる《豹》の矜きよう持じであった。

「ふん、所しよ詮せん借り物の力よ。奴が凄いわけではない」

　その声は静かに抑おさえてはいたものの、その奥おくには憎ぞう悪おが蠢いていた。

　フヴェズルングの過去に何があったのかは、シギュンは聞いていない。いい女は男の過去を詮索しないものだからだ。

　ただその仮面の奥の双眸に、恐おそろしいほどの憎悪と憤怒が宿っていることだけはひしひしと感じていた。この反応からするに、どうもこの《狼》の若き宗主との間に、何かしらの因縁があるのは間違いなさそうだった。

「くくくっ、さあこいユウト。今度は私が罠にかけてやる番だ」

　フヴェズルングが暗い愉ゆ悦えつに口元を歪める。

　ヴァーリの話では、そろそろ《狼》の軍勢がこのナーストレンドの地に足を踏み入れる頃だ。

　心の中に凶悪な衝しよう動どうがこみ上げてくる。

　もう少し、もう少しだ。

　勇斗のことはよく知っている。確かにユグドラシルとは異なる価値観の持ち主ではあったが、一方で今から思えば定住者特有の思考を持っていた。

「兵数でもこちらが上だ。我わが軍が負けることはありえんな」

　フヴェズルングはニヤリと口の端を吊つり上あげる。

　新たに隷属下に置いた元《蹄》の定住民を除いた、《豹》の遊牧民の人口は、実はわずか五万にも満たない。

　弱小氏族だった頃ころの《狼》とそう大差ない数字である。

　だが農耕民の国家は、農地や地場産業を維持する必要上、外征戦においてはその人口の一割も動員することが出来ないのに対し、《豹》のような遊牧民は、老幼の者と奴隷を除いたほぼ全ての男が兵士となる。

　しかも、農耕民がそのような大量動員の際は、ろくに戦闘訓練も受けていない兵士がほとんどとなるのに対し、《豹》のほとんどの男は、日々獣を追い掛け回し腕を磨いた熟練の弓使いである。そしてこの一年、あぶみで訓練したことにより、馬に乗れぬ者もまずいない。

　ミュルクヴィズにこれ見よがしに三〇〇〇の兵を張り付かせているのは、あくまで敵を誘き寄せ油断させるための囮である。

　さらに言えば、《豹》の騎馬部隊には騎射の他にもう一つ、最強の武器がある。もはや万に一つも負ける要素は見当たらなかった。

「このナーストレンドが貴様の墓場だ、ユウト」







　ナーストレンド。

《角》の北西部から延々と広がる湿原である。

　もっと西のミュルクヴィズ近辺にまで行けば深い森が姿を現すのだが、この辺りは土壌にあまり栄養分がないらしく、大型の樹木などが生育できず、ヨシやスゲといったコケ類が主に繁殖している。それが冷涼多湿な気候のもとに長い年月の果て泥炭化してしまっていた。

　まだユグドラシルでは干拓の技術もなく、シュルグとミュルクヴィズを繋つなぐ街道のみが、荷車が通行出来る程度になんとか整備されているくらいである。

「ここだとうちが圧倒的に不利だな」

　ところどころに沼地とともに広がる緑の野原に目を向けつつ、勇斗はつぶやく。

　これだけ土地が開けていれば、騎馬はその最大の長所である機動力を余すことなく使いこなすことができる。

　もちろんこの土壌の柔やわらかさでは全速力というわけにはいかないが、人間よりはるかに脚力のある馬は、荷台を引きながらでさえ悠ゆう々ゆうと動いている。逆に《狼》軍の兵士たちは泥に足を取られ、その行軍はなんとも遅々としたものになっていた。

「でも、なんとかここを抜ければミュルクヴィズです」

「そうだな」

　フェリシアの説明に、勇斗は頷く。この辺りの情報は、リネーアからすでに詳細に聞いている。

　ミュルクヴィズへ向かうためにはどうしてもこの湿原を抜けなくてはならないのが、痛し痒しなところであった。

　歩兵が騎馬と戦う場合、やはり沼や川、山や谷、森など騎馬での移動では障害となる物があり、敵は前方から向かってくるしかない隘あい路ろとなる地形が望ましい。

　この先には森林地帯が広がっており、そういう地形の場所もあるとのことだ。

　そこに辿たどり着つき陣を張れば――

　ぶおおおおおおおっ！

　突とつ如じよ、角笛が高らかに鳴なり響ひびく。

「敵か！　やっぱそう易やす々やすと通らせてくれるほど甘くないか」

　自軍にとって有利な地形で戦に臨むのは、古くから変わらぬ兵法の鉄則である。こちらが有利な地を押さえるのをおめおめと見み逃のがすはずもなかった。

　とは言え、こちらもミュルクヴィズを取り返すためには軍を進めなくてはならない。

　だからこそ、敵の動きを探りつつ、読みつつ、慎重に慎重を重ねてきた。

　ミュルクヴィズに張り付かせているクリスティーナからの連絡はない。同行しているアルベルティーナは風を操あやつるエインヘリアルだ。彼女自身も極きわめて軽量である。

　いかにミズガルズの馬が優れていようと、軍としての彼らが、個人の伝令である彼女を上回ることは有り得ない。

　ならば大した数ではないはずなのだが――

「な、なんなんだよ、あの数！」

　その威容に、勇斗は思わず息を呑む。

　その視線の先では、土つち煙けむりが舞い上がっていた。

　さすがに目視では正確な数は分からないが、現時点でさえ、どれだけ少なく見積もっても五〇〇〇は下らない。

　しかもだ。

「お、お兄様、あ、あちらからも！」

　フェリシアも驚きよう愕がくにその顔を強ばらせていた。

　その震える指が指し示す先からも、騎影が地平の果てより浮かび上がってきていた。

　次から次へと、留とどまることなく騎影は増え続けていく。

　ドドドドドドドッと地響きを重厚に轟かせながら。

「は、疾いっ！」

　その機動力に、勇斗は目を剥むく。

　敵は一直線にこちらに向かってくることはなく、騎影の両端が中心から弾はじかれるように進路を変え、地平を埋め尽くすように横へとその陣を広げていく。

　機動力で圧倒的に劣おとる《狼》は、それをただただ見守ることしかできない。

　なすすべなく、気がつけば《狼》は完全に包囲されていた。







「くくく、ははは、はーっはっはっはっ！」

　包囲陣を完成させたフヴェズルングは、勝利を確信し高らかな哄笑を響かせていた。

　完全に思惑通りの展開に、ご満悦だった。

　少数の遊撃隊で敵を釣つり、のこのこと誘き寄せたところを包囲して殲せん滅めつする。

　それが《豹》の常勝戦術であった。

　遊牧民である《豹》は、定まった拠点を持たない。

　そして羊と馬乳酒があれば、彼らは自給自足でどこででも生きていく事ができる。

　街などの拠点を経由する必要もなく。

　ゆえにこそ、定住民にその動きを悟られることはない。

　神出鬼没、それが《豹》騎馬軍団の真骨頂であった。

「スマホの力を過信したな、ユウト」

　牧ぼく畜ちくを生業とし各地を移動し続ける遊牧民にとって、交易もまた重要な産業の一つである。自然、《狼》の情報は、彼の耳に入ってきていた。

　まったくもって精強な軍団だと言えよう。《爪つめ》《角》《蹄》と、数で勝まさる敵を真正面から撃破している。《雷いかずち》の虎心王ドールグスラシルのような猪ちよ突とつ猛もう進しんの馬鹿を相手取った時には、策を弄して労せず敵を壊かい滅めつせしめている。

　今回も、ユグドラシルで未知のはずの騎射戦術に対して、憎たらしいほどに対策を整えてきた。

「だが、何を仕掛けてくるかわかってしまえば、どうとでもなる！」

　あの小僧の持っているスマホからもたらされる知識には最大限の警戒が必要だった。

　相手が何を仕掛けてくるか読めない状じよう況きようで、全戦力を投入するのは危険すぎる。

　この意味でも、ヴァーリは実にいい仕事をしてくれた。

　籠ろう城じようにはすでにヴァーリがしたように、平衡錘投石機トレビユシエツトを使ってやればいい。たまらず出てこざるを得ないだろう。

　弩の連射は少々厄やつ介かいではあるが、それでも聞く限り、こちらの騎射の連射速度より速いわけではない。

　あくまでヴァーリの部隊がやられたのは、純粋な兵数の差に過ぎない。

《狼》の基本戦術ファランクスは、確かに真正面からぶつかるなら騎き兵へい突とつ撃げきを跳ね返すほど強力だが、前方以外は非常に脆もろい陣形だということは調べが付いている。

　ならば敵を上回る兵数で、包囲という圧倒的有利な状況で、騎兵の持つもう一つの武器『騎兵突撃』を仕掛けてやればいいだけの話だ。

「くくっ、確かこういうのをチェックメイトと言うんだったか？　なぁ、ユウト……ん？」

　今まさに全軍に突撃の号令を下そうとしていたフヴェズルングの目に、奇妙なものが映った。

　ガラガラガラッと《狼》軍の内側から荷車が次々と押し出されてくるではないか。

　一いつ瞬しゆんぽかんとした後、パンッと仮面を打ち据え、フヴェズルングは天を仰あおいで狂ったように笑い出した。

「くくく、くはははははっ！　なんだなんだもう降参か、ユウト！　荷を全て差し出すから許してくださいってところかぁ？　いいぞいいぞ、実に愉快だ！　貴様のような臆おく病びような卑怯者にはふさわしい末路じゃないか！　構わん！　一兵残らず踏み潰してしまえ！　全軍、突撃ーっ！」

「「「「「おおおおおおおおおおおおおっっ!!」」」」」

　フヴェズルングが鳴鏑を空へと撃ち放つや、《豹》の軍勢が一いつ斉せいに馬を駆かけさせた。

　ドドドドドドッと土煙を上げて、《豹》の精せい鋭えいたちが《狼》へとまさに四方八方から押し寄せていく。

　まさしく、《狼》はもはや袋ふくろのネズミであった。ろくな反はん撃げきさえ敵かなわず、逃げ出すこともできずに、これから一方的に蹂じゆう躙りんされるのだ。

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン！

「む？」

　てっきり戦意喪失で降伏したかに思えた《狼》の軍勢から、矢が放たれてきた。

　油断していた《豹》の兵士たちが何人か射落とされて落馬する。

　フヴェズルングが侮蔑を隠かくすことなく吐はき捨すてる。

「降参したと見せかけて不意打ちか。ふっ、相変わらず卑怯な男よなぁっ！　ふん、こちらも応戦だ。射返せ！」

《狼》軍の斉射をくぐり抜け、《豹》の騎馬軍団はその圧倒的な機動力をもってまたたく間に距きよ離りを詰める。

　兵士たちは手た綱づなから手を離はなし、あぶみで身体を固定し、締めた脚だけで馬を操り、弓を引き放つ。

　まさに熟練の匠の技である。

　それを《豹》の兵士は全員がやってのけてみせたのだ。

　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン！

　全方位から矢の雨が《狼》軍へと降り注ぎ、

　カンカンカンカンカンッ！

　その全てが、乾いた金属音とともに《狼》軍を囲むように押し出された荷台にあっさりと跳ね返されていた。

　荷台の中身に埃などがかからぬためだろう、かけられていた布が破れずり落ちていき、木とは明らかに違う鈍色の装甲がその姿を露わにする。

　そしてその奥では、《狼》の兵士たちが荷台に弩を置いて構え撃ち返してくる。

「ぎゃあっ！」

「ぐあっ！」

「ヒヒヒヒーン！」

　一方の《豹》軍は、矢を遮るものなど何もない。

　しかも敵目掛けて突っ込んでいる最中である。撃ち落とされる者、矢を受けた馬が倒れ転げ落ちる者が続出する。

　それでも負けじと《豹》は再び矢の雨を《狼》軍に降らせるも、それらは先程と同じく《狼》軍を囲む荷車に阻はばまれてしまっていた。

　そして三度降り注ぐ敵の矢が、《豹》の精鋭の命を奪うばい取とっていく。

「な……なんだ……と!?」

　かすれた声が、フヴェズルングの口から漏もれていた。

　目の前の光景が、信じられなかった。

《豹》による一方的な虐殺が始まるはずが、まったく逆の状況が発生していた。







　古来、名将は自軍に有利になるような地を選び、その地形を利用して戦いに勝利を収めてきた。

　数千年、人類はそういう戦いを続けてきた。

　だが、ここに新概念が登場する。

　地形を利用するのではなく、戦場を自軍に有利なように作り変える。

　いわゆる『野戦築城』である。

　一五七五年の長篠の戦いでの新戦術『三段撃ち』は、確かに虚構であったかもしれない。だが実はこの戦いで、織田信長が日本で初めて、この野戦築城を行ったことはあまり知られていない。

　一六世紀初頭のヨーロッパにおいても、重装備の騎士を突撃させる攻撃的戦術よりも、即興で馬防柵や槍やり隊たいを並べるなどして防御障壁を作り、その後ろから銃や弩、大砲などの投射兵器で防御的に戦ったほうが強いと証明され、導入され始めていた。

　それに先駆けること一〇〇年以上。

　ボヘミアで一四一九年から起こったフス戦争で活躍した名将に、ヤン・ジシュカという人物がいる。

　彼が率いていたフス派は、貧農や一般市民だけというろくに軍事訓練さえ受けていない弱兵集団であった。一方、彼の敵であるカトリック側の十字軍は、その多くが騎兵からなっており、装備も練度も比べるべくもなく、さらには兵数においてさえジシュカのフス派を圧倒していた。
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　そんな劣勢を覆したのが、馬で引く農業用荷車に鉄の装甲を施し、戦闘時には輪状に連結することで簡易の城じよう砦さいを作り上げるという奇策、『荷車城塞ワゴンブルク』である。

　三人一組の鉄砲隊を組織してこの荷車城塞ワゴンブルクに立てこもり、射撃係・弾込め係・銃身掃除係と役割分担し、間断なく射撃して敵を倒す。

　数千年に渡わたり歩兵を恐きよう怖ふのどん底に叩き落とした騎兵の弓斉射も突撃も、この鉄てつ壁ぺきの移い動どう要よう塞さいと鉄砲の三段撃ちにはまったく手も足も出ず、寡か兵へいであったはずのフス派に完かん膚ぷなきまでに敗れ、ドイツ、あるいはハンガリーへ向かう街道は、戦場から逃走する十字軍兵士たちで満ち、神聖ローマ帝国の軍旗や十字軍の勅書さえフス派の軍の手に落ちたとされる。

　現代日本の刑事ドラマや海外ニュースでも、パトカーを盾にしての銃撃戦や、パトカーを並べてバリケードを築く光景が時々映されるように、現代でも普通に運用されている立派な近代戦術だった。

「たった一年半でこれだけの兵を率いれるようにまでなってるとは、な」

　車列円陣の中央で、額の汗あせを拭いつつ勇斗は呟く。

　すでに季節は秋も終わりに近づき、風の冷たさに冬の足音が混じり始めていた。それでも手や額には、じんわりと汗が滲む。

　さすがにこれほどの大軍で押し寄せてくるとは少々計算外であった。

　いくら文字通り鉄壁の城塞に守られているとは言え、ジシュカも兵力的には圧倒的劣勢をこの戦術で覆しているとは言え、全方位から鬨ときの声こえを上げて襲い掛かってくる《豹》の大軍の迫はく力りよくには、肝が冷える。

「やっぱ、あんたすげえひとだよ、兄貴。けど俺おれだってこの一年半、のうのうと過ごしてきたわけじゃない」

　機動力で圧倒的に勝る《豹》に大打撃を与あたえるためには、まずなんとしても敵の大軍を誘い込まなければならなかった。

　しかし勇斗の知る歴史では、騎馬遊牧民は一撃離脱戦法を好み、あまり会戦で決着をつけようとしない性質がある。一〇万の匈きよう奴ど軍ぐんを見事釣った李り牧ぼくのような罠を仕掛ける必要があった。

「もう俺は、チートだけのガキじゃないんだぜ、兄貴……」

　兄の気持ちを考えることが出来なかったあの頃とは違うのだ。

　孫子いわく。

『能く敵人をして自ら至らしむる者は、之を利すればなり』

　来て欲しいところに敵が自ら進んでやってくるようにしたければ、利益を見せびらかせばいい。《蹄ひづめ》戦でも《雷》戦でも、勇斗はまさにこの考えに則って策を立ててきた。

　今の勇斗は、相手の立場に立って考える、ということができるようになっていた。

　少数の騎兵で敵を釣り、誘き寄せて包囲殲滅するのは騎馬遊牧民の常套戦術である。

　そして、ロプトにはかつて、《爪》《灰》《牙きば》の三氏族連合軍の包囲により大敗を喫した過去がある。先代を殺害し、《狼おおかみ》に追われたこともあった。彼は包囲の恐ろしさ、優位さを知り尽くしている。

　だから勇斗は、あえてこの湿原にのこのこと兵を進めてみせたのだ。

　この歩兵に対し騎馬が圧倒できる広い湿原ならば、必ず好機と見て大兵力を率いて包囲戦を仕掛けてくるだろう、と。

　そして敵を呼び寄せるために、警戒や対策を整えさせないために、今の今まで荷車城塞ワゴンブルクを封印してきたのだ。

　これも孫子が語源となったことわざ『始めは処女の如く、後には脱だつ兎との如し』に倣った作戦だった。

「ほんと……俺は死んだら絶対地獄行きだな」

　鼻を鳴らし、勇斗は自嘲する。

　家族を守るために戦うのが自分の誓いではなかったのか。

　その大事なはずの兄を倒すためにここまで周しゆう到とうな罠を張る自分は、いったい何をしているのか、と心のどこかで囁ささやく声がする。

　頭の冷静な部分宗主としての勇斗は、皆みなを守るために非情に徹てつするべきだと断言する。だが、胸をざわつく感情がどうにも納なつ得とくしてくれない。

　この時にあってもまだ、勇斗は迷いを捨て切れないでいた。

　それでも彼は宗主である。

　瞑めい目もくし、後こう悔かいするのは全てが終わった後だと自分に言い聞かせる。静かに心を凍らせていく。

　やがてすっと目を見開き、《豹》の軍勢を見据え、彼は冷たく言い捨てる。

「撃ち尽くせ」







「何をやっているんだ、貴様らぁっ！」

　癇かん癪しやくを起こした子どものように、フヴェズルングが喚き散らしていた。

　フヴェズルングの策は見事に嵌はまり、敵はまんまとこの湿原に誘き寄せられ、今こうして完全に包囲の状態にあり、圧倒的にこちらが有利のはずなのだ。

　これは、《豹》の兵士たちも同様の気持ちだった。

　すでにこちらの勝ちは決定的だ。

　敵は苦肉の策で荷車を壁にしてきたにすぎない。

　そうだ、単なる荷車である。

　はるかな昔から遊牧民にとっては、たんまりと食しよく糧りようや交易品を積んだ、まさに格好の獲え物ものともいうべき代しろ物ものではないか。

　そんなものに手も足も出ないなど、誇り高き《豹》の民の名折れである。

　矢が通らぬのなら、騎馬で突進してその一撃で粉ふん砕さいすればいい。

　だがそれも跳ね返された。

　飛び越えればいい。

　ぬかるんだ大地も影えい響きようしたのか、馬が怯ひるんだ。

　馬から飛びかかり、荷台の上に乗り込んだ。

　長なが槍やりに突つき落おとされた。

　そんなことをしている間にも、弩の矢が《豹》の軍勢に雨あられと降り注ぎ続けている。

「押せ、押せーっ！　そんな荷車、とっとと叩たたき壊こわして目に物を見せてやれ！」

　それでもフヴェズルングは認めない。

　誘い込んだのは自分のはずなのだ。

　自分のほうが実は誘い込まれていたなど、絶対に認めるわけにはいかなかった。

　将としての資質は、自分のほうがはるかに上のはずなのだ。

　あんな小細工、もうそろそろ突破できる。

　そんな淡い期待が、幻想が、フヴェズルングの決断を遅らせていた。

　一方、《狼》軍としても、決め手に欠けていた感は否めなかった。

　ヤン・ジシュカは、荷車城塞ワゴンブルクと火器の集中運用により騎馬を圧倒したが、《狼》軍には後者が存在していなかったからである。

　弩と銃では、やはり威力が違う。

　また小さく速い弾丸よりも、遅く大きくもある矢ははるかに避けやすく防ぎやすい。

　馬を怯えさせ恐慌状態に陥れる一斉銃撃の炸裂音もない。

　ゆえに敵に絶望を与えることもない。あと少しで越えられるのではないか、という期待を抱かせる。

　戦いは増々激化の様相を呈し始めていた。







《豹》と《狼》の会戦が始まってからはや五時間が経過していた。

《狼》軍の荷車城塞ワゴンブルクの周りは今や、《豹》の民と馬の死体で埋め尽くされていた。

　弓を斜め上に構え矢を山なりに降ふらす戦術に切り替えることで《狼》軍にも損害を与えることができ始めてはいたが、それもわずかなものである。

　山なりの矢は風などの影響を受けて命中率も悪く、矢の勢いも失われる。それに引ひき換かえ《狼》は荷車の陰からしっかり狙ねらいを付けて狙撃しているのである。また、射程距離も直線だけにはるかに長い。

　どちらの損害が大きくなるかは、自明の理であった。

「ぬうううううううっ！」

　あまりの苛立いらだちに、フヴェズルングは親指を噛んでいた。よほど腹に据えかねているのだろう、爪には噛み跡がくっきりと付いている。

「ねぇ、ルング。ここは退きましょう。悔しいけど、今回はあたいたちの負けだよ。これ以上はいたずらに子どもたちを失うだけよ」

　痛ましげにその表情を歪め、シギュンが進言する。

　他の者が言い難いことをあえて言い、夫を支えるのが宗主の妻の務めであった。

　すでにミュルクヴィズに留めていた三〇〇〇も呼び寄せ戦列に加わらせたにもかかわらず、《豹》は《狼》を攻せめきれずにいる。

　誇り高き《豹》の人間として、たかだか荷車に敗れるというのは非常に口惜しいが、受け入れがたい事実も受け入れ正しい判断を下すのが、人の上に立つ者の責任だった。

　荷車などという見かけに騙されてはならない。あれはもうまごうことなき城塞だ。しかも移動まで可能という実にふざけた代物である。

　城を力ずくで攻め落とすには五倍一〇倍の兵力が必要だと言われている。加えて、騎馬は城攻めに向いた兵科ではない。

　このまま攻撃を続けても、こちらの被害だけが増すのは目に見えていた。

「馬鹿を言うな。今退いてどうする。ようやくあの壁を越えられそうだというのに」

「ルング……落ち着いて。あの荷車は越えられないわ。何度やったってダメよ」

　シギュンの目には、夫は明らかに冷静さを欠いているように見えた。

　冷徹に見えて、感情的な部分も強い男である。怒いかりと憎悪に囚とらわれ、完全に我を忘れているのだ、と。

　だが、フヴェズルングは至って冷静そのものだった。

　確かに先程までのフヴェズルングはムキになっていた。それにより、いたずらに自軍の兵士の血を流させた。

　そうして子分を実験台にして対抗策を探り続けたのだ。そしてその犠牲の先に、ついにようやく彼は血路を見み出いだしていた。

　ここで退くなど、もったいないにも程があった。

「いけるさ。今なら、な。それにはシギュン、お前の力が必要だ」

　言って、フヴェズルングは思いついた策を語る。

　その内容は、二一世紀に比べ著いちじるしく倫理観が欠如するユグドラシルの人間でさえ眉まゆをひそめるものであった。事実、その場にいた《豹》の幹部たちはそろって渋面を作っている。

　ただ一人、それでもシギュンだけは高らかに笑ってみせた。

「あははははっ！　さすがだ、さすがあたいが見込んだ男だよルング！　わかったよ、やってやろうじゃないか」

「お前ならそう言ってくれると思っていた」

　フヴェズルングもニヤリと口元を歪める。

　そこにいたのは、人を人とも思わぬ、非情にして冷血なる「鬼」だった。







「陽が落ちてきたな」

　紅く染まる西の空を見み据すえつつ、勇斗はつぶやく。

　荷車城塞ワゴンブルクはまさしく文字通りの「鉄壁」であり、ユグドラシルにあって絶大な脅きよう威いであるはずの騎射も騎兵突撃も容易に跳ね返している。

　とは言え、一瞬たりとも気は抜ぬけなかった。

《豹》の猛も者さたちは依い然ぜん間断なく決死の形相でこちらへ突撃を仕掛けてきており、何が起きるのかわからないのが戦というものである。

　いきなり流れ矢が飛んできて、自分の命を奪ってしまうのではないかという恐怖は尽きない。

　不測の事態で城塞を破られるのではないか、という不安も消えない。

　ストレスに精神がゴリゴリと削られていくのが自分でもわかる。

「ようやく……一休みできそうですね」

　安あん堵どするフェリシアの顔にも疲労の色が濃かった。

　夜になれば、戦せん闘とうは一時中断せざるを得ない。月と星明かりだけが頼たよりのユグドラシルの夜は果てしなく暗い。そんな状態では障害物や足元の地形も見難くなるし、位置の把は握あくや敵味方の判別も難しくなるからだ。

　もちろん夜の闇やみに紛れて奇き襲しゆうという可能性もあるので警戒はしなければならないが、それでもとりあえず一息ぐらいはつけそうだった。

「ああ、これで退いてくれりゃ有り難いんだけど、な」

《狼》ではすっかり軍神扱いされ始めた勇斗だが、戦いは決して好きではない。むしろ戦わずに済むならそれに越したことはない、とさえ思っている。

　個人的感傷も、含めて。

「こっちの目的は、あくまでうちに手出ししたらただじゃすまないと思い知ってもらうこと、だからな」

　勇斗としては、こちらを殺そうとしている敵とは言え殲滅したいわけではない。

　仕方ないことと自分に言い聞かせてもいるが、それでもやはり人の命を奪うことには罪悪感がある。

　矛盾するようだが、ゆえにこそこの一戦で、徹てつ底てい的てきに、圧倒的に、敵を叩いておく必要があった。

　そう、それこそ敵兵一人ひとりの心の奥おく底そこにまで絶望感を刻み込むほどに。

　悪徳を為なすなら一気にやれ。それがマキャベリの教えである。その一時、多数の死者を出すことになろうとも、長期的にトータルで見れば、被害者の数をはるかに減らすことになる……はずだ。

　さすがに正確な数など数えようもないが、《豹ひよう》には千以上の被害を与えたはずである。

　翻ひるがえって《狼》の被害は数十人といったところだ。

　ここまでの結果だけを見るならば、《狼》の圧勝と言っていい。

　夜となり一時中断することで、敵もこの事実を理解し、《狼》とはもう金輪際関かかわるべきではないと手を退いて欲しかった。

「っ!?　敵に動きが！　北西の方角に兵を集めています！」

「ちっ、まだ諦あきらめてはくれねえのかよ」

　もう十分だろう、と勇斗は舌打ちせずにはいられない。やはり心のどこかでロプトとは戦いたくないという思いがあった。

「なら、何度だって跳ね返すだけだ！　こちらも北西への防御を固めろ！」

　荷車城塞ワゴンブルクの恐ろしいところは、その鉄壁の防御力もさることながら、移動させることが出来るという点に尽きた。

　敵の動きに合わせて変幻自在に防御陣を張り替えられるのだ。

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

　鬨の声とともに、《豹》の大軍が突撃を仕掛けてくる。

　兵を集中させているだけにその迫力、威圧感はこれまでの比ではなかった。鉄壁の荷車城塞ワゴンブルクに守られているとわかっていてさえ、少なくない《狼》兵を怯ませたほどである。

　しかし白兵戦ならばともかく、腰こしが引けていても弩は問題なく引けるのである。むしろ恐怖を感じたからこそ、近づけないために《狼》兵たちは懸命に矢を放ちまくった。

　城塞を破られれば瞬またたく間まに蹂躙される可能性もあるわけで、勇斗としても息を呑んで情勢を見守る。

「おおおおっ！」

　先頭を走るのは、ここまで散々《狼》を苦しめてきた騎射の名手である短髪の男だ。

　剣を振るって矢の雨を払い除け、ぐんぐんとこちらとの距離を詰めてくる。さすがはスカーヴィズと互角に斬り結んだだけあり、大した武勇の持ち主である。

　そして、ほんのわずかな攻撃の隙間を見つけては、矢をつがえ、今まさに自分を射ようと城塞から顔を出してきた《狼》の弩兵の眉間を狙い打つ。

　まさに一騎当千ともいうべき獅子奮迅の活躍である。

「ぐっ！」

　とは言えいかな勇者も、所詮は単騎である。ついに《狼》の誰かが放った矢が、ヴァーリの肩を射抜いた。

　その勢いのまま後ろへと吹き飛び、落馬して地面に落ち泥どろ飛沫しぶきが舞う。

　死んだかどうかまでは勇斗の位置からは確認できなかったが、かの強敵が戦列から離脱したことは確かだった。

　しかし、勇者の敗北にも敵の勢いは鈍らなかった。

　その後もまさに《豹》の最後の力を振り絞ったかのごとき疾しつ風ぷう怒ど涛とうの波状攻撃を仕掛け続けてくる。

　一体いつまで続くのか、一時間にも満たないはずなのに永遠とも思える時間が過ぎ――

「よし、今回もなんとか凌いだか」

　空が薄暗く淀んだ水色に染まる頃には、敵の攻撃の勢いにもついに翳かげりが見え始めていた。勝利を確信し、勇斗が拳こぶしを握にぎり締しめたその時だった。

『途絶えし陽は闇に代わり禍つ刻今至る』

「……っ！　なんだ!?」

　唐とう突とつに頭の中に言葉が響き、ドクンと心臓が一際強く脈打つ。

　まったく聞き覚えのない女性の声だった。

『神の定めし聖約も、今となりてはその杭は緩み、戒められし餓狼は解き放たれん』

　それでも呪文の詠えい唱しようは続く。

　脳のう裏りにぼんやりと舞い踊る女性の姿が浮うかぶ。

　やはり知らない女性だ。

　年としの頃は二〇代半ばぐらいだろうか。銀色の長い髪かみをポニーテールに束ねた美女である。

　その服装は胸と局部を薄うすい布で覆おおっただけというとても扇情的なものだったが、同時に冒しがたい厳かなものも感じた。神殿ホルグルにて舞を奉納するときのフェリシアのそれとよく似ていた。

「誰だれなんだ、あんたっ!?」

　叫さけんで、勇斗は周囲をキョロキョロと見回すが、それらしき女性の姿はない。

　なぜこんな現象が起きているのか、意味がわからない。

　だが、既視感があった。

　思い出さずにはいられない。

　ユグドラシルに召しよう喚かんされる時、まさに今のように、勇斗はフェリシアの舞を幻視していたのだ。

　あまりにも状況が相似しすぎている。

「な、南東からも敵襲です！」

「なにっ!?」

　だが、戦局は勇斗の心境など斟しん酌しやくすることなく、新たな展開を迎むかえていた。

　今まさに攻こう勢せいを仕掛けてきた《豹》の大軍と真逆の方向、そこから黒ずくめの騎馬の一団がこちらへと一直線に駆け込んできていたのだ。

　予想以上に近かった。

　大軍による陽動があったこと、少数であるということ、夜の闇に紛れていたこと、それらが重なって発見が遅れたのだろう。

　いくら北西の防備を固めたとは言え、それ以外も最低限の防備は固めてある。あの程度の手勢でどうにかなる荷車城塞ワゴンブルクではない。

　すかさず、勇斗は迎撃を命じようとして、

『氷結こおれる獣の鋭き牙よ、狂乱の偶像を打砕き、此処に災禍の混沌を齎もたらせ……《フィムブルヴェト》!!』

　勇斗の脳裏で美女が空へとその両手を掲かかげ舞を奉納した瞬しゆん間かん、彼かれのリアルのほうの視界は、奇襲をしかけてきた一団をぼうっと蛍火のようなかすかな淡い光が包むのを捉とらえる。

　なんだ!?　と警けい戒かいすると同時に――

「お、お兄様っ!?　お、おお、お身体がっ！」

「えっ!?」

　フェリシアの打ち震えたような声に、勇斗は反射的に自らの身体を見下ろし目を疑う。

　わずかに、だが確かに、身体が透けていた。

　全身を覆っていた何かが薄まっている、そんな感覚もあった。しかし、それは一瞬で収まり、すぐに勇斗の身体は実体を取り戻す。

「な、何が起こったんだ!?」

　今は戦の最中であり、白昼夢など見ている場合ではない。そう頭ではわかってはいても、とても冷静ではいられない。集中できない。

　二一世紀の日本に帰ること、それが勇斗の悲願である。二年半、どれだけ調べても見つけられなかった帰き還かんのヒントにようやく巡り合えたのだ。気にならないわけがなかった。

　そんな心乱れた時に、彼は見てしまったのだ。

　闇を抜け現れた、黒く物々しい兜で顔の上半分を覆った男の姿を。彼の副官によく似た金色の髪を！

「ま、待て撃つな、あれは……っ！」

　咄とつ嗟さにそう、叫んでしまっていた。

　その姿を見なければ冷徹に撃てと命じられても、実際に兄をその目で捉えつつ殺せと命じるには、強い意志の力を必要とする。

　戦いにおいては、敵を徹底的に叩かねばならないとわかってはいるはずなのに、断固たる決意がなかったこと、ただでさえ集中力を欠いていたこともあり、それがここに来て致ち命めい的てきに響いた。
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　勇斗の命令は、これまで常に《狼》を勝利に導いてきた。その信しん頼らいが兵士たちの手を止めさせた。

　何度となく敵の攻撃を跳ね返したことで、荷車城塞ワゴンブルクは越えられないという思い込みもあった。

　そのほんのわずかの間に《豹》の一団は荷車城塞ワゴンブルクとの距離を詰つめてしまう。

　そして――

　先頭を駆けていた兵士たちの数人がいきなり馬から飛び降りたのである。ぬかるんだ大地に四つん這いになって身体を固定する。

　続いて来た騎き馬ばがその背中を容赦することなく踏みつけ、城塞をついに飛び越えた。

「なっ!?」

　有り得ない事態に、勇斗も言葉を失う。

　いくら人を踏み台にしたからとて、馬には柵を飛び越えたがらない習性がある。恐怖を取り除くには相当の訓練を積ませなければ不可能のはずだ。なのにいったいどうして、と思考を巡らせて、すぐに思い至る。

　先さき程ほど、《豹》の一団を包んだ蛍火は、美み月つきと通信している時の神鏡の光によく似ていた。

　おそらくあれは、神力アースメギンの光なのだ。

《フィムブルヴェト》

　その響ひびきには聞き覚えがあった。いつかクリスティーナから聞いた――

　自軍の兵士を死をも恐おそれぬ狂戦士ベルセルクルへと変える秘法セイズだった。







「ふはははっ！　越えた、越えてやったぞ！」

　敵陣へとついに踏み入れ、フヴェズルングは高らかに哄笑を響かせた。

　彼の妻が得意とする秘法セイズ《フィムブルヴェト》。

　フヴェズルングはそれを人ではなく、馬にかけたのである。

　そうすることで柵を飛び越えたがらない恐怖心を取り払い、また人間で言えば腰が引けていたことで萎縮していた跳躍力を十全に発揮させたのだ。

「どけどけーっ！」

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

　フヴェズルングは、槍を振るって近場にいた《狼》兵を薙なぎ倒たおす。

　そうしている間にも、後ろから次々と《豹》の騎馬が城塞の中へと飛び込んできていた。

　とは言っても数は非常に絞られる。《フィムブルヴェト》により凶暴化した馬を御するのは、並大抵の労苦ではない。為せるのは精せい鋭えい揃ぞろいの《豹》の中でもさらに選りすぐった彼の親衛隊スキユンデイぐらいのものである。

　また秘法セイズは術者の精神力を大おお幅はばにこそぎとる。ユグドラシル有数の秘法セイズ使いとされる女じよ傑けつシギュンをもってしても、三〇騎程度がせいぜいだった。

　日に二度は使えない、まさにとっておきの奥おくの手だった。

「うわあああっ！」

「ひいぃぃっ！」

　城塞の内側を固めていた《狼》兵は、ほとんどが弩兵とその補助をしていた兵である。疾しつ走そうする騎馬を前にして恐慌状態に陥っていた。

　荷車城塞ワゴンブルクがあまりにも鉄壁であったがゆえに、それを破られたことが動どう揺ようを生んだのだ。

　普ふ段だんは死を恐れずに果か敢かんに戦う《狼》兵も、それは戦意を高め、戦う決意を固めた後だからこそである。また弩という遠距離攻撃に徹していたがゆえに、彼らは自らの数倍の体たい躯くを誇る恐るべき敵兵に果敢に立ち向かう覚かく悟ごを即座に固められなかったのだろう。

「ここは通さん！」

　それでも《狼》には死を恐れぬ硬骨の将がいた。

　不ふ吉きつをまとったその男はすかさず愛馬に乗り込み、単騎、フヴェズルングの前へと躍り出る。

　数あま多たの修羅場をくぐり抜け活路を開いてきた餓狼の嗅覚は、フヴェズルングがこの一団の長だと即座に見抜いたのだ。

「ぬぅんっ！」

　渾こん身しんの力を込めた槍の一撃を繰り出してくるも、フヴェズルングは無理に力の流れに逆らわず、受け流すことで軌き道どうを変える。

「なにっ!?」

　ただ防がれたのならば、歴戦の武人であるスカーヴィズはなんら驚きはしなかっただろう。すかさず次の攻撃に転じていたに違いない。

　しかしフヴェズルングが使ったのは柳の技法――スカーヴィズが長き戦いの日々の果てに磨き編み出した神技である。

　ほんの一瞬、まさに刹せつ那なと言える時間だが、その動きが固まった。

　そして、達人同士の戦いではその隙が命取りとなり得るのだ。

「ぐっ！」

　フヴェズルングの槍がその右肩をかすめた。

　さすがの『嘲笑する虐殺者ニーズヘッグ』も激痛に顔をしかめる。

　そこにフヴェズルングは容赦無い追撃の突きを胸元へと放つ。

　スカーヴィズは咄とつ嗟さに身体を捻ひねるも、かわしきれない。その胸から鮮血が噴ふいた。

「ふっ、弱くなったな、兄弟。いや、私が強くなったのか？　……ぬっ!?」

　勝利を確信しフヴェズルングの口元が緩ゆるんだ瞬間、カッとスカーヴィズが目を見開き槍の柄えを掴んできた。

「往生際が悪いぞ！」

　フヴェズルングは苛立った声とともに、力づくで引き抜こうとする。

　だが、スカーヴィズも決死の形相で離そうとしない。傷は浅くなかろうに、すさまじい力である。

「その声、貴様……ロプトだな！　御館様の下へは……っ！」

「ちっ、貴様などにかかずりあっていられるか」

　フヴェズルングは引いていた力を、すかさず押し込むほうへと変える。

　引っ張られないよう堪こらえていただけにスカーヴィズの身体が後ろに流れる。それでも掴んだ槍を支えに身体を起こそうとしたところを、パッとフヴェズルングは槍を手放す。

「しまっ……！」

　スカーヴィズの身体が後方に傾く。

　彼は体勢を立て直そうと歯を食い縛るも、拍ひよう子しに胸の傷から鮮血が噴ふき出だし、そのまま馬から転げ落ちる。

「ぐっ！」

　それでもスカーヴィズは地面に背中から落ちるその寸前にその身体を捻り回転させる。

　ごろごろっともんどり打って転がり、その衝しよう撃げきを分散しつつすかさず立ち上がる。

　だがそこまでだった。ガクッとその場に片かた膝ひざをつく。

　視線はフヴェズルングを睨み戦意はまるで衰えていないようだったが、落馬の衝撃と胸の傷に、さしもの先代『最も強き銀狼マーナガルム』も身体が心についていかないようだった。

「相変わらずの不死身ぶりよな。だが、もはや『最も強き銀狼マーナガルム』になど興味はない」

「くっ、長槍兵、何をぼさっとしている!?　敵は少数だ。早く討ち取れ！」

　スカーヴィズが胸を押さえつつ、最後の力を振り絞るがごとく声を張り上げる。

　その声に我に返ったように、《狼》兵たちは自らの役目を思い出し、フヴェズルングたちに殺到してきた。

　あっという間に敵味方入り乱れての乱戦となった。

「有象無象が！　邪魔をするなぁ！」

　苛立ったように叫びつつ、フヴェズルングは迫る槍を斬り払い、返す刀で長槍兵の脳天を兜ごと叩き割る。

　続いて槍を放とうとしていた《狼》兵を馬を突進させて跳ね飛ばす。

　白兵戦最強を誇るファランクスだったが、それはあくまで整然とした密集隊形を組むことで避けようがない槍ぶすまを作っていたがゆえである。

　奇襲により隊列を組む隙などあるはずもなく、てんでバラバラに個人個人が思うままに戦う長槍兵など、怖くもなんともなかった。

　あんな長大すぎる槍を農民に毛の生えた程度の兵士が自在に操れるはずがない。個になった瞬間、精強だった《狼》兵は、弱兵に成り下がったのだ。

「貴様ら、雑ざ魚この相手は任せたぞ」

　敵群を切り開くやあとは部下に任せ、フヴェズルングは一点を見据える。

　追い求めてきた標的と視線が交こう錯さくする。

「くくっ、ようやく会えたなぁ、ユウト……っ！」

　眼前に捉えた憎き仇かたきの姿に、自然とフヴェズルングの口元がにま～っと邪よこしまに吊り上がっていく。

　一年半ぶりに見る少年は、やはりそれなりに成長していた。顔つきからはあどけなさが消え精せい悍かんさが増し、背も高くなっている。

　それでも面影ははっきりと残っており、見み間ま違ちがえようはずもない。

「兄貴……なのかっ!?」

　勇斗がチャリオットの荷台から驚きよう愕がくの表情でフヴェズルングを見上げる。

　チッと思わず舌打ちが漏れる。

　苛ついた。とにかく苛ついて仕方がない。

「私とお前は、もはや兄でもなければ弟でもないわっ！」

　かつての《狼》の若頭かしらロプトにして現《豹》の宗主フヴェズルングは、吼ほえると同時に馬腹を蹴り勇斗へと突っ込んでいく。

「私から全すべてを奪った報いを受けるがいいっ！　この裏切り者がっ！」

　フヴェズルングは怨嗟の声とともに、腰の刀を抜き放ち勇斗へと振り下ろした。

　かつて勇斗から贈られた品であり、敬愛していた先代を殺めた忌いまわしい刀だ。勇斗への恨みと憎ぞう悪おを忘れぬため、片時も離さず身につけてきた。

　仇の命を奪うのは、この刀でと心に決めていた。

「させませんっ！」

「ぬっ！」

　だが、実の妹であるフェリシアに弾はじき返かえされ、フヴェズルングの仮面から覗く双そう眸ぼうにわずかに怯みが生まれた。

　彼の中では、妹はここにいないはずだった。彼の愛する妹は、目の前の裏切り者の手によりイアールンヴィズに軟禁されているはずなのだ。

「なぜだ、なぜここにいるフェリシア！　そしてなぜ私の邪じや魔まをするっ!?」

「兄さんこそ何をしているんです!?　先代のお父様を殺し、ずっと自分が守るとおっしゃっていた《狼》に弓を引き……」

「ち、違ちがうフェリシア！　お前はその男に騙されているんだ！　そこをどけ。兄の言葉に従うんだ！」

「従いません！　今のわたくしにとってお兄様は、この方だけです！」

　フェリシアはフヴェズルングから勇斗を庇うようにその前に立ち、刀の切っ先をフヴェズルングに向け、実の兄へと決別を告げる。

　兄きよう妹だいは壮そう絶ぜつに睨み合い、そして――

「くっ、くくくっ……つくづく卑怯な男だな、ユウト！　こんな偽にせ物ものを用意して、私の動揺を誘おうと言うのか！」

「な、何を言っている、兄貴！　ここにいるのは間ま違ちがいなくあんたの妹……っ！」

「黙れぇっ！　妹が、私に刃向かったりするものかぁっ！」

　叫ぶや、フヴェズルングは刀を一閃する。

「くっ！」

　なんとかフェリシアは受け止めるも、体勢がぐらりと崩くずれる。

　いかにエインヘリアルと言えど、器き用よう貧びん乏ぼうのフェリシアの剣けんの腕うで前まえは、ジークルーネやスカーヴィズには一段も二段も劣おとる。

「消えろ偽物ーっ！」

　まったく躊躇のない、殺意に満ちた全力の一撃だった。

　その鋭するどさに、フェリシアは反応が追いつかない。

　キィンッ！

　しかしその凶刃は、すんでのところで受け止められる。

「ぬううう、ユウト！」

「ぐうううう！」

　かつての兄弟は鍔つば迫ぜり合あいにて鎬を削る。

　勇斗は両手、フヴェズルングは片手である。

　それでも膂力は後者が上だった。

　勝利を確信しつい嘲笑を浮かべたフヴェズルングだったが、キッと歯を食い縛り必死な形相で睨にらみつけてくる勇斗と眼めがあった瞬間、ゾクッと背筋に寒いものが疾った。

「あんたが俺を恨むのは仕方ない。けど……この娘こは……フェリシアは……あんたのたった一人の肉親だろうがぁっ！」

　吼えるや、勇斗の身体から怒気が膨れ上がり、フヴェズルングはビクッとその身体を震わせる。

　有り得なかった。

　いったいなにゆえ、自分はこんな貧相な小僧に気圧されているのか。

　仇敵を前にして、その首に手さえかけている状況だというのに、自分は何を怖気づいているのだ。

　ズキリ、と眉間の傷痕が疼いた。

　そうだ、思い返せば、この得体の知れない凄みによって自分は継承者争いに敗れたのだ。

《狼》の先代ファールバウティは、何事にも熟慮すると言えば聞こえはいいが、どこか優柔不断なところがあった。改善策を提案しても、調和を重んじて中途半端にしか取り組もうとせず、この氏族存亡の危機になんと呑気な、と内心憤りを覚えたことは少なくない。
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　そんな先代を魅了し、年甲斐もなく熱くさせ、それまでの価値観を覆し血迷わせた、魔性のごとき力だ。

　まさにこれこそ生まれながらの「覇王」の貫禄――

「そんなはったり、この私に通用するものかぁっ！　貴様なんぞ！　貴様なんぞぉっ！」

　憎悪の炎で思い浮かんだ言葉を消し炭にし、フヴェズルングは刀を持つ手に力を込める。

　それだけで勇斗は堪え切れず、がくっと荷台に片膝を突く。

「くはは、やはり非力よな」

　まったくもってひ弱な男だった。所詮このような男は自分の敵ではない。嬲るように笑って、勇斗の刀を押し弾き、フヴェズルングは高々と刀を天に掲げ、

「俺おれの前から永久に消きえ失うせろ！　……ぬぅっ!?」

　振り下ろそうとした瞬間、突とつ如じよとして愛馬が暴れ出した。

　振り落とされそうになるのを手た綱づなを掴んで何とか堪え、脚あしで馬腹を押さえて御そうとするも馬の混乱は収まらない。

「な、なんだ、どうした!?」

「これ以上の父上への狼ろう藉ぜきは、このジークルーネが許さん！」

　馬上にあるはずのフヴェズルングを相手に、さらなる高所から槍やりが突き降ろされてくる。

　咄嗟に刀で弾き、敵を見上げる。

　そこにはかつての妹分にして、その武の才能を見込んだ銀色の戦いくさ乙女おとめが、駱駝の背に乗ってこちらを見下ろしていた。

「はっ！　貴様ごとき小娘が今いま更さらノコノコ出てきたところで私に敵うと……ぬぬっ！　収まれ、収まらんかーっ！」

　フヴェズルングの愛馬は、完全に彼の制御を受け付けなくなっていた。いやいやと首を振り、彼の意志に反して後ずさり出す。

　まるでジークルーネに怯えたかのように。

　いや、違う。

　怯えたのではない。ただただ、嫌いやがっている。

　ジークルーネの背後からは、同じく十数騎の駱らく駝だ騎き兵へいがこちらへと駆け寄ってくる。

　ふと背後を見れば、フヴェズルングに付き従っていた部下の馬たちも、足を止め、騎手が行けと指示を出しているのに暴れて聞き入れようとしない。ついには騎手を振り落としてその場から逃走する馬もいた。

「ぐぬううっ！」

　思わずフヴェズルングは獣のように唸うなった。

　仇をすぐ目の前にしながら、肝心の馬が進んでくれないのである。

　混乱していた《狼》の歩兵たちも、宗主の危機に自らの役割を思い出したらしい。勇斗を守るようにその前で長槍を構え、整然と列を築いていく。

「～～っ！　撤てつ退たいする！」

　叫んで、馬の首を返す。

　無念であった。

　万ばん全ぜんの状態であるならば、あの程度の連中、フヴェズルングたち《豹》の敵ではない。だが、馬がこのような状態ではとても戦えるものではなかった。

「覚えておけユウト！　この程度で終わったと思うな！　次は必ずその素っ首跳ね飛ばしてくれる！」

　捨て台詞とともに、フヴェズルングは馬を駆けさせる。

　駱駝から離はなれると、馬は正気を取り戻しフヴェズルングの指示を受け付けるようになっていた。

　荷車陣の内側は、射しや撃げきしやすいようにだろう。階段状に台が置かれていた。それを駆け上がり陣の外へと飛び出す。

　そのまま仮面の鬼と騎馬の一団は夜の闇の中へと消えた。







「父上、お怪我はございませんか!?」

　ジークルーネが駱駝から飛び降り、勇斗へと駆け寄る。

　勇斗はチャリオットの荷台の壁かべに背中をもたれかけつつ、疲つかれた笑えみとともにひらひらと手を振ってみせる。

「ああ、なんとか大だい丈じよう夫ぶだ。助かったよ、ルーネ」

「いえ、遅くなって申し訳ございませぬ。敵と刃を交える父上を見た時は肝が冷えました」

　ほ～っと長い溜ため息いきとともに、ぎゅっと勇斗のズボンを掴む。

　その身体が震えていた。

　うつむいた顔からは、ポタポタと滴が落ちて、荷台の床ゆかに染みを作っていく。

　そっと勇斗はジークルーネの頭に手を置いてわしゃわしゃとかき撫でる。自分は生きているぞ、としっかり伝えるために。

　瞬間、銀色の少女は弾かれたように勇斗の胸むな板いたにその顔を埋める。

　服が生温かく濡れていくが、勇斗は少女の好きにさせておいた。ポンポンとその背中を優やさしく叩く。

　それでようやく落ち着いたのか、ジークルーネは身体を離し、ぐずっと鼻を鳴らして言う。

「し、失礼しました！　ご無事で本当に何よりでした、父上」

「うん、ごめんな、心配をかけた」

　勇斗は言って、もう一度、安心させるようにジークルーネの頬ほおに手を当てその涙なみだを拭う。

　勇斗も今は、誰かに触ふれたかったのだ。ジークルーネの体温を直に感じ、自分が生きているということを実感したかった。

「けっこう苦労したけど、駱駝を連れてきて良かったな」

　チラリとジークルーネの乗り捨てた駱駝を見上げ、勇斗は嘆たん息そくする。

　実は駱駝の体たい臭しゆうを、馬は非常に苦手としている。実際、紀元前六世紀、アケメネス朝ペルシアの将軍ハルパゴスが駱駝騎兵隊を編成し、リュディア軍との会戦で使用し勝利の立役者となっている。

　万が一、荷車城塞ワゴンブルクが破られた時のため、控えさせておいたのだ。

　とは言え、駱駝は湿潤環境に弱く病気にかかりやすい。湿地帯を移動するように身体もできていない。

　咄嗟に勇斗の下に駆けつけるのが遅おくれてしまったのはそのためだ。しかしなんとか間に合ってくれて助かった。

　ジークルーネからはなんとも獣臭い臭いが、勇斗の鼻腔を刺激してくるが、今ならそれさえも心ここ地ち好く感じるというものである。

「お兄様、本来お守りすべきわたくしが不覚をとり、申し訳ありませんでした」

　フェリシアは今にも泣き出しそうな、沈ちん痛つうな面持ちで勇斗を見つめ、かしこまる。

　彼かの女じよも駆け寄りたいだろうに、必死にこらえているようだった。

　その顔色は蒼そう白はくで、目は捨てられた仔犬のようでありながら、一方で罰を受けるのを待つ罪人のようでもあった。

　血を分けた兄が勇斗の命を奪うばおうとしたこと、守れなかったこと、そのことに強い責任を感じているのだろう。

　護衛の解任もやむなしという心境と、それでも副官をやめたくないという心情のせめぎあいが容易に見て取れた。

「気にするな。相手が今回は悪かった。お前はこれからも俺の副官だよ」

　ポンッと肩を叩たたき、勇斗は優しく言う。

　彼女もいろいろと難しい立場である。気き遣づかってあげたかった。

「っ！　はい！」

　心底安堵したように表情を緩ませ、返事をする。

「して、父上。敵を追いかけますか？」

　ジークルーネが仮面の男が逃げ去った方角を睨みつけ、問いかけてくる。

　逃にげる敵には徹底的に追い込みをかけるのが戦の習いではある。

　しかし、勇斗はゆっくりと首を左右に振った。

「いや、朝になるまで休もう。皆みなも激戦で疲れているだろうし、な」

　グッと拳を固かたく握り締める。正直な心境を言えば、今すぐにでも追いかけたかった。

　今、勇斗の脳裏に浮かぶのは、戦いの最中幻視したあの妖よう艶えんな舞姫の姿である。あの舞姫が秘法セイズを発動した瞬間、勇斗の身体に起こった一連の異変。

　さすがに呪文のすべてを覚えてはいないが、『戒められし餓が狼ろうは解き放たれん』という文句が強く印象に残っていた。

　勇斗がユグドラシルに来たのは、フェリシアの《グレイプニル》――異質なものを囚え縛り付けるという秘法セイズだ。

　おそらくあの《フィムブルヴェト》という秘法セイズにより、勇斗をこのユグドラシルに縛り付けていた力が一いつ瞬しゆんだけ緩んだのだろう。

　一瞬だったのは、あの秘法セイズが勇斗にではなく、あの《豹》の奇襲部隊にかけたものであり、その余波を浴びたにすぎなかったからか。

　言い換えれば、余波でも勇斗の身体に影えい響きようが起きたのだ。日本への帰還の鍵を、あの舞姫が握っていることはまず間違いない。

　なんとしてもその身柄を確保したいところだ。

　が、必死に追いかけたところで騎馬相手に追いつけるものではない。

　確かに荷車城塞ワゴンブルクと弩連射を併用する戦術により、かなりの損害を与あたえる事ができたとは言え、未いまだ《豹》は《狼》と変わらぬ兵力を有している。

　視界が著いちじるしく制限される夜での移動は、あまりに危険すぎる。城塞を築く前に奇襲をしかけられ白兵戦に持ち込まれれば、今回の勝利も吹き飛びかねない。

　そう、頭ではわかっている。わかっているのだ。

　今は待機するべきだ、と。

　それでも気が逸って仕方がなかった。

「ちくしょう！　やっと、やっと見つけた手がかりなのに……っ！」

　勇斗はまんじりともせず朝を待ち続けた。
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　一夜明け。

　ナーストレンドの湿原は《豹》の兵と馬の死体で埋め尽くされていたが、軍そのものはその姿を消していた。

　やはりこの惨状を見ても、相当な損害だったことがわかる。これ以上戦うのは危険と判断し、どうやら夜の間に引き上げたようだった。

　勇斗は警戒しつつ軍をミュルクヴィズへと進め、もぬけの殻となっていた街を開放し、自らも街の中央にある総そう督とく府に入り、激戦の疲れを癒やしていた。

「このまま余勢をかってノーアトゥーンまで攻め込みたいところではあるが……」

　総督府の一室で、勇斗は天井を見上げつつ思案する。

　シュルグ同様、ミュルクヴィズの被害も相当なものだった。《豹》の兵たちは実に好き放題に暴れ回ったらしく、食糧はあらかた持ち運ばれ、女子どもを含む相当数の人間が奴隷として連れ去られてしまっていた。

　それでいて《狼》としては新たに得たものはまだなく、収支としては今のところ大幅にマイナスといったところである。

　個人の事情を抜きにしても相応のものは頂きたかったのだが、

「《雷》に挙兵の動きあり、か」

　イアールンヴィズより送られてきた書しよ簡かんを握り締め、勇斗は忌いま々いましげに吐き捨てる。

《雷》には先の戦で苦く汁じゆうを舐なめさせてもいる。《狼》が《豹》との戦にかかりきりになったところを雪せつ辱じよくの好機と見たか。

「よりにもよってこんな時に！」

　叫んで、勇斗は苛立たしげに壁に拳こぶしを叩きつける。

　現在《狼》では動員できる兵力のほとんどを今回の戦いに費やしており、《狼》の本土近辺は手薄になっている。

「速攻でノーアトゥーンを落とし、急いで取って返せば間に合……ってこんな思考がもうやばいな。ノーアトゥーンにあの舞姫がいるとも限らねえってのに」

　勇斗はブンブンと大きく首を振って、妙な考えを頭から追い払う。

　指揮官が希望的観測に則って判断するなど明らかに冷静さを欠いていると言うしかない。しかもそもそもとして個人の事情が混じり過ぎている。

　くわえて、勇斗の宗主パトリアークとしての至上目的はあくまで《狼》を守ることだ。いくら新たな領土を勝ち取っても、最も守るべき地を荒らされては本末転倒もいいところだ。

「こんな浮ついて地に足がついてない精神状態じゃ、兄貴に足元をすくわれるのが落ちだな」

　一年半ぶりに対峙した、かつての兄貴分の凶気を思い出す。

　味方の兵士を踏み台にする、などといった非情の策を平気で採用する。

　勇斗のことを憎んでいるにもかかわらず、あぶみに鉄、平衡錘投石機トレビユシエツトなど勇斗のもたらした技術チートを積極的に使う。

　実の妹であるフェリシアにも思い切り刃を振り降ろしてきた。

　はっきり言って、矜きよう持じの欠片かけらもない。

　かつて憧れた兄貴分とは思えぬ格好悪さだ。

　だからこそ怖い。

　美しくはないかもしれない。みっともないかもしれない。

　だが、何かを為す人間というのは得てして、身を汚さずに綺麗なままいようとした人間ではなく、そういうなりふり構わぬ執念を持った者なのだ。

　中国の楚そ漢かん戦争を見ても、矜持と美学にこだわった項こう羽うは敗れ、勝者となったのは、降伏しての命乞いや停戦条約締結後の騙だまし討ちなど手段を選ばなかった劉りゆう邦ほうである。

　先代も言っていたではないか。

　成否を分けるのは、生死を分けるのは、知力でも腕力でも権力でも財力でもない。最後にものを言うのは、何が何でもやり遂げるという断固とした意志の力だ、と。

　いわゆる雑草の強さ、とでも言ったところか。

　一年半前、若輩の身で若頭かしらという重職を任されるエリートだったロプトにはなかった強さだ。あの一件は勇斗の精神形成に大きな影響を与えたが、ロプトにも大きな変化をもたらしたのだろう。

「全軍帰還する。《雷》の動きに備えないと、な」

　フェリシアに命じ、勇斗は自嘲気味に肩をすくめる。

　ようやく頭も冷えてきた。と同時に、向き合わねばならない現実に思い至る。

　宗主としての自分の罪に。

　むしろ今の今まで気付かなかったことにぞっとした。やはり相当気が焦り、視野が狭まっていたのだろう。撤退の判断はやはり正解のようだった。

「よし」

　勇斗は兵たちへの指示をフェリシアに任せ、パンっと頬を両の手のひらで叩くやふらりとある部屋へと向かう。

　まだこの総督府の造りをいまいち把握していなかったが、それでもなんとか目当ての部屋にたどり着く。

　緊張に、ごくりと喉のどを鳴らすも、躊躇ためらうことなく扉を開ける。

「具合はどうだ、若頭補佐ほさ？」

　勇斗が声をかけると、部屋の主は寝台に腰掛け手て酌じやくで酒を呑んでいるところであった。

　若頭補佐ほさスカーヴィズは今回の戦いで深手を負ったため、しばらくこの部屋で療りよう養ようすることになっている。

　本人はこの程度の傷大したことないと言ったものだが、《狼》としては万が一にもこの勇将を失うわけにはいかず、大事を取ってもらったのだ。

「ったく、こんな時まで呑むなよ。傷に障るぞ？」

「酒は百薬の長と申しますゆえ」

　苦笑して諫いさめる勇斗に、スカーヴィズは悪びれなく言ってぐいっと杯をあおる。

　ついで、うぐっと小さく苦悶の声を上げる。やはり痛むらしい。それでも呑むのだから、この男の酒好きは相当のものであった。

　その手に持っているのは、ガラスの杯だ。

　この透明さを、葡ぶ萄どう酒の色を楽しめる、とスカーヴィズはいたく気に入ったらしく早速愛用しているのだ。

　見かけによらず洒しや脱だつな男なのである。

　そんなスカーヴィズの前に立ち、勇斗は真面目な顔で言う。

「なあ、若頭補佐ほさ。何も言わず俺を思いっきり殴ってくれないか」

「いきなり何をおっしゃいます？」

　わずかに目を見開き、スカーヴィズは勇斗を見上げる。

　冷静沈着を絵に描いたようなこの男でも、さすがにこのお願いには驚きを禁じ得なかったらしい。

「最後に乗り込まれたのは、俺の判断ミスが原因だ。それで何人も亡くなった。あんただってこんな怪我を負った。すべて俺が不ふ甲が斐いなかったせいだ」

　言い切って、勇斗はじっとスカーヴィズを見据え、ただただ奥歯を噛み締める。

　ロプトの今を分析したことで、その差をつくづく痛感したのだ。

　勇斗は確かに今回の戦いで、戦略・戦術両面において、ロプトを上回った。だが、何が何でも敵を倒し殺すという意志の強さという一点においては、明らかに負けていたと認めるしかない。

　勇斗は最後の最後で、非情に徹することが出来なかった。

　帰還の手がかりに、心を乱された。どこかで兄貴分を殺したくはないという迷いも捨てきれていなかった。

　ロプトが奇襲を仕掛けてきた時、自分がしっかりと斉射を命じていたら、ロプトの侵入を阻めていたのではないか。

　もちろん、斉射しても結果は変わらなかった可能性もある。だが、どうしても考えてしまう。自分の詰めの甘さのせいで、助かっていたかもしれない命が失われたのではないか、と。

　一度消えた命の火は、二度と灯ることはない。

　彼らにも、大事な家族がいたはずだ。

　兵士たちを一人でも多く彼らの下に帰してあげるのが、指揮官の務めである。

　人の命を失わせておいて、殴られるだけで禊みそぎが済むとは思ってはいない。

　またこれは戦いくさだ。味方を一人も死なせずに勝たせられるなどと自うぬ惚ぼれてもいない。

　人間である以上、現実的に一切ミスをしないというのが難しいこともわかっている。

　だが、今回のことは、自分の心構えのぬるさが原因だ。

　同じ過ちを繰り返さぬため、活を入れ直しておきたかった。こんなことを頼めるのは、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなこの男ぐらいである。

　しかし、スカーヴィズはちびっと葡萄酒をすすり、苦笑するように肩をすくめた。

「私は確かに刑の執行者です。が、万の騎馬というかつてない強敵と戦いながら、相手に二千弱と言う損害を与え我が軍で亡くなったのはわずか百名にも満ちません。全ては貴方の策のおかげです。これほどの戦果に対し、いったい何を罰しろと？」

「それでも俺は……自分が許せねえんだよ。覚悟があまりに足りなかった」

「ふむ、御館様を迷わせたのは、察するにあの鉄仮面がロプトだということですかな？」

「っ!?　気づいていたのか？」

「気づいたのは槍を突き合わせた時ですが。今回は不覚を取りましたが、次は仕留めます」

　特に感慨もなさげに、淡々とスカーヴィズは言う。

　曲がりなりにも元兄弟分であり、武術の弟子のことだというのに実に冷めたものだった。

　その割り切りぶりが、勇斗にはなんとも眩しいとともに、自己嫌悪を増ぞう幅ふくさせる。

「……ほんと情けねえよな。法なんか定めて、兵士たちにはとにかく目の前の敵を殺せって命じてんのに、自分はこのザマだ。戦に臨む以上、兄貴への情は、ちゃんと切り捨てて置かなくちゃいけなかったのに……」

「まあ、そうですな。確かに戦いにおいて、敵に情けをかけるものではございませぬ。非情でなければ、戦場では生き残れません」

　冷たく言い切るスカーヴィズ。幾度となく戦場をくぐり抜け生還してきた男の言葉は、やはり重かった。

「……だよな」

　うなだれるように、勇斗も嘆息して頷く。

　わかっている。わかってはいたのだ。

　頭では。

　しかし、体感として本当にわかってはいなかった。自らの不甲斐なさにますます気持ちが沈んでいく。

「が、情のない者に人は付いて来ぬものです。私がいい例ですな」

「え？」

　驚き顔をあげる勇斗に、スカーヴィズはフッと彼にはあまり似つかわしくない柔らかな笑みを浮かべて、

「確かに貴方あなたは甘い。だがその優しさが、私を含めどうしようもなく人を惹ひきつけているのも事実です。今の《狼》の隆盛は、まさに御館様のお人柄によるところも大きい。長所と短所は表裏一体と言います。そう思い詰めなさるな。御館様の甘さで失った人の数よりも、その優しさに救われた人間のほうがはるかに多いはずですよ」

　スカーヴィズなりに慰めてくれているのは、勇斗にもよくわかった。

　だが、正直、心に響かない。スカーヴィズの語る勇斗像と勇斗の自己評価とで、あまりにズレが大きすぎた。

　ゆっくりと勇斗は首を左右に振る。

「……俺はそこまで立派な人間じゃねえし、優しくもねえよ。実際、ついさっきまで自分の罪に気づかずに、我が事ばっかり考えてた薄情な奴だ」

「それでも、貴方はちゃんとその罪と向き合った。目を背けることなく、逃げなかった。なまなかにはできぬことです。普通は見ないふりをしますから。……ふむ、こういうのは本来、私の柄がらではないのですが」

　やおらスカーヴィズは杖を突きつつ立ち上がり、荷物の中からもう一つ杯を取り出し、勇斗へと差し出す。

「呑みましょう、御館様」

「いや、俺は酒は……」

　唐とう突とつな申し出に、勇斗は面食らう。

《狼》には飲酒年齢を定める法はない。立法者たる勇斗が定めていないのだから当然といえば当然だが。

　それでも一応、大人の飲み物という一般認識はあり、だいたい一五歳ぐらいで一人前と認められるため、暗黙の了解として、皆それぐらいから嗜たしなんでいる。

　だから、お酒は二○歳になってから、などという日本のルールを持ち込む気は毛頭ないのだが、あの頭にもやがかかる感覚が、勇斗はどうにも好きになれないのだ。

「こういう日は、酒に限ります」

　しかしスカーヴィズは引かずに力強く断言し、半ば無理やりに勇斗に杯を握らせ、葡萄酒を注いでいく。

「私が殴ったぐらいで御館様の気が晴れるとは思えませぬ。世の中には、割り切れぬことはごまんとあるもの。そういう時、人は酒とともに全てを呑み込むのです」

　スカーヴィズは自らの杯にも葡萄酒を手酌して、紅く染まったグラスを掲げて言う。

　不意に、勇斗はこの男の酒好きの理由の一端を垣間見た気がした。

　以前、《雷いかずち》戦前に、罪を犯した者を斬り捨てるのに何の痛切も感じないと嘯うそぶいていたスカーヴィズだが、やはりそんなはずはないのだ。

　不吉を漂わせる死神のようなこの男も、人間には違いない。法の徹底のためとは言え同胞を幾度となく斬り捨て、仲間たちから恐怖の対象として畏おそれられ、何も感じていないわけがないのだ。

　彼も深い葛藤を抱えている。その割り切れぬ感情を酒とともに呑み込んで、冷徹な仮面を被っているのだ。

　自らの行いが《狼》のより良い未来に繋つながると信じて。

「…………」

　勇斗は無言で注がれた紅い液体を覗きこむ。

　まるで自分が不甲斐ないせいで亡くしてしまった人の血のようだった。

　思わず嫌悪感が湧く。だが、ここで躊躇ためらうのは、自分の責任から目を背けることになる気がした。

　覚悟を決め、勇斗は一息にあおる。

「～～っ！　酸っぱいな、それに渋い」

　なんでこんな不味いものを大人は好んで呑むのか、とずっと思っていた。果実を絞ったジュースのほうがはるかに美味しいじゃないか、と。

　だがなぜか、今はこれを悪くない、むしろ心地好いと感じる自分がいた。

「ふっ、酸いも甘いも噛み分けて、男は大人になるのですよ」

　言ってスカーヴィズは瞑めい目もくし、くいっと自らの杯を傾けた。
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「《狼》は兵を引き上げ始めたようですね」

《雷いかずち》の族都ビルスキルニルの宮殿の一室で、美女は粘土板を見下ろしつつ嘆息をこぼしていた。

　美女の名はレスクヴァ。

　兄であるシャールヴィとともにステインソールの懐刀として、主に内政方面でその辣らつ腕わんを振るう女じよ傑けつである。

「この隙すきに先日の負け分ぐらいは取り返しておきたかったのですが……まあ、今回は大人しく引き下がりましょう。父上もまだ万全とは言い難いですし」

　彼女の盃の父――ステインソールは現在、怪我の療養中である。先の戦にて洪水に飲み込まれ、何箇所か身体の骨を折る重傷を負ってしまったのだ。

　とは言えヴァナヘイムの虎心王ドールグスラシルは、回復力のほうも獣じみていたようである。

　まだ身体の節々が痛みはするそうだが、すでに宮殿内を自由気ままに闊かつ歩ぽしており、この調子ならあと一ヶ月もかからずに完全復活を遂げることだろう。

「しかし、一万以上の騎馬の大軍をこうもあっさり撃退してしまうとは……思った以上に強大になっていますね。国内の充実ぶりも著しく、これでは父上が戦列に復帰されても、《雷》だけで対抗するのは厳しいと言わざるを得ません……」

　ステインソールが天下無双の豪ごう傑けつであることは未だ疑いようはないが、《狼》の宗主パトリアークもまた常識の通用しない怪物であることも確かだった。

　ステインソールは強敵と戦うことを至上の喜びとする生きつ粋すいの戦士であり、好敵手が強くなればなるほど喜びそうではあるが、女性であるレスクヴァはそのような男の浪ろ漫まんは解さない。

　あくまで彼女の目的は父であるステインソールをユグドラシルの覇者とすることである。そのために最善手を模索し、陰ながら補助するのが役目だと自分に任じている。

「ふむ、では前向きにご検討頂けるということでいいですかな？」

　彼女の差し向かいに座る男が、ほくそ笑みつつ問う。

　絹の衣をまとい、所作もどこか優雅で、野や卑ひなお国柄の《雷》には似つかわしくない男である。

　レスクヴァもにっこりと微笑ほほえんで返す。

「ええ、父上はわたくしがなんとか説き伏せましょう。アレクシス様もなにとぞよろしくお願いいたします」

「お任せください。《雷》の宗主ステインソール殿と、《豹》の宗主フヴェズルング殿の兄弟盃、このアレクシスが身命を賭として取りまとめてみせましょうぞ」








to be continued









あとがき







担「ドラマＣＤの企画が来たのですが、お受けします？」

鷹「おおっ！　ついにメディアミックス！　受けます受けます。受けるに決まってるじゃないですか！」

担「そうですか。では、脚本の書き下ろしお願い致します」

鷹「はい？」

　と、言うわけで。

　ドラマＣＤ化決定です!!

　しかも脚本は鷹山が書き下ろしすることになりました。

　色々スケジュールがきつくて、５巻は四ヶ月先刊行（あくまで予定）、というのをなんとか勝ち取った矢先のことでした。

　くそ、孔たん明とうの罠か！

　とは言え、声優さんが我が子たちに命を吹き込んでくれると言うのは、非常に幸せなことです。頑張りたいと思います。

　こんにちは、挨拶が遅れましたがお久しぶりです、鷹山誠一です。

　……。

　…………。

　やべえ、早くも話題が尽きてしまいました！

　うーん、書くことあるといえばあるんですが、どうも全部、この場で書くにはあまりに不適切なことばっかりなんですよねー。

　というわけで、まあ、ネタバレにならない範囲で次巻予告を。

　シリーズ的には一～三巻が起承転結の「起」に当たり、本巻からがいわゆる「承」になります。

　ここまでシリーズとしての勢いをつけるため「ストーリーの加速度」を重視してやってまいりましたが、ここらで一旦、少しだけそのスピードを緩めて、次はキャラクターたちの日常にフィーチャーした巻にする予定です。

　まあ、あくまで予定ですが（前シリーズの頃、次は短篇集ってプロット送っておきながら、途中でプロット変更を申し出で長編ストーリーにした前科有り）。

　こういう進行ができるのも、ひとえに読者様のおかげです。この業界、やっぱり売上が全てですんで。引き続き、応援よろしくお願いいたします。面白いと思ってくださってる方は、ぜひ口コミも広めていただけるとなお嬉しいです（笑）

　他に話題話題。ほんとありませんね。４Ｐ長いです……。

　ではとりとめもなく執筆期間中に聞く音楽の話などを（あくまで執筆期間中であって執筆中ではありません。執筆中に歌詞があると集中できませんので）。

　鷹山は運転中とか休憩中とかに、作品のイメージを膨らますため、作品イメージに合った歌を聞きまくるようにしてます。

　前作「オレと彼女の絶対領域」の頃は、女性ヴォーカル曲が多かったです。特にお気に入りだったのがWHITE ALBUM2の「Closing」でした。

　これが百錬の執筆に移ってからは男性ヴォーカル曲が一気に増えましたね。しかもなんか熱い曲（笑）

　最近はもともと好きなのもあるのですが、仮面ライダー系が多いですね。

　仮面ライダーキバの「Break The Chain」と「Super Nova」が特にお気に入り。仮面ライダーＷの「cod-E～Ｅの暗号～」なんかもよく聞いてましたね。

　ハーレム表紙のまごうことなきハーレム作品のはずなのに、いったいなんでこんなに聞く曲が漢臭くなってんですからねぇ。謎です。

　……そこ確信犯だろとか言わないっ！

　よし、紙面も埋まったので、謝辞に移らせていただきます。

　担当様。今回はトラブルも発生し、前巻に引き続き、多大なご迷惑とご心労をおかけしてしまいました。本当に申し訳ありません。そしてありがとうございます！

　ささやかに前作「オレと彼女の絶対領域」から数えて、担当さんとのやりとりから始まるあとがきが五巻連続を達成していたりするわけですが、こうしてネタにしているのも親愛と感謝の現れなのです。いや、まじで！

　お世辞抜きで、自分は本当に担当には恵まれたなぁと思います。

　ゆきさん先生。今回も素晴らしいイラストありがとうございます！　ルーネとフェリシアの冬服デザインありがとうございます。可愛い！

　営業、校正、印刷、取次、書店等、関係者各位にも感謝を。

　なによりこの本を手にとってくださった読者様に心よりの感謝を。

　では、五巻でまたお逢いできることを願って。





鷹山誠一
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